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能代・山本地方には国指定の杉沢台遺跡、桧山安東氏城館跡、

県指定'の刈j尺fl1家、{:r'l子所Dl家など多くの!之助;があり、県r}¥]J型

蔵文化財の集中地域のひとつに数え[-.げられま

地方の新たな幹線泣路として一般国道 7号八

この能代山本

.能代道路が計画

され、秋田県教育委員会はその事前調査として能代市南部の浅内

地ほの埋蔵文化財発掘調査を、昭和61年度から実施して参りまし

た。

昨年度は、むもに平安時代中~後半期の遺跡が調査対象となり、

福田遺跡では合計19軒に上る竪穴住民跡からなる集落跡が、また

十二林遺跡では竪穴住居跡12軒の他に、須恵器窯 1基、土器焼成

遺構14基、製鉄業に関連する炭窯 1基が検出されました。特に須

恵器窯は県内では極めて希な地ド式の笠窯であるなど、貴重ない

くつかの が判明いたしました。

本書は昭和62年度調査の 4遺跡の調査報告をまとめたものであ

ります。本書が広く学術研究、埋蔵文化財保護の分野で活用いた

だくことを切に願う次第であります。

最後に本書を上梓するにあたり、種々ご便宜いただいた建設省

東北建設局能代工事事務所をはじめとする関係機関、各(止に深く

感謝の意を表します。

平成元年 3月25EJ 

秋111 土1

斎藤
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1 . 本 誌 百 三 ? は註 7~‘八代送路主卒業に係る福[11;立跡、 fi

1-三林遺跡;の発掘調査部(!?吉であるつ

、蟹一rJ~ .Ì立跡、

つ

高橋

1"のと;仁，.nで1あるコ

「福田泣ffrs:J 下 1" 蟹 r;f(j立目、J

ー_.キ遺跡」のうち S1 52、S1 67、S1 83、S188むよび平安

1"]'代の造物に関する

小林 克・・・・・・ fはじめにJ 立地と環境J 1-発掘調査の方法」

「福田遺跡石了遺跡J 1"蟹千沢遺跡」のうち縄文時代造物に関

する工民

1" 1-二林遺跡'J

3 .本報告書の作成にあたり、以 1'"の方々から信[J助言、御指導を明いた。記して謝意を表ーする。

穴沢義功、工藤雑樹、桑原滋郎、西野 修、宇部別保、藤田俊雄、高橋信雄、小松正夫、

日野 久、岡田茂弘、吉岡康暢、熊谷太郎、永瀬福男、 j三i石健雄、稲肝彰 jこ

4.別編 γ臼然科学的分析」のうち、第 1 に、第 2 等c4章はノ、

1)ノ・サーヴェイ株式会社に した結果の報告である。

5 .巻頭図版中、福田遺跡地下逮捕レーダー探査画面写真は、(有)桜小路電機、工藤i専司氏の提

供による。

6 .刊函註記における色調は、農林省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所

に上っ犬、円
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1 . j:{j~出

SA グIJ、U<!'剖、 SB(J同川i::建物H'/J;)、 S0 (~削恥、 S 1 

S K T ('1' l三/ト八日 N( 土j立N与、 l~

nI~ill~;) 、 SK

s 

2 . .Ìili: hW-'F..[而以上 I~Vrrrrj iヌiの手(土次のとむりであるが、例外もある

j立十!Wr配;出、父111/400)、与え六í 帯二[~力二j立 .T ヒゾト (1/40 )、

h刊占;力マド(1/20)、 J前柱建物hl，n;. 1:，"れど;Ikj立+Nf. (1/60 ) 

3. Jl_fl*t勿字;:[)fllヌ!のお11尺(土1/3を1L本としているが、 十立lM;SN … レ')

(土、、1/6である亡なむ、 ~f: {~;-f院If fHil河を，J }，\く i主りつ.;;してあるもの を示してい

↓
〈
ヴ

4. U~J土j立物(土、存泣肋;'1 Ij~に連詐りを j ，j- L、抑問、 とも吋応できるように宗光鳥してあ

";)[J 

5. ロケロを}'IJL )たfィ;・斐等の切り離し校法については次の文献に拠 V)、 かけ ij1き

糸引 V)J、 「前引き糸切り」の名休をHJいているものもある。単にII11 JjI.L~糸切りと記述しである

のは「まわし糸切り j あるいは「離し糸切り J をノJ~すむ{小 JII 司 íl!IJrlli糸切り J支 j去の )l~n日」

1 1;- 1979(H(月 )] 

6 . :J作文Irllにf吏JIJしたスクリーントーンは以 1'"のとむりである

J也 LLI .M土塊 虫色処理

炭化物 丹(朱)

火山川

焼一一I~ ーロ
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.
-
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守
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7. 忠穴住居跡各m~の rthWJ~.去について

翌三穴住居跡の対日立を計測するには:通りのブj法をJTJ1， ¥たっ a つは、

て長ijl!1J、 );l，IijlllJの長さを計測する

の 1+11!11]j *SJ~~ によっ

山川
U

，d4
E
B
-
-

を各々 内i!!iJ A
Q
 

土山?
J
 

J
P
ノ

一ハ叫す

プランのものに旧い、占(土lfiみの£るもの、前名ーは平而)1ヲか正 JJ)1ヲ-長)J)jヲなとほ

壁の立ち L りが不 iり:JI!~t なものに JTJ いている。

面積は、カマト主RIllii しをj，~-;いたJ:，;.わ号、すなわち 1，-端のラインで同まれるを，\1-

のl'Zさ

u11Jしたりブラニメーターはウシカタエリアカーブメータ (X P L A N 360)を用いたり

ることにし、思六内でのもっとも I日ぃ壁を計測するか、それを台めた

については、 l隔を字星数のよ也I~\で則した。位六については床面からの深さを討ìWJ した。

竪穴の 1..端と床面の 1-.端のと間で、計測し、深さは床面からの深さを計測した

カマドの主f!Illl方{立がg!，三六

よって、各住居跡の主市rl!方伎を させた。カマド主f!iIU}J伐と U!.~六主i!IIÜ)j伐とに詳しいずれ

がある場合は、その両方の計測{誌を記した口カマドの主i!IlliJjf¥'rは伺H'，し孔の中心と、焚[Jの

去を結んだ線と磁Atとのずilを計測し、笠六平面7t引ケjJllli方f，'((土、各壁長の11111illl線のうち

磁北に近しい一本と磁二Itとのずれを計測して記している。カマド各部の名称と計測位置につい

ては下図を参照された Po

8.土坑計測法については、規模は平面形で、の長f!ir1Jと短軸の両hの計測値を記した。 深さは確

から底面中央部までを計測した。

9.平安時代の土師器等にむける整形・

指頭にするオサエ 横ナデ

については以 Fの名称、図示方法によった。

I 

仁~fililu線煙道吉[S

A カマド全長
B 本体(袖部)rlJ高
C 燃焼部内法rlJ}'守
D 煙道長・幅
E 

口火床面

(D: E=煙道長:トト;_，~

IV 
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7 S K45石21};.土J:/c 凶版33 1 S 1 65出 1~号緊六íl:居跡{点→
8 S K50江~227~-.:J:1:!C 

図版23 1 S K S4~お23+i -1:1:J[ 2 S 1 65tf'~19T}竪穴fllfisJFカマ if
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3日 K7~第2J I:1:Jc |ヌi版34 _i引枠外出

同J:友24 1 S X l泣版35 平安H寺代遺構内出土造物(1)
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{北→南i 図版38 平安時代遺構内，~:"二!二m物凶

3SX ノJ7'丁 間版39 平安時代遺構内d:'，:J:.遺物(5)
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支脚 2北側Ij斜面地割れ部分{西→東}

4 S 1 57第16号駁穴住居跡遺物出 図版49 1 S K01第1号士坑確認状況
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66筑18号竪穴住居跡{南→二iヒ} 6 S K T04第1号Tピット

2 S 1 66第18号控穴住居跡カマド 7 S K T07第2号Tピット確認

3SK とS1 57第16 8 S K T07第2号Tピット完掘
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図版30 1 S K39第31号土坑 図版51 遺構外出土縄文時代遺物(2)

2 S K59第30号土坑 蟹子沢遺跡

3 S N60第2号焼土遺情 図版52 1 ~mJ査前状況(現況) {南→~Itl
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|司版 出土縄文十器!li 三日!日2:X¥:3!;-í~} '(J i:J， 1 i lNr /¥・ 13

図版58 JLf'，土手!日文土器(2) 完射状態
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.) 0 1 υ 心会与合|う 1-'，仁-~- ~えFで7主，/I\eJlJie :fFi1守止8。会J‘ マ i、 3 S 1 ブ イ-41i、ご
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2 S 1 22B第2号洋三六f1Jciih"s;カマ 片足78 1 S 1 86前日号桜rべ U:_@b'，~;カマ if

XIV 
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2 S N78~~6-， ;-j二~~焼r&3立，fillf
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柏子所遺跡
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石丁遺跡・蟹子沢遺跡・十二林遺跡航空写真 (南東上空から)
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1 .福田遺跡航空写真(西上空から)

2.福田遺跡航空写真(北上空から)
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SA72第 6号柱列 ・SD55第 3号溝跡 ・SD56第 4号溝跡 (北→)1 .福田遺跡南東部遺構群、

S 130第12号竪穴住居跡 (東→)2.福田遺跡、北部遺構群、



十二林遺跡SN223第 1号須恵器窯 (西→)
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1 .十二林遺跡SN223第 1号須恵器窯内

遺物出土状況

2.十二林遺跡SN46第2号土器焼成遺構 (南→)
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S A144第 1号掘立柱建物跡 (南東→)1 .十二林遺跡 S194第 9号竪穴住居跡、

JNJi 遺

(縦断)

田福

開閉璽廟

2 .福田遺跡S127第 9号竪穴住居跡レーダー探査画面写真



調査に主るまでの説得

はじ め に

に主るまでの

として J}~ú:
何 時 ， 1 

I f i 

. lJ主化寸るため ~r!.pllI主 {ll二、(!到Ilill/!!lの!") ッイ、、一
f

。
J

F
V，
 

J
A
M
 

で
、

1
王

、Z
1

円
/
]

円
/
〕

十
F

ILI(I延長は八組11f)(r!!jから能代 まで、ヮ 7kmである この 7月八代道路の慨lH与

設，~ 1. は II(~干にi J~ われ、町内1157{Pi にその，~I. Il!lj ，}}~ 11J J 、 II(~ 干1158{[-:皮に設 I~ I. ，~~~ I1JJ、f1(1和60{1:.'支

には工事 í;I.llt(l ， f}~ HJJ われて、 ll(~ 干1161{1:- には li 工を見ているつ

J勺，ilえMGは の 段 丘 1~にあるため、 1;1'111(1当初からよiii版文一化 ylJi包也!人j に路線

のかかることが{'恕されたそして、存おii がヲJ~ された段lí?~ で

寒川、 1---1'1'、子1r、f{，¥ll…|、>(iJ;)(、 J出ノ Lのいわゆる JjfrlJ;[Jの遺跡についてi市総のかかること

が11)1 ~:) iうB にな-)lこc この点 I I /'.. 1 

!;c[ "Z::こ
司

9
・I
J

r

ド、
h

山台 自ヰリヒ建設工事事

務所は協議?と行い、路線 1:での
ザレ
7司J

いては路線I)'Jでの;沌Iltl[iN認調査を行った 1--

し、現，:1た{日存をはかることの不i1T能な遺跡につ

による記出存をはかることとした

lf主主京(ごかかる Ll会が ll(~干Ll 60 年度にその分 イ'

Eど したが、その

結果、定}II 、むよ刈;}ての 23立b'，~; については、時献にかかる j立肋;の tlí包囲が 2 つの地点に分か

れることが、工事実杭 I~I'IH!I 1，;<II(rIとの!I日f?で判IIJJした lっそのため、この 2)立川についてはそれぞ、れ

，'H(!IIjからを汀111、ソ主I11日、 :i'¥:>(Ij;f( 1 、 x リ jlて IJ3立 ~r/J; と IJ手拍:して、路線上のj立~，jl; としては)9U!~ し

た 13立肋;としてJ没うこととな〆 jた したがって、町内1160{1ミのF支|;ifでその!万i-1Eの確認されたj立跡

は8j立跡であるつ

II(~ 利61W度から!日地買収の完了した能代市川1] の j立川から発掘調査が実施され、本JIII 、 11

ILi立制;が 8H 18 けから 1211511 までの /1:j に~J.'ij査された心この 2 泣肋;についてはすでに昭和57年

!支に能代rln交l人JJ也!えが対象となった IH，j 折 i建設事業に先_\'!~っての範凶1i'(f~認調査が実路さ

れてむ川、士、J.象j百i杭七それぞれが)3今()(i()川、 4‘οο()m'と されていた しかし、他のjさ跡

のう九 JIJJ世 E11.~の了していた 1 ・:林、石 r ， NM1Li立跡について Jレ
tγ 9 がji在jEし

いミか.)たために、 11T . n ィー t われて tlるL

を十r.)た結果、 1-'立』りがと石J".I主H，jJ;(;.1: /ì :J にある ;I~ もふくめて

Lrrん ζれたが、 ;J日出(7);'i!~ 万 1 ~、 I~~f i) 1:日去がとら ;)1るために、;昂i'ilJによる

パ l訴し liJ¥.jl'六;;-1);FV);;，チ t1二?と能代 L事のIIiJでht終~I!-J (~ 

認され、 ニピパ尺}色合出 jιJJII寸る二とにしと、また TI'fi!I 



ム
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Z
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'午、一品

によって、主If:J虫として ftif]辺住玄により n し~H日 l けされたi忠仁、すで(

と 1~i 人
え_ '1 L /、-

yうとされ

! ~ ，{，r: て.ニf:1J!:l1
Iフr:'τ) 不ソ

していることが分かったため、それを外したi

について:土II({手1162午4}] 1 11 

{ ~つ \.;ì て:土 lrîJ q:. i } J 1 II!守 れぇ5 ! J 1 I1、

(二ぺJ(.，) ご;土r;i]W

hJ 

バ iらはおl_;jょにl:=I:l~ r 1子
νノiF上L司、1I見ぐこ 'lllJ-f]え

1 . )立H'n;.戸li'在地

2 . ;mu _在 WJ11!J 

3 . ~!，tiJ 査由ー

4 . r~f，tiJ 査 ì~体

5 . ;WU査Jll当告

6 .総務 1ft当

1';九JJ機f!tJ

制I11j立川秋111県能代di;支内f:MIII 他

干iJ 跡:秋1+1Ui~能代iI日支 i人子î J'京の lA6

riJとi立跡;秋川県能代 rlî~ 知人!字鐙 hJ~43

l' '.H.i立hJ#;秋111 (t r!i;支!人 1蜘 ;十本93-1 i也

祈UI，i主同;;IIn干1162Q=' JJ 1111 8 JJ 1 11 

干iJ‘ ;  H(i 干[l 62'~1三 8JJ3rl-~9JJl Ll、 llJJlG11~111J2611

鐙 {-;[(I立跡; 1J(~f:1162il:. 9 J J 1811 -寸 OJJ2 11 

卜:林j立川; H(1干1162{1:.5J J 1111 11 J J 1叫!

N~ I+ Lì立跡; 4.480m' 

千iJ'J立制';1.080m' 

蟹 [-J~;立肋;; 500rd 

l' ~林; 4‘800ηf 

秋111V早教育委Ll会

小林 克(秋IIJ県内政文化財ーセンタ一 文化lHi:

!日11'話 学(秋山県土II~成文化財七ンター

十aJllJ JIFII li] ( 

(秋山県立問物 1属託)

。 IljIA~ 進(秋LU県:l:m蔵文化[!，J七ンター

r ~ )1吋 {ヒ1.[1'七ンタ )
 

j
 

ii 
住J;主計 I札!仁主能代了土J-~ i寺内r

能代rli;:如何J忠iベ1'1

能代III本J色々史{l}f究会

‘3 



越
同
一
h

版
印
持
寸

3
部
都

，fム["，.)ト~

」山、島

3
一
斗
帥
p
r
b
u

、
目
白
何
人
一
」
小
河
川
~
同
一
一
品
一

.
山
一
一
凡
に
と
ん
口
い
仰
忠
一

.
古
田
~
尚
早

・
剖
ー
ペ
協
同
ゐ
一

。
?
い
士
山
}
仰
向
守

吋

、

u

品
川
こ
一
{
一
閃
豆
一

∞
・
…
し
何
一
一
一
口
い
何
回
守

也

部H
立D]:
(1'('¥" 

沖
脳
協
蹴
簿
砕
醐
悶

u:二



はじめ{_

第 2沼 遺跡の{立震と思辺地形



遺跡の位置と地形

立地と環境

j立跡の置と地形

廃材 iや 1/I]I~lll (こをすさし子大!Illh~ ぴ)， [tì'il; を rJLj;fr~ して I1 正に ;t く、来代 JII( 土、 その或に!よ

大な i l[ Jhi干!と ~f を 11ヲ IJ.1Zしている、 I]~~l立に j迂い'/;'， f:リT~支 ítlHriJ)立を方本出として?とIlilれよ地、大却は

地、 (tよ地と!lltじ欠ドるこの 111 は、その l' 流11全で大きく ~rËfJ二在・ v) j区寸¥能代平肝と呼ばれる

その~i[J 乙 :Ví-は、ヰミ(\:J 11のかIl1 i';-[;に!よ"う 1_)てわり、その北f!lljを子f森県境とのIIrJにjf立たわる (11-1!1

11 JJlliに、 11E{!l l] 土手 ζ;;;~I 1 /Ijlf(からi!Liに'突き1'111した木、1;'II/lI/J也によーノてI;l;lι れているこまたその

IHflilj は、八 DI)~引を介して秋!II'!'.TÍ'ヘしている内

能代干型Fはまた秋!IIIJr~の北 ì'f1;~{~fA':に連なる I1本立ド砂丘(能代砂丘)の後-i?(1¥地でもある。

米代川 ~jlIL 1 Aヒi!1ij(二11'ft百する1[/長浜村ーから八郎潟/Jljf:'r:の粁JilUj'までの問、延長35kmの長さをもっこ

の rl*;fiÎ: I;~1ル斤(土、ヂの II'~' 1山 J 1I1，山で、f1Ig;~':;62m 存はかるわ {i歩行ど{品、行(を-t rJillの i~t には、 j美内 iI1?と

そのilk大のものとするil1jJJ? () 11"(:が速なっているが、これらは砂丘伏流本によってできたものとさ

れている。

今[111、11!，ii]査のιj象となった福HI、干ir，蟹 r~代、 十二林の 4i立b1，jJ;はI1本海岸砂丘の?をfT低地

に l臨:i話恥!4ιiおr，~七む:ン、イ十刊f;代、ft札!i;

;託j正i汀r今ι判4斜i忠!カか益ら(は土 I1イ本三j詰;正ω1'1ド:百砂少J1:.、 ;支 lド1叫~d日{?をを|伴)1与I\~J てて 3.1--3.2kn川η114司4[(に二コ:1杭II出准H住f~ れたj也J人点，l，î，れ(こ斗{立;汽『寸す司る一 九j立跡(7)

支(土L)，ど jγ りである

111~ IJI ，IIJj'D; ，It希i{1100 8 I 8" 件、(主主 1400 l' 9" 

イir 北 400 8 1 34" I~E帝王ト判。 I ' 2::i" 

壁 j亡、{尺追跡 '1ft 8 / ::i6" 司、〔主主 14ft 1 1 25" 

1， .本j立li'!r -1ヒ約 iり。 日， 110λ， 主将 14fV 1 1 28" 

これらのj立b1，fJ;が立地するfi地は!戊色とよばれる戊段i王で、その北端に接続している

内台地も台めて、能代ní~長内字イII染岩手から八屯lHJ 大曲までの 1M] 、 rp話2.2km、延長8km(こわたって

ひろがる広い白地である。 成合台地の東側は約I11川低地に、 /TfJ{!II]は浅内低地に臨み、この両低

地に扶まれたかた九でfillびる也はN-150 -Eの延長方向にある J このプj向は 11本海のj似戸

線にも、またお km~[ {l! ll にあるlÍ:.I;会J也しillえ W*;í~ に FJ .立する f このよ 7にIH/[tに長Lベ主l人J'IN 

世(土、 1 -1. 5kmの111][;品をむいて qEil1ljのj知人地にIL¥JiJにiii二11 I する ~H三の ;1てに j二，}て、大きく

Gつのブロックに分けられる 1MIII、子irの 2，I立b1，jJ;(土、このうち北illl]から数えて 2本11と3本

11 ~ 1日二Jkまこ J一色 1"の -;il~ ~ :、iiたる一また蟹 hJ(i立Wf:土 I1 CT) ;I~ の低地 ~I-H~

分、 i・立b引土 2本日の;)(のなかで、rJLj(!lljに突き出した舌状台地点15分が相当する。

日



¥/J色と環境

能代千里子南部の地形@地

-羽後 IIJj IU~d農政 ;11~ 農地草稿，l:il; 1 年)] むよび

; 1983(IIß;~1158年)]によれば、能代子肝を吉むよ由形{土山地、丘段、白地・段丘地、

ilf:l:也と大きく 4つに区分されている。

LL!地は、能代千聖子の-ltiHiJにi者たわる白神山地に属するものと、市井Ef!1!](こft置する犬平iJJiJJ地

/ - L-.:-~ ペトヲ才コL 庁、 L 1-/二.J-.、」ぺブ .¥;; -f;t:.1ふ之，T、[:.I/.l'.! !. J、，"1ハr， Aハハ /ア 、ー， I ， I l' ， 1 ， J.d， -7て、 -blli-i.1i-コ. 1I コ.
¥-Ir'J__;， ヲ ミ)，γ V J ¥ - JJ /J・'1L ~CÌ i Jリ f'[¥にトス V ノ止と二 Iヘ'_I'o /J" 1. \)\)~. Ll¥_l¥) rn V)  f J、 . 'I'J八 ILIXu.:， i... 、rCJて;J"J JI:<.'コ["J

い大青山で 721m である。ま は寸1・大起fkLLJ地とノh包f)(_[LJ地に分かれ、最も r，iJい

が 409mで、ある。またドGjLLJJt12はそ 澗いがあるとされ、!ぐ!神 LLJ地に j，~ するLllJ也群

は、素破但安山岩、間日~r計玄武岩、 [7目黒沢，h~I~t緑色凝からなり、太平山山地に屈する [1J地

群は、グリーン・タフ地域のi河端に位置すると国i山LLJ地が七回三凝以岩、船)1 からなる

ほかは、女川層、船)11上iiljj語、船川 f音15財、 などで間行止される。

丘陵地は11の丘陵からなるョ際I"J は 100~300m で、その地質は第 i紀 I-IJ$Jrl:lt 1=11 JtJiの ~IO~â

、後期女 111I民、JiJ i~ J 11 )語、 のiJ己岩、

j局間隔;のシルト岩、砂岩、砂がち堆積物からわiれ

台地・段丘地は米代川

としての海成段丘

(こ10、 lこ9

シ1しト岩および出IlLl紀更新統笹!吋回、

る。左岸に属するものには海進に伴う

とよ戸橋聖子台地の一一点15は下末吉田 L、

地、浅内台地、成合台地、 戸橋野台地の一部は武蔵野面に、大出台地は立川

面に対ー比されている c

低地のうちその主要部分をなす海岸低地は米代I11日市立1.¥‘+ し、他に をきる幾つ

かの;可谷低地がある。また米代}II河口から若うとIIlT玉の池付近まで延長25kmに及ぶ日本海岸砂丘

(能代砂丘)は、その形成時期で 5つに区分されており、考古学的にも重要な砂丘である。

周辺の遺跡

能 代 辺 む よ び 山 本 部 内 の 台 地 a 段丘 1.(こは ユケイ寸

C -1し も多く、1'(1子所n

塚、古式lj沢u塚、十三沢子?遺跡などの指定史1['事をはじめ、 11(1和51年までに 278 されて

1， /、
百円

7 j-;~ 代 i亘J115 が通る!J父 とその北i!I!Jに降台う浅内台地 1-.で、(土、!日石器時代

の11:ヒ訂正;J{rr j立跡、逆J11 j立J州、縄文|時代 '!I.)..\:)J-- 後期!の A~III 1 遺跡、 fヒ)..¥:)Jー)千五:Il与f-t
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立地と環~t'L
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第ヰ笛 濁 ~JJ遺跡分布留
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} 11 Il JIT跡、 1-の1I1rr j立H，~; なとがiJj られてし 1 る

今111]のrW;J五)t)JlIlJr!lに によーノで f~~} られた j立物を 555

!可i互のj主持

勺

81:;<1 (二 u t阜県地は福!JJ

丈11与{\~liii !lTlの1
1 ト}I/IIa 63i日5図-1)、 i支持j前菜のトJJ要内[式 i二器 (S:T;5 

。)などがある。ま。)、f[iJじく後lt月のものとぜわれる間伐の
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地と環境
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調査区の設定

発掘調査の方法

の

-f，jラ回目 i~;ゐ八 l';'j-fÎ~ {\"活iI!主主It l，'j' flよiイ豆、の存J同~)，iil 古で、は、本 i~)Æ c;i干の字路 {j三好に大?をがけで行われ

た範171=]内 jî在認~JiiJ査によソて調査対卑範!Ji-lむよび雨粒:が決定されている u 日行干1162{1:.伎に行われた

4遺跡の範開催認調査は工事にかかる民域内に試掘坑、試掘溝をいれ、退問存在の程度、 j立物

散布の範囲を推212する方法や、地下遺構をレーダー探査によってとらえる方法で行われた(巻

頭図版6-2) 。その成果のイtlj は「秋山県;文化H~'R).';J査手lz j立跡詳細分布調査2出

{秋日=1U早教育委員会 1987 (11(:リ11621n] に収められて l¥る

本制査では工事によって破壊される範同が調査汁象区域となるため、調査Iえは路線の方向L

jfトj て長く設定されるつ今年度A 調査された 4泣助;のうち4、OOOn1tゾ、 Lの調査面積をもっ福!L1、 十

二林遺跡では路線の伸びる南北方向に 120m、それと直交する東西方向のIIJ話が40mと手IH長い範

閥の制査L~ が設定されている。

福田遺跡、石「追跡、 ト二林追跡の調査はグリ J ド j去により、蟹-f~尺追跡の調査は!幅 4m の

卜レンチj去によった。クリソドj去による調査をむこなった遺跡では路線iド心杭のひとつ全選ん

とし、防北方向に基線をひいて東西、南北方向にそれぞれ 4m刻みに座標を設けてい

った。ただし卜二林遺跡;については中心杭のうち 2つを選び、その両方を通る線を基線として

いる。東西方向の刻みには 2文字のアルファベットを LI . LJ .MA .MB .MC .MD. 

ME......と、南北方向の刻みには 2桁のアラピア数字を48・49・50・51・52・5.3・ 54・55・

と振り当て、その組み合わせによって各政標を、すなわち L1 48 . L J 49・MA50・MB51・

MC 52..υ…ーのように、呼ぶこととした。このli京、基準点となった路線中心杭にはMA50の呼

称が与えられている。福田遺跡、石 J遺跡、 ト二林遺跡の基準点(MA50)となった中心杭は以

下のj邑v)で、ある口

福 田跡...............sT A No.240 

1子Li主i祢.. . . . . ~・・・・・・・・ S T A No.284 

卜:林遺跡・・ぃ・υ・....S T A No.295 (No.297を見通したおi;が基線)

には調査l壬内に 4m四方に木杭を打設して方11Rを組んだが、各方!恨のl呼称はその市点F目

のイ寸:/c(こJ反り工!iてられた}'.K擦の呼ね;にならうこととした 1 相掘り

まと号外からの句の取り[-.(-)-'tJ )J IlHlfJ~ に行 J ている

13 

この方lll~ に沿って行い、



売指調査のJhL

また、 されるレベル{よ、このZ存続中心杭をベンチ・マークとしてiDlJJi1してい

る。調査区が市二Itに長い福[Elj立H，jy、 十二:林遺跡ではj車 の 1--にベンチ・マークの移動売

行った口

i立問の むよびその記

村した間は、去または 2

した遺物とも、そのiP1土状態

} 一ー L-勺-
~ ，_ d-、.--) ¥、 を掘り込んどが、覆!二中、泣h~引どま i面から

るため出 しているハカマド

についてはいわゆる「キの字形J切開法によったり炭窯、須恵器窯などは実体中iliflゆiiにそって

本、それと直交する数本の覆j二観京市ベ jレトを残して半lij査した。また、通常の柏査ではよfxり

とされる泣物(炭化米、鍛造薄片など)を採取するため、 mkk:lllj立物の包ffされると忠われるカマ

ド周辺なと、の遺fjltj内の覆土、 jむよび製鉄炉!i'r];i互の二!二は 1mmメソシュの簡をHJいて本沈したり

怜日;iiした退問は写真と実測凶によってi記録していった c

はj塁打13を1:会出し遺構番;?をふりあてた時点でまず、確認状態を撮影し、;欠に寝土を掘りと

げる途中で覆土断面、遺物;':IJ1二!二状態の影、そして最後に完掘状態の撮影と、白遺構につい

て;最flX:::3同のJ最影を行っている。フィルムは::3!)mmのモノクロむよび I};;'ーサルーカラーの 2

1買を用いている。

図面は遺構の平面形、造物の出土状態を した平面図と、遺fl"Jの断面形、 のj的責状態

を記録した断面図の 2種類の実測図を作IJ交した。平面図の作成にあたっては方IIHfえをrnt，'た悶

り方測量と、リフティング・ケーブル・カメラシステムを用いる方法とによった。福田泣

跡の竪穴住居跡平面図、 1-二林遺跡南側斜面拡張区の はこのリフティ

ング・ケーブル・カメラシステムによる。これらの図面は原則として 1/20の MI~)てによっている

が、カマドや特に遺物I~J，土状態を細かく記録する必要のある土器焼成j出l'tJ などは1/10の縮尺で

作成した。また平面図には適宜その標高を書:き込むようにしている。

福田遺跡、 1- 林遺跡については調査の終了間際に航空写真の出影を行っている。また福!日

遺跡については航空写真の蟻影と併せて、縮尺1/200の遺構全体図作成のため、航空?~!J:日;を行っ

てい sl，. 

3主

;11: 1 下j素英五円ì~{(砂正につ II て J {U~{.tlll木地 }J 史研究日H 高 4月1987(昭和62年)

詑 2 秋Hl児教育会民会「秋I+JU市立跡j刷、立]976(H(1f;1151 in 

;1主3 乙シ !:J/C';S:'ツ空イ末ょにj;+1-.[r5託νワ'Ij:1¥iWJi Lbl; 

14 
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3討伝説査の概要

1章発掘調査の概要

1 fi百 i長:H亦のf既義見

{宇j，tサ 8km、 1-_聖子{ご 片、
d {土日 台、

ら3.1km離れた成 . -
，~ 

1 ~一寸

し仁し o
ζ一

ヴ 1 でこ )......-::-1-:=--11-

Q ふ ) I判イし
ヴーァ庁、 fム_LrL)-"7" J.J... 

r;:) '-V) -p')也い川 、

これと

りi屈されている。二!ヒiP.IJ(二百

か入り込んでいる。 (土、 を抱えるか(によ

じれば、約 1kmで、次の沢に行き着く。ここが蟹子沢遺跡の所在

する沢であり、福田遺跡ののる台地北端部には が占f也することになる。

に先立って された、昭和60年の分布調査、昭和61年の範囲確認識査にわいて明ら

かにし得たことは次のとわりである。 遺跡の中を 守十る農道以北については、道路北~西

{別にかけて自己開田等により に削平されている。ただし間出の際 (土師器らし

しリが出土していることから福田遺跡の陥を占していたことは確かであろう。ここ

約38m あるが、ここから北@北東側の台地中央部平坦面にかけてはやや高度を増し40~43m を

測る。路線内だけの試揖結果ではあるが、標高が40mを超える地点では遺構・遺物を確認でき

なかった。すなわち福田遺跡にi浪定すれば、遺跡の北端は農道の北側、削平された標高約38m

の水田開であり、ここを最高{立として南側と西側に緩く下る一帯をその範聞と推定できる。調

は、農道以北の削平された部分を除く路線内の全域が遺跡の範囲であり、面積にして 4，780

dが対象となる。

遺跡現況は、調査区北側が畑地(休耕田)、南側が松を中心とする山林である。 は最も高

しミ北東部で37.8m、ここから南西方向に緩く傾斜し、南西端では31.4mを測る。北側の畑地は、

減反政策により水田から転作された耕地であり、農道北側の水田同様、 30年程前に開田された

ものである。開田にあたって、 だけでも 4~5m もあるため、斜面を切土・

を造り水田として使用していたものである。この結果、 に 1m以上

地山面を少なくとも50cmは削乎された箇所が生じることになった。

は、畑地部分 (A地点)と松林部分 (B地点)で観察・記録を留めである

央京n!lJの 雨 す る を行った)

(10Y R 耕作土、 いところで、は 1m

(10Y R 旧表土

n
H
H
Q
μ
 

Y

E

 

ハリ
d

ハU

1
1よ

1
i

部分的に途切れる、土器-

担層。 j童守句包戸~Il吾、思層より

ブ
〔
U

し、しまり・粘性
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福山遺跡

H =37 .OOOm 
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-

第10図遺跡基本土層図

一一 S

ロサンブルJrlJiJ'J也J

も困層よりややある o で大部分の遺構 きる。

V層黄褐色(lOY5/6) ドがし=わゆる土也山である。

VI層 オリーブ褐色 (2.5Y4/6)粒子の粗い砂質土、竪く締まっている。

理層 オリーブ褐色 (2.5Y4/6) に'¥1層と向、時オリーブ褐色 (2.5YR 3/3) の砂

が筋状に水平に入り込む。

鴨居 オリーブ褐色 (2.5Y4/4) と粗し にはやや明るいオ 1)ーブ褐

B 地点

I層

立層

色 (2.5Y 4/6)砂質土が、下位には時オリーブ褐色 (2.5Y3/3)砂質

土がそれぞれ筋状に入る。

間面する を行った)

(lOY R 3/2) は1O~40crno

(10Y R 2/3)地山i斬移層、 A地区五「層に対上とされる

ζト，'r/-;
i二l~ノ を確認できなかった。

この地点を

認層褐色 (7.5YR4/6)
___ ..-_ -r寸

じ め

N層褐 (7. 5Y R 4/ノ4) が斑状に混入される。粘

く締まり、砂質部分はややしまりに欠ける。

VJ尋オリー (2. 士、監くしまっている。 A地点V1層以下に

吋比される己

18 
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高 1章発掘調査の概要

2節調査の経過

5月11日より調査を開始したり調査に先立ち、調査区北側の盛土部会、を重機により除去して

いる。作業は、調査区内に残る雑木の排除から取りかかり、スコップを用いての粗掘りは13日

に入ってからである。同呂、早くもLM . L N 54にで{主居跡らしい黒色土の落込みを発見して

いる。 15日より粗掘りの進度を高めるべくベルトコンベアー・ホイル口一夕、、ーを投入する円 18

日、 LK 53にて佳20cmの範囲からハマグリと忠われる 2枚員が塊状となって出土。遺構に伴う

ものではないらしい。 25B"粗掘りと並行して北東部から遺構確認のための精査に入る。 6月

1日、 LE 55にで黒色の大きな土器片が 2枚重なって出土。取り上げてみると、内黒の土師器

で鍋のような器形を呈するものであった。 4日、調査区中央~北側の大部分で遺構確認を終え

る。 遺構番号を付し次第、薙認面の写真撮影を行う。 10日、本日で遺構番号28まで登録。 16目、

本格的に遺構精査に入る。切土により削平されて堆積土の少なくなっている S1 29については、

土を総て回収し水ぷるいにかける。 18日、待望の炭化米 1粒発見、最終的には 184粒を検出し

ている。 26日、 SK 10堆積土の上位において灰白色を呈する粉状の物質を確認、火山灰らしい。

ここ数日、晴天続きで地山留のヒピ割れ目立ち始める。遺構周辺の水まき終日フル按動する。

29日、リフティング・ケーブルシステムカメラを導入し、遺構実測の省力化を企る。初日はま

ず、S1 29で実験。 7月 6日、 S1 27床面にで土師器とも須恵器とも呼べないような完形の血が

出土する。 9臼、 SK44でも火山灰を検出。この遺構は土器焼成の土抗のようである。 14日、

2間 x1開の掘立柱建物跡である SB 06周辺を精査したところ、これを大きく囲むように 3間

x 2間の掘立柱建物を確認。 SB49とする o 17日、調査区南東部で住屑跡が数軒重複しでいる

ようであるが、埋土と地山の土色が類似しプランははっきりしない。同日午後からの雨で翌日

目には 3軒分のプランを碍認できた。 20目、 S1 57とした 3軒の中では最も新しい住居跡を掘

り下げる。床面まで深いところで、60cmもある。床面から湯のみ茶碗のような小型の坪出土。 23

5には完掘したが風雨強くなり写真撮影は明日にする。 24日、 S1 23東側の焼土遺構(SN 24) 

中に完形の土師器邦が倒立で出土、後呂水洗いしたところ「大Jの墨書が確認できた。 27呂、地

元のお祭りのため出動半極めて低い。 28日、 3軒の重複まで確認していた南東部では、精査の

5 軒と判明、さらにこれら住居跡の外周を幅15~20cmの溝が他と直交するように巡ってい

ることも明らかになった。紅白、調査区南西部で住居跡確認 165)、開田による持Ij平で西側

にタミわれていた。 8月1日、手誌で を完了させる口同日、北方

向治、らの全景写真撮影を行い、本日 した円

21 



摸田遺跡

2章調査の記録

1節縄文時代の遺構と遺物

により j専られた膨大な資料のうち、縄 すると考えられるものには、ご

く僅かな縄文土器片と石器・フレーク えられるにすぎなしh しかも総てが遺1拝外の出土で、

あるため、縄文時代 していたのかについては、遺物から明示できなし~ただ形態

的な特徴、埋土の状態などから次に記する遺構を縄文時代のものと判断している。

S K T 16第 1号Tピット(第12図、図版 6) 

調査区北東部、 K1 57、KJ 57・58の地山部で

直交する短軸はO.6~O.7m 、深さは1.16m ある。長軸方向 l土、北西 となる。底部は長軸

方向で幾分オーバーハングしており、その長さは3.8mで、ある。埋土は第12図のとかりであるが、

埋土下位ほど粘性は強くなるがしまりは次第に弱くなっていく。

日出37.uOOm
Aひ …

一一oB

にJ

l層 黒色 (lOYR2/1 )しまりややあり、地山粒子微量含む0

)者 黒褐色(lOYR3/2) しまりやや弱、地山粘土を少量含む0

3層褐色 (7.5YR4/4)粘質土、しまりは 2層より弱υ

4層 間 色 (7.5YR 4/4 )粘質土、地山土の二;大堆積士、しまりやや弱。

2~ SKT Tピット

22 
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Q
〕 フラスゴ 、伊11按6)

、MH40・41の地山面でj世出

した c 袋;1犬を呈する土抗であり、

状況、 1里土の状況が他の遺構と異なることと、

同形態の土抗が昭和61年に された寒JlIII

j立跡に土f いで、縄文rr;]:{~の遣としてさ

れている。このことから遺物の出士宅はないも

のの、縄文時代の土抗と判断したものである。

京 2主主 調査の記録

i¥o--

している。深さは、

日=32.000m
規模は、長径1.9m、短径1.7mで、やや歪つな Aかー 一一oB

円形 から O.9~

1mで、ある。 な底面中央には径35cm、

j菜さ lOcmのピットが掘り jみまれている口

遺構外1:J:11土の遺物

縄文時代の遺物としては、土器片2点、剥片

も含め

図示可能な

が出土している。ここでは

と石鉄1点、 トランシェ

様石器 2点、削器 2 ある剥片 2点、

磨製石斧 l点、石核 l点、石錘 1点を扱う。

I層黒褐色(7.5YR3/2)しまりやゃあり、炭化物微量含む
2層褐 色(7.5YR4/3)しまりあり、炭化物微量含む

3層掲 色(7.5YR4/4)しまりやや弱、炭化物、地山粒子微量含む
4層階褐色(7.5YR3/3)しまり弱、炭化物、地山粒子微量含む
5層褐色(7.5Y制/4)しまりややあり、炭化物組合む
6~ 掲 邑(7.5YR4/4)しまりあり、炭化物少量含む

。 1m 

第13図 S K63第 2号土抗
(第14図-1・2) 

1はLR撚紐を横位回転施文した鉢~深鉢形土器の破片である。 6mmと につくられ、

胎土には僅かながら砂粒を舎んでいる。 2も口縁部にのみLR撚紐を横位回転施文した査形土

器の口縁~肩部の破片である。口縁~頚部はほぼ垂直にひらき、頭部と肩部は大きく「く J

形に屈曲する。口縁外面の縄文はrp;3 cmの帯となって施文されるが、使用される撚紐の長さは

この帯の約内外の長さしかないものと推定され、施文単位が 2段になって観察される。頭

部と肩部以下は縄文施文後に横{立のミガキ調整がなされ無文となる。内面も横位のミガキ

が丹念に施され、 げられている。胎土には微細な などを含む砂粒が

されている円

石1よEL
1:1日

石 鍛 ( 3 ) 

ある。薄手の剥片を

に(土、右側に遣いた問の表面から細かな孝lJ離が最終的に加えられ

として用い、丹念な調整剥離を両面に加えて

作している。 一A
Q

L
4戸
川
市
町

レ〆」
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福田遺跡
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成形されている。

トランシェ様石器(第14同-4. 5、図版34i

4は横長の長iI片を用いたトランシェ様石器である

にあたっては

aY17」

門口口、

ムル…
μ基ロ

六
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話 2主主 調査の記録

IV 

ω電3
é~ 

10 

5図縄文時抗石器

石核11の打割順序

^ 

除きち器自体の厚さをある躍度薄くするため、前に素材の打面倒と下縁に加えた奈Ij離面を打面

として表面側からの剥離を加える。この剥離は打角を深くした結果石器中央まで及び、基部に

近い部分で、は素材剥片の主要剥離面がほぼ失われる。刃縁には使用のための刃殴れがごく僅か

に認められる。刃縁の長さは36mm、その角度は57
0

、石器全長は79mmを測る。 5は縦長の剥片を

用いたトランシェ様石器である。母岩の端に近い部分の剥片を素材として利用しているため、

とも磯皮を残す。側縁の整形・調整の剥離は、右側縁で表面→主要剥離面、主要剥

の方向・ jr国で行われている口 5と

からの剥離が中央まで及ぶf也、表面倒への剥離も全面に

ヒンジフラクチャ一気味の刃縁を調整するため、ごく小さな剥離がされている。また、

すなわ

長は64mm を ~~Ù る。 4 . 5とも

から数回加えられている。

が用いられている口

長さは37mm、その角度は46
0

、

t1 を用い、そ

6 8、図版34)

レf)を緩し

つ5

人

)
一，
r

?
i
v
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福田j玄跡

剥片の打面を含む占方のおま折断されている凸 mu~設を弧状の刃縁に仕上げるための調整はほ

とんど主要剥離酉@Jからなされるが、 uWほjご端に桟る確皮部分で、はこの様皮面を打面とした剥

も2fi杯史度施されるつまたごれとは号IJに図ので;土折断面を打面としての科離も 2回行わ

れて~ ò る。 7 は横長の剥片を用~、その下縁を弧状の刃縁に仕上げた削器である。素材長11片の

は、剥片を剥ぎとった際と同じ方向からの力目撃によって大きく剥ぎ、とられ、刃禄を

り出すための調整剥離はこの揺を打出としで素材剥片の表面側J寸nえられている) 8 

の剥片を用い、その一方の側縁に調整剥離を加えて刃縁とした削器である。素材となっ

剥片の打面 s 打癌は折控Jfされて除かれている口刃縁を作りI':Bすため

屈に残る大きな剥離面を打面として主要剥離酉側に加えられている。また先端部では、請に

要剥離面から表面ヘ向かつて細かな剥離が加えられ、その形状を弧状に整えている。石材とし

て 6と8 7 を用いている。

ある剥片(第14図 9、図版34)

縦長剥片の一方の側縁をそのまま刃縁として用い、地方の側縁は表面側、主要剥離面倒とも

比較的大きな剥離を加えて、掘り易い形状に整えた剥片である。刃縁として使用された図の右

側縁は、本来僅かな琴曲をもっていたと忠われるが、使用の刃段れによってほとんど直線に近

いものとなっている。石材に が用いられている口

磨製石斧(第15図-10、図版34)

緩く琴曲する刃部をもち、基部の尖る磨製石斧である。刃部は使用によって僅かに刃段れを

むこしている。本体には比較的明瞭な稜線が残される他、製作時の諜痕も主に長軸に沿った

向で観察される。石材には琉紋岩を用いている。重量110.81g0 

石核(第15図-11、図版34)

磯皮を残す頁岩の石核である。 11は10x 6 x 6cm程の楕円礁を用い、その一方の端とー側縁を

中心に最低10回の加撃によって剥片を眠り出している。斜片を取り出すにあたっては、図の上

部、原礁の端を加撃して平坦面を作りそこを打面として 3回の剥離を行い、さらに側面を 2回

加撃して平担面を作り、それを打面としての剥離を 2回行っている。以上が礁皮を伴う剥片を

剥ぎとる作業であり、その後に芯の部分から剥}?をとる剥離が2 ...l___ J，..， -r 1 、マ(.
4) 4し¥.. "寸ら) ，1X、 )。

(第15図12、国版34)

な楕円礁の長軸端を打ち欠いて挟りをつくっ ある。挟りは両端とも

加えられた加撃によって作られているが、図の裏面(右に置いた商)の方が表面よりも深く剥

ぎとられている。おそらくは両端とも裏面倒から表面倒にかけて打ち欠いた後、表面から

にかけて打撃を加えたものと忠われる U 安LlI岩買の を用い、重量は81.22g -;:)0 
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~2 筆頭査の記録

2節平安時代の遺構と遺物

に機能を果たしていたと考えられる遺構には、竪穴住居跡19軒、孤立桂建物跡 7

土坑30基、竪穴:1犬遺構 5基、焼土遺構 3基、および溝跡12条、柱列 7列が挙げられる。ただし

後2者については、竪穴住居跡・掘立柱建物跡などとの配置関係から平安時代に収まるであろ

う遺構と、竪穴住居跡、を切っていることから平安時代以降となる可能性をもっ遺構が混在して

いる点は事実である。しかしながら、明らかに平安時代以降を裏付ける遺構内出土遺物を認め

ることができなかったことから、

する口

記述にあたっては、遺構の配置を考慮にいれ以下のように進めてしべ。第日!ヌlに示し

を一覧すると、大きく 2つのグループに分けることができそうである。調査区中央部の

ほとんど遺構の存frしない毘域を介して、北側のグループと南側のグループがそれである。さ

らに南側のグループは、東と西に分離することができる。これをまとめてみると、

1 .北部遺構群一一 SD 33とSD 34で画されるような配置を示す

2.南東部遺構群一一 SD 55・SD 56・SA 72などで画されるような配置を示す

3 .南西部遺構群-SD56の西方に広がる遺構群

検出された遺構の大勢J土、 3つの遺構群で説明がつけられる。ただし群からはみ出でいるも

に際しては一応、総て平安時代の遺構として扱うことと

の、 2つの群にまたがるものも認められる。これらの遺構については、恋意的にではあるが、

を明示した[_..で一応 3つの遺構群のいずれかに帰属させることにする D

1 

ei，g. 

柱列 5列、および溝Hd.r2 

掘立柱建物跡 5

される。

竪

にわける生出土m(I本宇井出)と (iぽ--f文する【コこのことは、

が大きく異なることを意味する。ごの点については前述のとむりである。

切土などにより削平さ flていないものについては、 lZぽ例外なく地山面の 1枚上の百層中で確

2忍できるハ SI 02 . 03 . 30・31、SB 14与 78などが3安当する S1 27・28はf回:l:lliと

にあたり、南側では木根によりほ乱を受けているが、確認面はlV層中である。一方、その地

の大部分;土削平を受けていることになる最も顕著な例はS1 05である。 S1 05は東側では削

を免れ、 IV層中で確認できているが、これは全体の1/3程にすぎなしL 西側では控高存催 5

cm残して月Jj平されている o :=;Ocmは削り取られたことになる。 S1 01・04. 20 . 23‘29、SK07 

~13 、 S B 06 ' 49 . 81なども円Jj平の苦しい遺構に挙げられるひ

27 



福田遺跡

南
東
部
遺
構
群

遺構群位置図
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福田遺跡

うことにする口についてもる。なお、 SD 33の東方にSK 35 . 36 

( 1 )竪

図版 7) S 1 01第 1

、南北長3.1m、遺構群中央南側、 LH 52・53、L1 52・53で検出した。

ち上が
、
J 
J 
A を呈している。四壁の北部jをにやや長い.3mので2.5m、

.1d、
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しまりやゃあり、焼土・炭化物・地山粒子を微量含む。

しまり・もli性あり、焼土を微量含む。

1号竪穴住屠跡

30 
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第 2京調査の記録

方位はN 8
0 

Wを示す口 あまり とは言えないが、竪く締まっている。中央には、

長車rll1.6m、短車rllO. 9m‘深さ O.2mの土坑 るc 確認;[犬J兄から に付属するもの

と考えている。またE夜間よりやや浮いているが、北東部では控30cm程の炭化物の広がりを

ることができる。 I有壁と南壁同行討を除き壁j茸が巡る。 I揺は 15~25cm、深さは10~15cmを測る

柱穴は P1・P4が隅柱となるであろうが、 psは住居跡を切っているもである。

カマドは四壁雨寄りに{立置する。三角:[犬に突出した全面に焼土を認め、底面や側壁も火熱を

受け、僅かではあるが赤変している。火床面 な床面をそのまま利用している。削平によ

りその痕跡を留める程度ではあるが、カマド埋土中の焼けた数点の礁と 6.8層に認められる砂

から両者を用いてカマドを構築していた可能性が高い O カマド北側、西壁中央部に焼土が

堆積している。その上国には少量で、はあるがブロック状に灰白色を呈する火山灰が含まれてい

た。この焼土についてもカマドであった可能性がある。

出土遺物には土師器杯・繋がある。細片のため図示できなかった。

S 1 02第 2号竪穴住居跡(第19図・第20図、図版 7・図版 8・国版35)

遺構群東端中央、 LC 54・55、LD 54・55で検出した。北側にS1 03が近接しているが、切

り合い関係はなし」規模は、南北長4.1m、東西長3.8mの南北にやや長い方形を呈している。

は20~25cm を測る。埋土 4 層としたものは、明らかに 1 ・ 3 層などより新しく、最終的に

堆積したものであることが分かる。断面でみた限りにおいてはS1 02そのものを切っているよ

うである。しかしながら平面的に、別の遺構との重複等を確認することはできなかった。面積

は15.9m'、主軸方{立はN-4 0 -wを示す。床面は、あまり平服とは言えず¥全体的に克た場

合、中央より西側が、その東側より 5~ 6 cm低くなっている。柱穴様のピットはP 1 ~p 9ま

で検出している。 在や長さが15~30cm程の円形・楕円形を話するものであるが、深さがいずれ

もおじf!I未満て、あり、{也の住居跡の柱穴に比較しでも、しっ均三りした掘り込みではなく、仮にこ

れらが校穴として機能を有していたとしても、支柱躍度と考えられよう。

カマドは南壁東寄りに設けられている。しかしながら完全に崩落しており、長さ 1m、幅0.7

m の焼土の広がりのみを確認できたO このほぼ中央の火床面上には、土師器の饗底部が倒位に

かれていたことから支出羽と考えられる。火熱の度合からみると、支脚を中心に焚口方向が煙

出し方向より格段に高くなっている。このことから支脚はほぼ原位置を保っていたものと忠わ

れる。支脚の位置は、境下端より 30~35cm離れている。カマドの前庭にも径約70cmの焼土が広

がっている。この部分がやや窪んでいることと、検出位置から、カマドの焼土等をかき出した

跡と考えられる。

出土遺物には、土師器1不・禁、砥石がある。 14はカマド内より出土した郎で、二次火熱を受

け特に器外面がもろくなっている。底部は回転糸切りである。 16は支脚に転用された棄である。
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第 2章調査の記録

(一円
U

円
vu 17 

14.16カマ 1，'

15.17埋土

15 s 1 2 

胎土には多量の砂が混入されているようで¥器関がザラザラした感じを呈している。外国は縦

は横{立をそれぞれ主とするハケメ調整が施されている。底面は丁寧にナテれられている。

これも火熱の影響で器色が変化している。 15は住居跡中央北側埋土から出土した杯である (R

P 5)。底部には回転糸切り痕を留める。 17も埋土中より出土した砥石である (RQ 30)。国示

面の下端を欠く。砥面は 2面で、だいぶ使い込まれている。凝灰岩質のお材を用いている。

gである。この他、土師器警は非ロクロで、外面ハケメ、内面ナデのもの、外国ケズリ、

内面ナデの調整を残すもの、またロクロ使用の饗もカマド崩落土内より出土している。

S 1 03第 3号竪穴住居跡(第21図~第23図、 i翠版 7零図版 8.図版35)

遺構群東端中央、 LD 55・56で検出した。 S1 02・03をまたぐように検出されたSB 78は、

S 1 03を切り込んで構築されている。規模は、南北長が西援で3.6m、東壁で3.8m、東西長は

4.05mを測り、東西にやや長い方形を呈する。確認面からの深さは15cm前後の数値を示す。面

積は14.8ぱ、主軸方位はほぼ磁北を向く。床面上には大小の土坑・ピットが掘り込まれている

が、 P12がSB 78の柱穴である他は本住居跡に伴うものである。柱穴はP 1 ~p 7が該当する

が、 j南東隅部分では確認できなかった。 P6 . P 7はカマドの上屋施設に伴う柱穴がある

いc 柱穴平語形は円形もしく を去し、径25--35cm、深さは隅柱P2=P3=P

573f30~47cm、壁中央 るP 1・P 4 カ~'18---23cm で、ある。

カマドは東壁南寄りに設置されている。煙出し部は、壁外にほとんど掘り込みを有しない形

態を示す。袖部は遺存状態が良心構築方法を復元できる。まず¥床面に黒褐色シルト質土に

粘土を少量混ぜた土を 5cmの厚さに敷く。奥援部分にも貼り付けるように敷いている。次いで、

粘土を主体とする土をシルト質土の上に、奥の方から }I頃に袖部全体の1/3程置いていく。これ

は芯材の役割を果たしたのかもしれなし凡そしてわそらくは粘土を覆うようにして、砂質土に

でわり、

である

を加えた土を用いて袖部を完成させている。袖部外側には、部分的に粘土が貼られ

とするカマド本体を補強するためのものと考えられる。この砂質土は、

を利用したものであろう。燃焼部に がいくらか入り込んでい
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1 !吾 黒沼¥@(lOYR3j2)土色は S102の2層と問、しまりは S102よりやや弱、
地山粒チは怪 5~lOmmのものを西側に多く、東fHlJ に少量含む。

2層 カマド埋土 1~4 層に対応する。

3層 P 9埋土。
4層住穴埋土。
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第21図 S103第 3 @遺物出土状涜
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第22図 S I03第 3号竪穴住居跡カマド

。
第23図 S I03第 3号竪穴住居跡出土遺物

り f子 一11-1ノサー二/ハ止 J
ι，...jj':"" '1'. ν 

*I'j 'ti 1: 

シ}~ト'Ct I 

{IJ、 11i

10cm 

たが、支IJ1:IJ と凡られるものは確認できなかった c 燃焼却内法IIJ~î.\ は 40cmで、ある口火床而は床而と

!日jー・レベルで、平山で堅く申告まっているつ火熱の影響で火!斜面下 6cmまで土色が変化している。

出土造物は多くはないが、 I~;.(l示し得た 2 個体の土 IlfIi誌について報i!? する{】 19はカマド南側床

frrI 1: に TI~{立して十台UI，された鉢形を呈するものである{コロケロ利用の古川は!切らかでないが、外

国11結 i'fljから内而にかけて出jfI]を-周する間ナデ、がiif、められる。外而はこのナデの後、荒いケ
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1層 黒褐色 (lOYR2/2) しまりやや弱、粘性も弱。地山粒子を少量混入。

2層 赤褐色 (5YR4/6) カマド崩落土

…-oF 

3層 黒掲色 (lOYR2/3)地山粘土小ブロック (lO-30crn) をしもふり状に少量含む0

4層 黒褐色 (lOYR2/2) しまりは 3 層より弱、炭化物fj~t嬰;含む。

。 2m 

第24図 S 104第4号竪穴イ主居跡
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5 104第 4号竪穴住居跡遺物出土状況第25図

ズ、 1)を;fjiEしている。 1忘却はケズリあるいはナデられてむり、 叶
叶
可
d

，け

ve
少」がある。外国ほ

筒口球部むよび底面には煤;[犬炭化物の付着を認めることができる。法量は仁l誌で22~22.8cm 、

で6.8~ 8.2cmで、小型の鍋と解することもできょう。 18は19の東隣の7.5cm、

宇全NJ，した杯である円倒立状態でつぶれていた。底部には凶Ijiえ糸切り痕を留める。その他、

37 

している口2きでは去をの破片が



ぷiHI]]在日必

S I U1 ;r'~ 4: 第26問、図版 9・問版

遺構群rlJ_r)モ北側、 LE 57・問、 LF 57・ したに j塁打存確認に jγいて、日光に!末Wi

現れたitti所もあり は僅めて患いっ と r~"i壁の大部分は失われているが、，'M -f t長は点

で約5.1m、東西長は不明であるが、 )j形を呈するものと忠われる。 は最大でも 8cmで、あ

るo 料iノゴ{よ(土N-18"-E を王J~す「 (よ千担であるが、特に堅く締まってはし lな II 六係

のピットをlu'ケ所.LJJ~ で十~~，L1J，したが、 i明石在に争社み合わせることはできなかったり

1・P 7 それぞ、れ中央に配された柱穴になる可能を さは

1命 I+D
1-トォ、 i

から P

1で、21cm、P7で、27cmで、ある。 P8 ~ P 12はi苛自主i{:}l'のF主六、あるし汁土独立した本主列であった

可能性もある。

カマド する。 に崩壊してむり、焼土の仁11に支1]1;IJに転用したと者

えられるフイゴ~~口の存在が、かろうじてカマドであったことを物語る。フイゴ羽口 を

上にして使用されていた。また床面上にはカマド以外に 4 ケ所で焼土の広がり (A~D) を認め

~___ _ _ _ _  ~， /-1-4 

¥こ三f/14 「 JY
会一一一一一_/可亡

。
。

第26図 S I04第ヰ号竪穴住居跡出土遺物
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20~23 ・ 25; 1+:[雨あるいは床而1[011: 
24・26; カマドi人j

27; 支肢11転/11



7叫Jつず千 ，r~n+く fア") ~rl 幸 J.::.， _!_tl_ いいニ之

ることがで、きるっ B--D (土、それで火をf12用したとしても姪lJ支は Hl)y l ものではな liJ A (土、 i羽

らかに!宅Lミ焼二i二i討を形成しであるり、長期にわたる使用と考えられるむ焼士Aに して、長径

1.6m、短径1.2m、深さ o. 3 -_ 0 . 35m 0) H什fJ形を呈する土坑が掘り込まれている。本f主!古跡に

伴う焼J二Aを切っているようであるが、土坑の確認面は床面上であり、これらの構築から

を次のように理解できる。 SI 04構築→焼土A使用→土坑構築→二i二坑廃棄→SI 04廃棄となる口

またこの土J:/c(7)東側と、床面1=1=1央;lljに不整形の土坑が存在する。これらは住居跡より新しい次

期の所誌と考えている。なむ、カマドの焼二trl=lより炭化米18*立を検出しているハ

出土遺物は、カマド周辺と南東部の土坑問辺に集中している。確認面一床面であることから、

遺物は床面もしくは総て床面直一l--'jL!Jj 土と併することができる口 20~23は土印li器杯で、底部(こ frlj

転糸切り痕を留める。 22はカマド東側から倒立して出土したもので、内にもう l個体の杯が重

なっていた。内側のI不はもろくなってむり復元できなかった口 22は内外出に、 23は外面に煤:1犬

炭化物が付着している。 24はカマド内出土の土師器禁で、丸底の底部破片である。外面にのみ

タタキ日を残す。内面は凸凹しており、丸い小高様のものをアテ具としていた可能性がある。

26もカマド内出土の非口クロ警である。胎土には径 1~ .3mmの赤褐色を呈する砂粒が多く混入

されている。外面は口縁部に指頭、による成・整形痕、休部には縦{立のケズリが施される。内面

はヘラによるナデである。 25はいわゆる砂底の警で、住居跡南東部から t!:j土している。 27は

脚に転用されたフイゴ羽口でほぼ完形で残る。長さは15.4cm、直径は先端部で7cm、基部で 8.5

cm、孔径は2.8~ .3 .2cm を測る口先端部には滋綿状の鉄浮が付者している。その他、

は非ロクロで内外面ハケメ調整されているものも含まれる。

S I 05~ 5 号思穴件民跡 (~27同~第29問、図版10 ・

ぼ中央、 LG 54・55、LH 54・55で検出した。規模は、 が北壁で、5..3m、

で 5m、南北長は 4mの 一〈出口ヱネ比 からの;菜さは、 良い5t{

沼~モづて、!十r:;r:;ー-1ミハ戸m ヴて、走、;2、í7ì !弓
ご1-::" 、、 Yζトミリにノ VV"-!ll ¥... 日ノ CJ V J ~、ー、

マペ、!十
、、~ c::ト され 5cn1前後し っプ¥， '¥ tr'いふ士号1十!士 1- 7 t~ キ

で分!脅したが、 4 7層を除くと基本的には同一層ともみなせる。分層基準{土地山粒子の径の

大きさであり、含有度合である。これに基づくと、下位ほど粒径が大きくなり、かつ含有量を

増してしぺ特徴を見いだせる。面積は20.3m'、主軸方位はN-50 -wを示す。床面は、平坦

で竪く締まっている。床面の南東部には径0.7~ 1. 5m 程の土坑が 3 基掘り込まれている口確認

状態からこの住居跡に伴うものである。柱穴は 4隅 (P1・3・5・7)と各壁のほぼ中央部

(P 2・4・6・8) 

ら対角線をヲiしミた交点にも

している。 P8だけ中央より にずれている口さらに 4隅か

P 9が存在し、これらで柱が構成されていたものと思われる口

伎は20~25cmで\深さは最も浅いP 6で、21cm、P 1・3~ 5 . 9 が26~30cm 、 P 2・7・8で

34~38cmである。

39 



長官EEl遺跡

Ao--

一-0R

• 1 ).;'1 ，';I~tl，J 色(10YR2/3) しまりやゃあり、地111*\[[ーをしもふり :1犬に多 iit、炭化物を微量含む。 守

21'11 }日出色(10YR2/2) しまりは 1Ir;'T:よりやや弱、 I色LLi1'lL.J三;土 1lì~: こり多く、 i1~iヒ!拘を少11f含むη

3肘 IIr}tbJ色 (lOYR3/3) しまりは 2肘よりやや弱、粘性はややあり、地LlI*l'[.f-i王2~ 111111を21吋より多く含む 0

4 "村 ;，1，¥ ri0色(lOYR3/2l しまりは 3Nr;i よりやや弱、地山粘土侃 111111以上を少1[t2~ わ、炭化物もf7ttllt 合む。

I'i~: 県出色 (lOYR2/2) .t色・土'ltfとも 1・2肘の11I間(1'，]fiIi十11を呈する。

6 lri'i: lIiH~j色 (lOYR3/3) 二!二色は 31，:"，:に 1去する、焼二L:・炭化物を微量含む。

7ん;: }il;~ ri，J色(lOYR3/2)土色は 4JNに類するが、出人物をほとんど含まな Lミo

8 Ji;i: 付属土上/c埋士。 9層 住穴埋土。

第27図 5 I05第 5号竪穴住居跡
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第 2章調査の記録
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第28図 S I05第 5号竪穴住居跡遺物出土状況

28-31; 衣耐あるいは床面広 I~o
32~35; 坦R土。。

第29留 S105第 5
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稲田i立跡

カマド(土格lBできなかったものの、南西部の床面 1-_に2ケ戸iJi-の焼土の!よがりを認めることが

できる 二のことから、南壁の図寄りもしくは向型の南寄りにカマドが設けられていたと考え

司

令。

t[11土遺物は、図示した土師器I不・血以外には、内面を した土師器原・哲、

カfj;会出されているョ土師器奏ーでは、外1Iuノ、ケメ、内面ナテ、外面-内面ノ、ヶメ、外国ケズリ、

内wiナデのものがあるυ28--32は十点I!i器吋で'32を除き、床面あるいは床面直 iて出土で、ある。い

ずれも底部には回転糸切り痕を留める。 30 ・ 32が二次火熱を受けもろくなっている。 33~35は

埋土から出土した血である。底部が12~15mmと厚く作られており、「柱状高台jと称される

に入るものであろう。 3点とも摩滅が著しいが、成部に回転糸切り痕をもっ O

S 1 20第 6号竪穴住居跡(第30凶~第32図、図版11・図版

遺構群西側、 LJ 54 ' 55で検出した。遺存状態は極めて良くなく、壁の立ち上がりを確認で

きたのは北監の一部と、ここから東壁ヘ折れるコーナ一部分のみである。壁高は10cmにも満た

なし」推定南壁西寄りに長さ 1.3m、幅1.1mの焼土の広がりを確認でき、崩壊したカマドと推

定される。カマドの位置から推定される規模は、南北長約3.4mである。カマドとみられる焼土

を除去すると床面に径60~70cm、深さ 8 ~ 10cmの円形の掘り込みがある。 にはカマド掘

り方様であるが、明らかにし得なしミ G 柱穴様のピットは、 P 1 ~ 4が該当するが、 I-"IJ... 

i~i d-

P 1 ~ 3 については柱穴の一部をなしていたものと考える口径25~30cmの円形を52 し、床面か

らの深さはP 1で、30cm、P 2 ・ 3 で、は 50~53cm を測り、しっかりした掘り込みをもっO

床面上には、カマドの周囲 3ケ所に焼土が認められる。焼土Aは、深さ 20cmの堆積土中に焼

土を充填させているもので、カマドに伴うものであろう。焼土Bは、カマド同様底面に掘り込

みをもち、位置的にみても!日い時期のカマドであった可能性がある。焼土CはA.Bとは異な

り、底面上に薄く分布しごいるものである。焼土Bに隣接して、長軌1.7m、短軌U.()m、深さ

o .25~0. 3m の U立が位置する。埋上の状態からみる去三住~同時期に!宰棄されたものと理

解できる。なお、力マド(焼土)から36粒、焼土Aから臼粒の炭化米を検出している

出土遺物は、カマド周辺及び南東部の土坑内に集中する。 36・37は土坑埋土から出土した土

師器杯で、底部には回転糸切り痕を器める。 38~40はカマド周辺部社I!ことで、あり、一括資料として

扱うことができる。 39は高台付杯というより口径16.2cmの大形で、、椀に近い形態を示す。底部

の切り離しは不明であるが、低い高台を貼り付けている。内面は丁寧にミガキ(単位不明)の後、

を施している。ミガキは外面口縁部にも認められる。 40はロクロ使用の小型の護であ

る。内部口縁部に煤状炭化物が厚く付着している。 41は土製支低fJで、 i二・下部を欠く。 42・43

はフイゴ羽口で両者が同一個体かどうかは不明である。 42は、先端部破片で¥飴状を呈する鉄

している。 43も先端部にほど近い部分であろう。 7 cm干2になる。この?也で、は、

42 



調査の記録、前2章
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務後 後揚物蕩援多
1岡 県出色(lOYR2j2) しまりやや弱、焼土をしもふり状に少量、炭化物を微量含む。

2層 赤褐色(5 YR4j6)焼:+:.1¥号、カマド崩壊士。

3憎 ま戸市色(5 YR4j8)焼土明、しまりやや拐、カプドの掘り方(? )。
4 J吾 にぷい赤出色(5 YR4j4) 焼土問、焼土粒子任 -2伽1mのものも少量含む(焼土B)。

5 J函 黒悩色 (lOYR2j2)土色は 1層と同じで、層境がはっきりしない、焼土をごく微量合む。

6 J百 時制色 (lOYR3j4)地山粘土を主とするブロ y ク、焼土を微量含む。

7 J凶 出 色(lOYR4j4)粘質土、 t屈に焼土を多量に含む。

81吋 出 13 (lOYR4j4) 7層よりしまりやや弱、焼土を 7層より多く合む。

。

S 120第 S号竪穴住居跡
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第31図 S 120第 8号竪穴住居跡遺物出土状況
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36・37;:H)lこ1:
38~43; カマド lijせ辺 -J百

CAJ42 。
第32図 S 120第 S号竪穴住居跡出土遺物
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第そ 調査の記録

ゴドログ口の 手
仁J している。外而ケズ 1) 内而ナ を加えている。

S1 21 i;f~7 ー SK 口
一
勺つd 、凶!坂12.図版35.図版36)

、L1 57・58、LJ 57・58で十全出したり遺構確認時にお-いて、カマドをも

跡市壁部分と、これに対応しない丸味をもった壁が北側で存在することが明らかになった。こ

のことから、住居跡と土坑 しているものと判断し、前者をS1 21、 をSK 22と登録

した o S K 22はS1 21の を切り込んであり、 より新ししミ[時期のものであ

ることが判明したが、この段階で、こと坑の南側の壁は確認で、きなかった心理由は土層観察により

明らかになった。第34図に示したように、住居跡を切って構築された土坑も廃棄され埋没する

段階には住居跡とともに埋ってわり層に対応する)、この結果土坑の南側の壁を確認、聞で

はf己えることカfで、きなかったもので、ある。

S 1 21は、南壁を除き SK 22に大きく切られているため南北長は不明である。東西長は、南

3.5mを測る。南壁と直交する線を主軸方位とすると、これはほぼ磁北に一致する。壁高は

残りの良い部分で15~20cmで、ある。壁j茸・柱穴は権認できなかった。住居跡南西隅には、長さ

95cm、l隔75cmの土坑が掘り込まれて台り、住居跡に伴うものと考えている。

カマドは南樫の東寄りに設置されている。遺存状態はよく、構築方法を復元できる。煙出し

をむ字;[犬に45cm程掘り進めているが、住居跡内部の燃焼部から煙出しにかけて緩いスロ

ープ状に削り込んでいるのである。このことは、住居構築時にカマドの位置とその構築法を念

頭にいれて作業した結果と理解できる口これで後の火床・聞と煙道が完成する。袖部は、

袖の用M・が異なることから、改築の可能性が高し」右袖(7層)は粘土を主体とするが、周辺

の地山粘土よりやや明るい色調を呈していることから、粘土を他所から搬入したか地LLI粘土を

ある程度精選して用いたものと忠われる。これにある躍度の砂質土と炭化物が混入する。左袖

¥ tll腎 j も をこととするが、 の混入 より多え を」くコベコフ〈く口これにも

じるハ袖先端部に ::tれで台v)、 iii;材あるい

を果たしていたものと考える。支は燃焼部ほぼ中央に位置する。土師器の蓄を転F弔して

いるもので、まず腕部の破片を敷き、その i二に底部を欠く饗を倒位に置いている。支腕jの現存

8 cm、この位置で、の燃焼部内法幅は45cmである。

S K 22も一部が調査区外に延びているため、規模・形状は不明と言わざるを得ないが、残存

部分から径約 3.7m程の1llA-円形を呈するものと忠われる。 深さは最深で1.12mある。坑底面は、

大小さまざまな凸凹をみせてむり、掘った穴をいわゆる土坑として機能させたのではなく、土

取りなど掘ること自体が目的であった遺構と解するが自然であろう。

出土した遺物は、土師器杯・高台付1不・皿・費、須恵器習、 ji正石があるの土師器邦には内面

りしたものも含まれている。 44~48は床面より出土した土師器;町、類である。底部は切り

45 
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2 l;I 調査の記録

日=34.500m
AO:-:- ーやB

カマド

1 }'，'，;i 11;)'制自 (10YR3/4) しまりやや弱、焼土を多量に含む0

}，;t，i NJ 色(10YR4/6)ポr'i'tT.::I二、(]1味がかっている。

u 

3 }，;，;i にぷい赤nJ色(5 YR4/4)焼二l:}，?;I、しまりあり、炭化物微量含む。

ど1}，;~i 11;')'ゥ¥-;r/;J色(5 YR3/4) しまり 2・3肘よりやや弱、炭化物少量含む。

5 N，;i 削 白 (7.5YR4/6)焼土肘、:l'StJ:・地LLI粒子、炭化物の 3者混合土。

6 }¥，;i • 7府 抗1I部構成土、本文参!!況の

b 恥誌とふ~~誌記ぷW品以去、

u 9 }'i，;i ù~nj 色(l OYR5/8) 半1112T 二1: 、しまりやや弱。
101<;，;i II;H，日色 (10YR3バ)しまり 8J，必よりややJうり、.tlliILr!'立-(81，;，;iより少ない J

11 ir;rr: 泣かj色 (lOYR5/8) j，;.:i 

12}'/，i n.~出色(l OYI"l 2/2) ιI }，;，;il二fNfL)，o

13Jr~;i~ 主t出色 (lo¥rR5/8) 9 J\'1~1 に委員 iJll， υ

14);/，i によい抗出色(lOYRιli3) しまりややあり、r.rL:l二.j也Lil:f.iL {をしもふりヰ犬にに吉む。

1 SI，;，;i n~ 1色 il0YR2/1i l.まりやや弱。

16片手 r/') B .5YH4/4J 材質士、焼-1-::t fii:、地山粒 f少量含む。

1m 

第34図 S 121第 7号竪穴住居跡カマド

離しの不明な48を除き回転糸切り痕を留める。 45は二次火熱を受けており、外面には煤状炭化

物が付着している。 47は内面底部を放射状、体部を横{立・斜{立に細かくミガキした後に丹検り

を行っている郎である。丹は部分的に失われているが内面全体に塗られていたものと考えられる。

丹の色を土色帖の表記に従うと、赤(lOR5/8) ~明赤禍 (2.5Y R 5/8)に近しh この土器は、器

形-胎土・焼成からみても他の土師器と異なるものではなし )0 48は、内面をミガキの後、

47 



福LLJJ立跡

第35関 S 12i第 7号竪穴イ主居跡@
品4

Lm 
S K22第 3号土坑遺物出土状況

処理した椀状を呈する高台fJ.t不である口二次火熱を受け、部分的 がとんでいる。底部の

切り離しは不明であるが、菊花状に削り出しを行ってから高台を付している。その後口クロを

用いて台内部をナデている。 49・50はカマド内より した繋である。 49は支s1;fJに転用された

もので、幅 2cm程の輪積み痕跡が残る。 にはケズリ、内面にナデが施されている。 50の底

には簾状)王痕が認められる。 51~65 ・ 76は S I から、 66~75は S K 22埋土から出土し

たものである。 51~58は杯で\底部に回転糸切り痕を留める。 51 ・ 55 ・ 56は二次火熱を受けて
いる。 55は内面体部に籾痕を残す。長さ 5mm、幅 2.5mmを計測する。 59は柱状高台の血で、底

48 
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福田遺跡
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第37密 S 1 21第 7号竪穴生活跡ぉ

S K22第 3号土坑出土濯物(2;

50 

64 

S T :2HI![J: 
計ι 日 SIC:::JIH 1: 

() 10cm 



日 2-i~-í": ~JAJ査の記録

;'f l) は [Iqmえ糸切りである。 60~62は、いわゆるタタキ 1=[ をもっ習で、いずれも丸氏を呈するもの

であろう I斗niiはナ となっているハ 63は)1:¥7ケロ で、二次火熱を受け出面が荒れて

いる。外出のにはケズ 1) 痕跡が残る。 6LJ ・ 65 は砂氏のす!?で、 64 は J.t支部制~求に、 65は底部中

央部分にそれぞ'il砂粒が付者している。

66~74は S K 22から，LIJ1土した1不知である。 73をl治き底部に["1mぷ糸切り痕を留める口 69は内面

に漆かタール:1犬の付著物が認められる口 が3.9cmと小さいものである口 73は、
上

J
Z

菊花状のケズリ(7) f去に高台を~，!î V)付けている口 74は柱 β のlIllで、底は 1.8cmの尽さを行

する。 75は 11村吉15である。 76はS1 2]埋上 7う、ら iJ'，上の砥石で、 を素材として

をもち、縦断面子二:角.'1犬を呈 Lでいる f 重量は::l5.9q 図示し{与なかったも

カ子ある j~nf[î ;{:f との上ヒヰ:でみると i;設々たるものであるが、 -~ 

」

はS1 28に次ぐ;誌である口

S 1 23第 8号 (第 38[ヌJ~第40[司、図版13 ・図版36)

遺構群西側、1¥1A53で、検出した。 住居跡北西部を SA 87とした柱列が通っている。住居跡を

切り込んでいるものである。また住居跡の東隣には焼土遺構 (SN24-A .B)が位置する。規

模は南北長3.65m、 2.3mのやや歪な長方形を呈している。ここも著しい削平を受けて

むり、確認面からの深さは10~15cmである門面積は 8.4m'、主軸方位はN 9
0-Wを示すc 床

f

司 であるが、特にlqそく締まってはいない りに長さ90cmWのよ唱道:1犬のiJ，品り込み

をもっ C 焼二L・焼面宇一切j確認できず、 の1璽道である口[能性を筏しつつも、カマドは不

l同と言わざるを{与ないコまた にも焼土の分布はない ビソトはP 1 ~ 6 

を忍しているつ P6・7はSA 87に{半うもので、[主居E赤j霊_-1:を切っている。

はP2口外不明である η なわ埋ゴ二中より炭{ヒ米立を1全出している。

出-1:した遺物(土、土自in~~~.fJ不・!日J 寸J{~ .翌・ ]1号、及 1}、軽石がある二開示した土器はいず、れも

床面・)末 閉でイ;主出したものである。 77は口i球部内外商にi某;Ik炭 る:I:~である。

}J三i'fl;は糸切り肢を留める 78(土、内-外出ともミガキの後に黒色処理したJ不である心底;'f15

はごく しか残ってむらず、切り離しは不明である 79は非口クロ H台二!っに砂粒を多

く含んでいる。外面には11I話1.7~2. 3cmで中占土の積み i二げ痕が観察できる。内面はナデ、られて、

この痕跡はi:iうされているυ80罵 8]は3111と言えるものであろう心 81は丸底を呈するもので、

Cl .2cm、13J513.3mlである外出 1"-'V:に;土ケズ 'J、内i面はヘラナヂされている 2}~1，とも

cJl二n 勺 nNm.ワ白イ:--ふれ -'1' ， A.' 勃:;_..;;r;~ 1十プ!1ス ケQ レじ;1;j，!(; 8子.'-[-ド
勺「ぃーノ ドータx 什日、 v ， ，、 ..ノ'-/、、ミ/-._" 、 cyυ ，~ I'-~J !--j、、 IJLI I ~ T-

ナ白金:/ 今 λマ:、 1 iス
ζ _.y 、I I 

' 
v 、、 ν リ

S 1 27第 9 区1~ s:îH5図、図版14 ・図版36 ・図版37)

j立行目立出問H!lJ、L J 50 . 51 、MA引叩o.日lで、1傾;可ヰ竜丸的{j全九釘;貢h幻t，廿l/山i

フランを!附i滑官在:詰j認忍、当初はカマドもしくは付ん4するゴ二よJLと考えていたが、

51 



福田遺跡

?/O 

OP:3 

占
U

k H-234.」loon1
。一一

1 /'/，; 11[';'出色(l!)YInバ)しまりや主管j、Jtl!I!IN(-:上I1uJ~~ 、 I'~î (1¥11にかけてしと).-J、:);IJ~ :シ ltt古も

焼 l'売微戸;む

}I肘L同吋tl 赤;出品色(三y 守 i弐¥.1よLパJ
:日~ /，肘1り.;i 川iれ¥r体凶LめJ0色 (1い川(けlYR2/1い) しま Vり)やべヂコ!出j主目ldj、J焼売 !上:jυ村:ケ(J七F少レ i日i正f戸六「才吟，.
スh;.;i 'nnjlr:: !11)Y H:U~i しまりや十d'Ji)、 JlgiI i 漸 f~J，;i，i i IV層)

1!N ij"}，'r¥ -1: JiLJii' + 
51¥s: P 1 JA土、 S123より IL/い n 2m 
61同 SA 87ttヅ(.HIとi二

S 123第喜
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を切っている土民 (SK であることが判明している。

一/'

第 2章調査の記録

80 

5，lm， 

つ昨弓
]山

で .3m、 .:);)m、 .3mの南北にやや長い方形を呈している。 (土、

設も低い北r~~i l;fJ~ で、22cm、東慢では35~43cmで、ある口

カマドの両IIZ)Jを除いて li(ま全両しでいる }ヴ L 寸

寸¥ぐヨ

lCt Eをえミすーっ

しく、{草か(二:jJ'[

跡を留める程度である。 、 i福15~20cm、深さ lO~-15cmで、あるのに村し、

、深さ 5 8 cmと!幅広く

からの深さ{土20~35cm を?~Ijるこj

いか〆ーア!ミ λ，-ト J 、可

とつ
にJ‘」

f;再{二位置し、その f王25.-~30cm 、



福IJI遺跡

。む

lOcm 

カマトご(土、南壁西寄りに{立置しているリ煙出しにあたる壁を若干緩く削り込む形態で、カマ

士(2 J醤)の観察から煙道を粘土により架構させ、 J回り込み長以 kの長い煙道を形成して

いたものと?号えられる v 袖吉1)(土、右袖には根が~く入十l:ì2とんで明確で、はないが、左柑i からその

をあ・およそ明ら 11'にできる。まず、黒色シ}レト質上を主体にし、帖土を:高ードキり状に混入

させた土を応的iJ二;ニ!亨さ L叫立性く c これはS 03 カマドと同じように、奥壁;'H3分にも nl~ るよ

うに設かれているりこの f:に袖本体となる土売構築させて完成であるりこの出土は、黒色シ J[_，.

ト 1it~t を主体にM土と焼土粒子をやや多めに混入させたもので、カマドは全体として赤黒く兄

されたものとも考えられる c 燃 焼 央 に は

1 f固と十五fÎÎ~~'ょょが輸出された

(;10 この位置で燃焼部の内法!揺40側、

より

あった

カマド

かつて「ノ、」

いる η カマ 1 ，京(!1 IJ には長引JOcrn 、 rIJ~7()cmの土lA り込まれている 日
Hい」

持
vト一

l
y

一
事二i:器が多景に手?まれていることから、カマドに ミぞ h 争、よ m 〆7て 、 七 才 人 亡とナー

ζ了~し/~ 1-)νノi..... (Y)" J ) ()トノ}
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1尽 よ号制色(lOYR2/3) しまりやや弱、地山粒子ー少ilt、炭化物、焼一L
fWt:.Jitiヲむυ
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第 2章調査の記録

{
9
1
1
 

Eゐ

(!) Jo¥ 
υ広三

そフ

A~=34.200m 
。一一一

日音褐色 (7.5YR3/4) しまり・
掲芭 (7.5YR4/6)粘土層、天井部崩落土か。

(lOYR2/3) しまり弱、粘性やゃあり、地山粘土をしもふり状に多量
(2.5YR4/8)火熱による赤変箇所。

5層 袖部構成土、本文参!~~10

第42留 51 百号竪穴{主居跡カマド

-oB 

--0B 

よJ
υ 

はLiif平沼で竪く締まっているが、カマド西側の南西隅は周囲よりやや低くなっでいる。

な{系りをもっ埼であったのかもしれない

カマド周辺及 で多〈怜出された:図示し

88~90はカマド内出土、 91 き7(土フうマ且1. 

{国土坑内 て底部に η 

になされたと考えられる 84は二次火;刊を受けてい'"c)

めるZ132は口ク

口日のうち 3 あり

57 



福田遺跡
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第43図 S1 宮号竪穴生活跡遺物出土状況
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第44国 S 127第き号翠穴金居跡出土遺物(1) 

59 

第 2~主誹i査の記録

82---87 ，床面
88~ 90 ;カマト、

91 ~ 97 ; カマド東rWJ土11c
98~1 0l ;埋土

96 

ムF



露間j室長率

102~ 106;埋土

S 127第脅

85は器形・胎土が 103と似るもので、この 2点のみ異質の感を受ける。86は内面を放射状のミガ

キの後、黒色処理した邦である。 87は、土師器とも須恵器ともn乎べないような血で¥完形で出

土したものである。一見すると、邦の体下半部を再利用したかのような器形を呈する。内面は

だいぶ使い込まれているようでテカテカした光沢を放つ。口径8.3cm、底径5.2cm、器高1.65cm、

調は内外面とも黒色を示す。カマド内出土の88~90t土、いずれも二次火熱を受け、 89は内面に

煤状炭化物あるいはタール状の物質を付着する。 91も82と同じくロク口日が沈線様を呈してい

る。 96の棄は非ロクロで胎土に径 1~5mmの砂粒を多く含んでいる。外面には縦位のハケメ、

内面は横位を主とするナデ(単位不明)のようである。 97は推定口径21.6cmの大型の高台付椀

である。底部は回転糸切りの後、高台を貼り付けている。焼成は他の土師器と比較しでも

良好である。埋土出土の郊では98と99が二次火熱を受けている。104は破片の一部がSK 79埋土

から出土している黒色処理された好、である。 105は小破片であるが、鍋であることが分かる。胎

土には砂粒が多く含まれている。非ロクロで外面はケズ l人内面はナデのようである。 106は、

底部に回転糸切り痕を残すロクロ使用の警である。最大径を口縁部に持つものの、胴下半部に

膨らみを有す下ぶくれの饗である。この胴下半部を中心に二次火熱を受け、もろくなっている。

その他、埋土から柱状高台の皿、軽石が出土している。

8I 宮図版38)

、LF 48 . 49 -， L G 48・ による は

2.8m、 で2Amの南北に長い

を呈している。 l--t 
1電晶、 も12cm、 で は 5

定で~9. 7rri、 はN-18
u

-E 1~7 が各隅と している

60 



?壬 15~25cmの円情!
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を!呈し、 j菜さはP5で、24cm、他がlr1~-~ 20crnで£る

りに設けられている。つぶれ あったが、ごく僅かの袖と支部を

，? 
をJ昆入させているもので、

りに置かれている己佳20cr及、深さ 10crnのピソ トJj犬の掘り方であるむ支iji;[lは

うもので、明らかに も転用で、土師器杯 3f自体を倒位

J-

~:r' 

は110cm

み i二げられた支部の高さは15cmになる円この

いる口 ー番トの却は掘り万に半分在理ってしミる

から理主主
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J I尋 問褐色 (10YR;jβ) しまりやや去、り。水の摂による捜舌L著し t¥::

焼l:.炭化物，地LLi行[[ 
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指田遺跡

Ao--

A o---!:! =35 .100m 
。一一時

l層ネr1Jiiffl構成土、本文参照。
2 J冒掘りブ

-oB 

一--oB

c) ， 
ムJ

3 
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第47図 S 128第10号竪穴住居跡カマド e 遺物出土状況

S 128第1
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ワコ守 弓仔ご庁、 ""1主主
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第49図 S 128第10号竪穴{主居跡出土遺物(2)
。 10cm 

掘り込みを持たず、平坦で、堅く締まっている。火熱の影響で、火床面下 8cmま

でいる。カマドの南に隣接して長さ 90cm、の土坑が位置している。

が変化し

した遺物は、土Ijm器呼ー高台付I不ー輩、須恵器土不・高台{寸土不・高台{寸血。

ある についてみれば、確認し 中 も多くなっている。ただ

しこれらの出土状況については、 が住居跡南西部にわける抜根作業中に得られたもので

63 



111 rn ~Í3 ~Ah 
t川 一 日}μ"

あり、床面i中fJ二か否かについでは明らかにできなかったっ 107--109寄 111(土支stfJとしで用いられ

たものであり、 1，寸rれも火熱を受けているが、 t不の!-I-Iで点l-I-Iに置かれた 108は他に比較すると

を受けた度合が低くみえる。 111 のき空は非f.]ケロで底縁m~ が外に張り出す。;局長痕は火熱と

ため不明であるが、対:;室長部には.5ItJi三時と jιわれる指頭痕が残るο110のj午、はカマド南部Ij

土坑出土である。底部は回転糸切りで、これも二次火熱を受けている。 112~ 118は、

南西部にあった訟の大木を除去する際に得られた造物である。 112 と 113は+:師器出で、底;}~に

回転糸切り痕を留めるの 113は打縁部内外面の 1ケ所に煤;[犬j美化物が付着しでおり、灯火兵とし

て間用されたものと考えられる。 114は須恵器高台付郊で、底部の切り離しは恒J1I1えヘラ切りであ

る。内外国とも灰色を呈する。 115は郊で、底部は回転糸切りとなる。口任13.3cm、}直径6.1cm，

5 cmを測る。 116は高台付血である。底部創立i転糸切りの後、高台を員占り付けている。

が認められ、墨痕はないものの転用硯のpT能性がある。逆に高台内側には、

られないが、墨痕があることから、墨沼として用いられたものと忠われる。 117は短頚査にな

るものであろう。底部には回転糸切り痕をもっ。歪みがあり、内外面に自然柑がかかっている。

口箆32.4cmを測るの 胸部外面にはタタキロをもつが、内面には明瞭なる

アテ共痕は認められない。同一{国体と考えられる破片は重量にして約5. 分出土しているが、

接合はできなかった。底部は丸底になると忠われる口 119は3面に砥面をもっ砥石である。上国

には探痕が認められる。重量は 137gである口その他には、土師器翠で外国 1¥ケメ、内面ナテ¥

外国ケズリで内面ナデのものも出土している。

S 1 29第11号竪穴件居跡(第50図~第52図、図版16・図版38)

L B 58で検出した。開田による持1]平の著しい簡所であり、

に消滅してわり、北壁と東壁の一部をかろうじて確認できたものである。東樫の南端に

cm、旭住/じcmV)工工九が掘り込まれているが、これが住居の隅に設けられていたものであるとす

れば、南北長は2.8mとなる。確認面からの深さは最大でも10cmに満たない円ギ軸方位はN-18
0 

-Eを示す。床面は、カマド前面部分しか残っていないが、平坦で、竪く締まっている。また床

面から長径 1.4m 、短f壬 1.2m 、深さ O.2~O.25m の土坑が掘り込まれている。これも住居跡に伴

うものと考えている。援溝及び柱穴と考えられるピットは確認できなかった

カマドは東樫北寄りに位置している口福田遺跡で唯品の溝状の煙道をもつものである。

;土、奥壁から 1m 延び先端に煙出しピットをもっ G 袖部;土、El音褐色シルト質土を主{本に地山粘

土を少量混入させた土からなる右袖については、注居構築の際、わず、カミ10cmで〉はあるが、地

Lljを掘り残しており、この地山部分も袖の一部として利用している。この部分がカマドの中で

最も良く焼けている笛所である。内法幅;土、焚口音1)で28cm、

11、」字形を呈しているヮ火床面は平:lftで限り込みをもたな¥，¥.，火熱により火床面下 3cmまで土
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S I 、f訂版17・問!;反18・図版.'38. 

第 2京 調査の三日

遺構群二It端部、 LD 61、LE 61て、1;会出したっ を呈するプランが黒褐色

を呈するプランを切っているように観察できた 2 形状・焼土などから両者とも住居跡;と考え、

.3m、西長3.1mの主主っ

9.9ば、方{立はN-140 -E

[1立与をS1 30、後有をS1 31と

た方形を呈する。確認面からの深さは30~37cm を測る。
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も出法跡

iミ

? 

8 

てJ

A H-36.500m 
。一一 一-oB

シルト質二1:

Jパ、斤F子 1.
iiノ

1層 赤褐色 (5YR4/6) しまり、粘性あまりなし。焼土O

2層 FJtj'褐色(lOYR3/4) よごれた床面。

3層褐色 (7.5YR 4/6 )砂質の強い焼土。しまり~~ ~ '0 
4層 時褐色 (7.5YR 3/4)しまり弱し。焼土微量。

51冨 権時褐色 (7.5YR 2/ 3) 5層上臨からl-.に遺物多い0

6層 カマド本体天井部。

1 マド

を く締まっている。

と考えられるのはP 1 ~ 8で 4隅と

ピットはP1 ~10 ま

る。ただし

した。うち

については、カ

一日「 との関係からか、中央より南側のカマド左袖… して掘り込まれている。径18~25

cm の円形を呈し、深さはP10で5側、 P4・7. 9で、11~ 13cm、P 1 ・ 3 ・ 5 ・ 8 で、15~16cm、

P 2 書 5が22cmを測る。

カマドは りにけられて p る。 良

し

から煙出し部にかけ一て

を緩〈削り出している c 宇佐i部がそのまま残されていた口

~日

、S1 03などに{y、る c ま

くc との上にカマ

シjしト 'JZ 
(二 3

している。このi齢、質土にとなる砂質土を主とする土を
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第 2主 調査の記銭

f存弓一山二f=iJのあるものは

!京市より正立して出土した土23

51 

6ヲ



福田遺跡

12.1ヘ 1:15 :床面

第56密 S130第1

70 



2主調査の記録

汽~

136、137:床面

138-lr1J カマド f 一「

142-149 :埋正 / ¥ 

o 
第57国 S 130第12号竪穴住居跡出土遺物

71 



話回遺跡

合は低く、カマドが白っぽく見える。袖部

人されているが、 S103に比すとこれらの混入度

-炭化物を含まないことから、この点から言

;土、 質土・ シルト質土

加え なされていないようである。
--r_ 
('-、、 が焼けているが、最も

良く焼けているのは一部残った

りで確認でき t:::.o 土師器棄を倒{立で転用してわり、煙出し部に向かっ

より

いていることか

1""")、 を保っていない可能性が高¥;~こ は/

出十請勃Jt土名どー カマド阿部.::I!--l5f号沿い・宙時沿い争中心 lこ令布 Lでいる門講勃]には十自由諜

j:不類が多く、しかも正立した状態で検出される{列が多い点を持徴とする口土師器蓉134・135はカ

マド内及びその周辺と北壁沿いの床面上で出土した破片が接合できたものであり、あたかも、

カマド内で使用していた警が破損して破片

している。図示した遺物は、

てたかのような様相を示

・血・翠・砥石であるが、その他に

なども出土している。

124~ 132は床面出土の土師器材;である。底部にはlfll転糸切り痕を留めるが、 最も小さ

し，124のみ前引き糸切りで¥他はまわし糸切りもしくは離し糸切りと称されているものである

125は、外面と内商法部に煤状炭化物が付着しており、 126・127は全体を、 130・131は体中央部

以下を二次的に火熱を受けている。 126は全体に薄手な作りで、体上半部に屈曲部をもっo 133 

の血も床面出土である。摩滅のため、底部の切り離しは不明である。口径12crn、高台径5.5crn、

器高1.8m を測る。 134~137の大形の土師器饗はカマド内・周辺及び床面から出土したものであ

り、 138の小型の饗は床面白i土で、いずれもロクロは用いていなし'0134はすわりの良くな

底を呈するもので¥この部分はケズリの後、ナデ、を行っている。外国は荒いケズリ、内面は横

ナデのようであるO 飴土には径 1~5rnrnの砂粒というより小石を多く含み、色調は赤褐色をなし

ている。 135は底部に砂粒を付着させている砂底と称される饗である口外面はケズリで煤状炭

化物が付着する。内面は横ナデのようであるが単位不明で図化し得なかった。胎土には径 1~

2 rnrnの赤褐色を呈する砂粒が多量に混入している。 136は底部を欠く。外面はケズ 1)、内面

部は指などによる横ナデ、胴部はヘラ状工具によるナデ、が認められる。胎土には少量ではある

が赤褐色の砂粒を含む。 137は底部をナデにより整形している饗である。外国をケズリ、内聞を

指などによる横ナデを施している口内面口縁部~外聞にかけては煤状炭化物が付着している。

胎土には、これも少量で、ある -J~ι 135~ 137とともに

しているむ

138~ 141の4点はカマド内

として用いられた

を受けてむり、このた

であるし寸ごれも底部には回転糸切り痕を留める 141は支脚

を1阿部中央にもつc 138は胎士{こ砂粒を多く台み、 139・141は

に歪みを生じている()140は内外面に、タール状付者物あ
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るいは漆が認められる()

142~ 149は埋土ILPI土である。底部には同転糸切り痕を間める。 142は一

っている。 144・147は日台土に砂粒を多く

つ:を ~I~n守の三11誌

を受けもろくな

-J-
v 
に-

子)
あるむ内面の放射状ミガキは-r寧になされている

、完封Etiがザラザラしているυ148は

を用い、

欠損部以外の 5面総て砥屈としている。 が台形状を呈している。

ロ

も

h仔一 C九

J j;J捗J0~ -oB 
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語思遺跡

m
 

1
lム

157 

第59毘 S 131第13号竪穴住居跡遺物出土状況

S 1 31第13号竪穴住居跡(第58図~第61図、図版17・図版18・図版39)

遺構群北端部、 LC 61、LD 61で続出したの西側でS1 30に切られている。こ l土、

確認特にわいてプランが多角形 していたことから、 初刊一九

点
止
門

レしの4
b
 

司令

た。しかしながら、平面的・立面的な土色・ の観察にわいては、これを ム
ケ
山

ることはできなかった。したがって規模ー形状については言及できない。 されてい

ることも にいれなければならないが、切り ている S1 30 と比較しでも 8~18cm と低く、
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150~158 ;床面あるいは床面直七出土

159 ;焼土C出土

第60関 S 131第13号竪穴住居跡出土遺物(1) 

床面でのレベル差はS1 30より 20cm程高く している。

?$;2章調査の記録

L~ 

焼土の広がりを 3ケ所で確認した。焼土A.Cは床面上に分布するもので¥崩壊したカマド

であった可能性がある。特に焼土Cは、焼土中に焼けた切石 2個が存在し、袖部の芯材や補強

材として用いられたのかもしれない。焼土Bは、長さ 75cm、i幅55cm、深さ 25cmの楕円形を呈す

る土坑で、焼土と少量の炭化物が充填しているものである。焼土A と密接な関りをもつものと

思われる。

出土遺物は、!焼土A.B 周辺、及び床面上からまとまって険出している。 150~156は、床面

あるいは床面直上出土の土師器邦である。底部の遺存するものは回転糸切り痕をもっ。 150~152・

154は二次火熱を受けている。 155は内面に煤状炭化物が付着している。 156は片口様のよ不で、

胎土・焼成は際立って良く、他の土師器とは異質の!惑がある。 157は内外面ハケメ整形の署、 158
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福岡遺跡

第61図 S 131第13号竪穴住居跡出土濯物(2)

ロクロ使用の警である。いずれも床面出土で、ある。

167 
口

160-166 ;焼土A
167;埋土

159は焼土C内出土の土師器杯である。底部には回転糸切り痕を留め、二次火熱を受けている 0

160~ 166は、焼土A よりまとまって出土した土師器である。 160~163の坪は、底部の切り離し

にバラエティーがある 0・162は静止糸切りで他は回転糸切りとなるが、 160は離し糸切り、 161 

・163は前引き糸切りと称されているものである。 163を除き二次火熱を受け、かつ内面に煤状

炭化物が付着している。 164は口クロ使用の饗で、色調は赤褐色を呈し焼成良好で、ある。 165は

非ロクロの警で、底部には網代痕が認められる。内面はノ、ヶメ整形がなされている。 166も非ロ

クロの饗で¥内面に煤状炭化物が付着している。 167は撞別不明の鉄製品である。長さ 122mm、

幅 51畑、厚さは中央部で 5mm、両端部では 3mm程で、ある。基部は丸く折り込まれている。

( 2 )掘立柱建物跡

S B 14第 1号掘立柱建物跡(第62図、図版19)

遺構群中央東側、 S1 02の西隣で検出した。和行 4開×北側梁行 1開・南側梁行 2間の南北

棟である。柱間距離での規模は、桁行7.9m、梁行5mとなる。桁行での柱間距離をみると、 P1 

-p 2、P10-P 11間は1.5mであるのに対し、他の掘り方間では2.05~2 .15mの数値を示す。

このことから北面に庇をもっ建物と解することができる。桁行の中軸線は、ほぽ磁北方向を指

し示している口
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草2輩調査の記録
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第64国 5臨む5第 2 .5信組第 3

吋

9
1

第2章調査の記録

掘り方 J土、一辺40-~50cmの隅

丸方形を呈するが、南側梁行中

央のP6のみ径28cmの円形とな

る日柱痕跡はP8 ~10で確認で

きた。 径20~30cmの円形で\そ

の深さは12~20cm を測る。

なお、柱間距離からすれば、

北面の梁行は 2間となるのが自

然なのであろうが、精査の結果

中央部分には掘り方らしいもの

は石在認できなかった白

S B 06第 2号掘立柱建物跡

(第63図・第64図、図版20)

遺構群中央やや南東寄り、 S

B 49内に入り込む形で検出した。

両者には掘り方どおしでの切り

合いはなし」桁行 2間×梁行 1

間の南北棟である。柱間距離は、

桁行5.1m、梁行 2mを測る。主

軸方行位は、 N-60-Wを示す。

掘り方は、 P3が最も小さく径

40~45cm 、 f也は50~60cmのほぼ

円形を呈している。深さは、 P

3 で、15cm 、 f也は20~25cmで、ある。

P 6で柱痕跡を確認している。

径20cmで、柱痕の深さは12cmで

ある。

S B49第 3号掘立柱建物跡(第63図@第64図、図版20)

S B 06同様、遺構群中央やや南東寄りで検出した口桁行 3間×北側梁行 1間・南側梁行 2間

の南北棟である口南側梁行中央のP5は、 SK 08に切られている。柱間距離は、桁行 8m、梁

行6.4mである口

を繰り返しでも掘り方

N-5
0

-¥V S B 14と同様、北側梁行中央部については

できず¥掘り方 9個で建物

79 

していたものと判断した。



福間j立N!~;

りブ](土、円形を基調とするもので、経認時にはほぼ正円を示していた

さは東側桁行て、50~55cm、西側桁行で、30~35cm を測る。底聞でのレベル差をみると、東側を

0 とすると、西側ではー様に 10~

P 5と西側梁行では明らかに大きな

シルト質土を用い、 では版築様に

がっている。掘り方埋土は、東側桁行、南側ft~qcJ-中央

ることができる円前者{土、昔掲E6"(地山)粘土と

あるいは両者を混合させた土で充填

しら一，hvす兄

両
一

の
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る

一
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ル
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せ

シ
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ロ

王

一
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小

l

を受けた土のよう
0
 

7
9
 

ルの宍
、乃ιむる

十一をほとんど含まず、単組でみると三

いは、掘立柱建物跡としての認定を遅らせた

レr 
h

つ

ともなって

いる。柱痕跡はP6~9 については、掘り方を 5 cm前後下げた段階で径30~35cmのプランを確

している。 P 1・P 5は、掘り方底面で柱痕を検出しているが、 P.1の柱擦の深さは、僅か

2 ~ 3 cmで、ある。なおP 9については、校痕跡が西に傾き、掘り方の一部を切っていることか

ら、柱を西側に傾け抜き取っているようである。

S B 78第 4号掘立柱建物跡(第65図、図版19)

遺構群東端中央、 S1 02・03と重複するように検出された。 S1 03の確認面を精査中に、こ

れを切る細長い溝が建物の北面の溝ーとなることが判明し、 SB 78と登録したものである。 P 1 

. 3・6・10を隅柱とすれば、柱間距離で東西 6m、南北4.5mの東西棟となる口柱穴配還にあ

まり規則性は認められない。ただし、南面では両隅柱から40cm程内側にP 4 . 5の柱穴が配さ

れている。主軸方位はN-6 o-wを示す。各柱穴は、東部のP 5 ~ P 10で、径20~25cm、深さは、

P 6 ・ 7 ・ 9 で、20~24cm、 f也が10~13cmで、ある。これ以外の柱穴は、 P 2が径25cm程で、あるが、

残りは30~.38cm、深さも P 2で、23cm、P 1 ・ 4 ・ 11~12 で、30~35cm 、 P 3では46cmを測る。 溝ー

は柱穴の中央を、北面のPl1・ 12・1を結び、東西のP10・9を通ってP 8の手前まで¥西国

のP 3から 40cm北に延びている。 溝の幅は15cm前後、深さは 7~ 10cmで、ある。

には中央部分に柱穴が存在せず、図示したように南に開く「円」字状のfJ専のような施設とも

推定できそうである。とすれば位置的にみて、 S1 02に付属してこの北側を囲むように設けら

れたと考えることも可能であろう。

S B 81第 5号掘立柱建物跡(第66図・第67!刻、図版19・図版40)

遺構群中央東側、 SB 14南側梁行の柱筋と交錯する位置で検出した。 SB 78と同様、

ゅーで1T-"をもっ建物である。北面は柱間距離で 5m、 とも南側は削平により
J-

r 

できな p 現存で東面はP 4 -P  7間4.2m、西面はP 1 -P 3間で3.1mを測る o {.茸は北部の

P 7… P 8間と、東面はP 7から断続的にP 5の南側までは延びているようである口 P 5・6

と溝は、 SK 17埋土を切っているの一主軸方{立は、 N-10o-Eを示す。

り方は、径20~30cmの円形もしくは不整方形を呈している。確認面からの深さは、 P2~

日。
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第65関 S 878第 4号擁立柱建物跡

B 

2m 

P 5・P 9 が10~15cm、P 1・P 6 が30~32cm 、 P 7・P 8 が44~45cmで、ある。

遺物は、 P 8内より土師器王手 2f国体がほぼ完形で出土している o 2 f国体とも掘り方底面より

いた状態で検出されたが、いずれも していた円 168・169とも に回転糸切り痕を留

め、全体に薄手な作りで¥二次火熱を受けているという共通点が認められるの出土状態からみ

れば、建物掘り方に埋納されたかのようであるが、土器自体からすると、

師器と大きく異なる点はない。
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-胎土は他の土



帯出遺跡

日
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時P2

S B81 

1 CqCE コD コ
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H=35.60りmAかー

第66図 S 881第 5号擁立柱建物跡@遺物出土状況

第67臨 S 881第 5号掘立投建物跡出土遺物

( 3 )土坑

S K 07第 4号土坑(第68図、図版21)

遺構群中央南東側、 SB49に閉まれたLG 50 . 51で検出した。南東側にSK 08が近接して掘

り込まれているが、重援関係はない。規模は長径1.4m、短径1.3mの不整円形を呈する臼

面からの深さは14~16cmである口

遺物は土師器細片が出土している。
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第 2章調査の記録

S K07 

H=34.900m 
Aひ一一 3 

ロ

li 

Aひ 一

A o---H=35.000m 
。一一ー

一一oB S K08 
1層 黒潟色 (lOYR2/3) しまりやや弱、地IlJ粒子・焼土・炭化

物微量含む、混入物は南側ほど少なくなる。

2層 筒色 (lOYR4/6) しまり・粘性あり、地山土と l層土の混合。
3層 黄褐色 (lOYR5/8)粘質土、 1局粒子少量含む。-

4層 黒褐色(lOYR2/2) しまり l層より弱、混入物ほ;とんど含まない 0

5溜 S B49理土。

ロ

I S K08 

一一oB

一一oB

第68図 SK 4号 .SK偲第 5号土坑

S K08第 5号土坑(第68図・第74図、図版21・図版40)

S K 07の南東側、 SB 49に回まれた位置で、検出した。土坑南半部で" S B 49南側梁行中央の

P 5の掘り方を切っている。規模は、長径2.4m、短径1.9mの歪んだ楕円形を呈している。確

からの深さは15~20cm を測る。

遺物は、土師器坪・ 須恵器警が埋土より出土している。 170の:t不は、底部に回転糸切り痕

を留め、二次火熱を受けている。土師器警ではロク Of主用と非ロクロ製品がある。
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福田遺跡

1層 階溺色(lOYR3/4) しまりやゃあり、

2層褐色 (7.5YR4/3)しまりやや弱、火山灰

含む。炭化物少量含む。

3濯 にぷい黄色 (2.5YR6/4)火山灰がフロ yク状に入っている 0

4層 階褐色(lOYR3/3)火山灰を微:l1!:含む。

5層 H音褐色 (lOYR3/4) しまりやや弱、 5-1Omm炭化物を多量に

合む。地山粒子少景、火山灰をごく微量含む。

6層 褐 色 (lOYR4/4) しまりやや弱、地山粒子・ブロ yクを多量
lこ含む。

SKll 

一一oB

一一oB

7層 黒褐色 (lOYR2/2) しまり弱、池山位チ少量含む。

B層 黒 色 (lOYR2/1) しまり7勝より弱、混入物ほとんどな
9層 溺 色 (10YR4/6) しまりあり J也山粒子、フ釘ロックを

S K09 
1 J音 黒褐色(lOYR2/2) しまりややあり、地山粒子・ブロソク

少量、炭化物微;詮含む。

2 J¥i'I 黄褐色(lOYR5/8)枯賓土。

毎 SK12 S K13 

一一oB

Ao--

S Kl1 
1層 赤褐色 (5YR4/6)焼土、しまりやや弱でボソボソしてい

2層 黒褐色(10YR2/3) しまりやゃあり、

3層 黒掲色 (10YR3/2) しまりやゃあり

S K 12 
1層 黒溺色 (lOYR2/3) しまり・粘性弱、地山粒子少量含むn

SK13 
l層 黒褐色 (10YR2/3)土色は SK12に類似、しまりやや弱、

粘i生やゃあり、地III粒子少量、炭化物{i技法含む。

。

算出関 S K  5号。 SK 10第 7号舎 SKll第 S号.S K 12第ヨ
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第 2章調査の記録

S K 09第 6号土坑(第69問、図版

遺構群!西側、 LI 56で検出した。ここはSK 10・11とともに地山面をも されている

である o ;:fUNUにSK 10 

遺物は土師器細13命

しているつ律上35mの円形を呈し、深さは10cm前後で、あるつ

している口

S K 10第 7封土坑(第69問、図版21)

、LI 57で検出したウ SK 09とSK11の関に狭まれるように位置しているつ規模

は、長径1.75m、位径1.5mの不整円形を呈する。 深さは中央で54cm、底面は凸凹が認められる。

理士 t位でゾく山灰を険出しでいる 6~9 層が堆積した後の i凹レンズ状の窪みに、灰白~にぷ

い黄色をなす火山灰が二次的に流入しているものである。

遺物は、土師器土不ー衰の破片が出土している。

S K 11第 8号士坑(第69問、関販21)

遺構群西側、 LI 57で

~13cm を浪測t る O

遺物は土師器細片が少量出土している。

S K 12第 9号土坑(第69園、国版21)

遺構群西端、 LI 59で検出された。西隣にSK 13が位置している。径90cmの円形を呈し、深

さは14cmを測る。

遺物は土師器細片が数点出土したのみである。

S K 13第10号土坑(第69図)

遺構群西端、 LI 59で検出した。一部は調査区外に延びている。推定される規模は、長径1.1

m 、短径 0.9m の東西にやや長い円形を呈するものと思われる。確認面からの深さは1O~12cm 

である口

遺物は埋土中より土師器細片が少量出土している。

S K 15第11号土坑(第70図・第74図、図版22・図版40)

遺構群ほぼ中央、 LG 53で検出した。 SI 05の南に隣接し している。規模は長径2.1m、

1.7mの不整円形を呈する口底面は平坦ではなく凸凹を認め、深さも東側て、20cm前後、

側で、は25~40cmの数値を示す。

遺物は4層とした埋土中より土師器杯・警が出土している。 171は底部に間転糸切り痕を留め

る郊である。胎土には細砂粒を多く含んでいる。 172はロクロ使用の嚢底部である。回転糸切り

がなされている。胎土には怪 1~ 4mmの小擦を含み、外面には煤状炭化物が付着している。

S K 17第12号土坑(第70図)

遺構群中央東側、 LE 52で積出した。 Liぽ南北方向に軸線をもっSB 81の柱穴とj毒により切
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密閉遺跡

A o-!:!-=35 . 100m 
0--

A o-!i =35 .100m 
。一一

S K15 
1層援色 (5YR6/8)俊二!:層、しまり
Z層 H音赤褐色 (5YR3/4) しまりやゃあり
3随 時意題全 (5YR3/3) 21習よりややflき
4溺 a古ー褐色 (lOYR3/3) しまりややあり、

1式合;-む
5 }習 に恥繍色(lOYR4/3)しまり4[.留よりあり、
6 }冨 lぬい熊島色 (10YR6/4)粘質土、 4 }胃粒子

一一oB

S K 17 
1屑 a音掲色 (7.5YR3/3) しまりやや弱、炭化物1数民含む。

2層 S BSlf去穴埋土。

S K 18 
1層 赤溺色 (5YR4/6)焼二l二層、しまりやゃあるが粘性を欠¥n 

2層褐色 (7.5YR4/6)粘質土、焼土を微量含む。

S K18 

11 也 Bも

Ao- (( JJ -0  B 

物揚揚揚~

第70図 S K15第11号.S K17籍12号.S K 18第13号土坑

られているものである。規模は、長径1.5m、短径1.3mの不整円形を呈する。中央部での深さ

は25cmを測る。

遺物は土師器細片が少量出土している。

S K 18第13号土坑(第70図、図版22)

遺構群南東部、 LF 50・LF 51で、検出した。 SB 49東側桁行の南東外方 している 3

75cmの円形で、焼土が充填していたものである。底面・側面とも焼けてはいない。

遺物は土師器細片が数点出土している口
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手冬 一'+17k庁、モコ
t，豆 長I.~ ..ê..らJノ日し均三

一一oB

H=37.400m 
Aひー

1 J~ 黒褐色 (lOYR2/3) しまり・粘性ともやや弱、地山粒子
炭化物・焼土をそれぞれ微量含む。

2層黒色 (10YR2/1) しまり 1層より弱、粘性なく、混入物
もほとんどなし、

3 I吾 黒褐色 (10YR2/3)土坑を切るピット、しまり 1層よりや
や弱、地山粒子・焼土を微量含む。
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第71図 S K25第14号.S K26第15号.SK35第16号.S K36第17号土坑

S K 25第14号土坑

遺構群中央西側、 LJ 52・LJ 53で検出した。 SI 01とSI 23の問にf立置している。規模は

長f至上35m、短径1.2mの円形を52している 5 深さは確認面から 7~ llcmで、ある己北端部で窪25

側、ほさ 23cmのピットに切られて t，ミる

遺物は土師器紺i片が仕I!ことしている。
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福田遺跡

S K 26第15号土坑(第71図・

遺構群中央西側、 LJ 52で

1.45mの南北にやや長い円形

切られている。

している口 1.8m、

る 1菜さは 5~ 10cmで、あるむ中央部で 2つのピソトにより

遺物は、土師器j:不・繋が出土している。 173は底部に凶転糸切り痕を留めるよ不である。胎土に

は径1mm前後の砂粒・小礁を含んでおり、器面がザラザラしている己口詮にj土し、器高の低いも

ρ1ブて、点ス

S K 35;第16号土坑

遺構群を画するSD 33の東方、 K司58で、積出した。規模は、長径90cm、短径75cmの不整円形

を呈する D 深さは48cmで、先細りの形状

遺物は土師器の細片が少量出土している。

S K 36第17号土坑(第71図・第74図、図版22・図版40)

S K 35同様、 SD 33の東方、 LA 54で検出した。長軸90cm、短軸52cmの北東 南西方向に長

い隅丸長方形を呈する。深さは確認面から 18~20cm を測る口底面はほぼ平坦で\ここから完形

の土師器土不が倒立して出土している。他に遺物は出土しなかった。 174は底部に回転糸切り痕

をもっ O やや厚手な作りで、色調は浅黄格色を示す。

S K42第18号土坑(第72図、図版22)

遺構群南東偶、 LE 48・LF 48で検出した。規模は、長径1.7m、短径1.5mの東西にやや長

い円形を呈する。確認面からの深さは26cmで、ある。

遺物は土師器細片が少量出土している。

S K43第19号土坑(第72図、図版22)

遺構群南東部、 LD49で検出した。西隣はSK44が位置している。径1.2mの円形を呈してお

り、深さは10へ-15cmを測る。壁南端を径25cm、深さ 23cmのピットにより切られている。

遺物は土師器片が数点出土している。

S K44第20号土坑(第72図・第74図、図版22・図版40)

遺構群南東部、 LF 49で検出した。径約1.2mの円形を呈するものと思われるが、西側の援を

欠く。土坑側壁及び底面が焼けていることから、いわゆる土器焼成の窯でで、あつた可能性もある口

ただし遺物のf日丘庁出1ド11，仁ム:ご士:ごゴi

ものはな L ミ」己確認面カか、ら]日5~2却Ocα倒m掘り込まれた底面に{は主径7叩Oc倒m、深さ 6 ~ 8 cmのピットが存在

する。ピットの上部のみが焼けていることから、火を使用した時点では、これは埋められてい

たことになる。ま

土坑が廃棄された時点で既に

ると、次のことを明らかにできる。 4層の堆積状態をみると、

がなかったことを物語る。この後、 3}習・ 4層上面には
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11¥'i 11計~\J@. (7.5YR3/3) liiJ!\:ì~・粕'1'1:あ円、赤渋がかっている ] JN t~Í~fl~ 色(10YR2/2) し
炭化物、地111粒子、少Jtt台む。

21{1 J;\~iM 色(lOYR2/3) しまりあり、 1 /，;1よりややあり

3肘 尚 色 (lOYR4/6) しまりあり、もlil'!=やゃあり。

※全体的にi犯人物は少まい。

B A 

1 N~; 1111'制色(lOYR3/4) しまり弱、焼土・炭化物微試合むの

2 )汗 I1jrrお色 (lOYR3/4) 基本的に 1Niiと問、焼ニヒのみ少泣含む0

31，凶 悩色 (7.5YR4/6)砂質シルト、ザラサラしている。しま

りは 1府より弱、焼土少虫、火山11;_を

4府 H計幻色 (10Y只3/4) 1!'界より赤!1.長やや強い

i:攻;iit含むつ

第72思 SK r、1/ Jl"l也n;噂
ー。f¥.斗J罰 i

二次的な火山灰の流入、および 1~ 3層

千モで
ザ

) を1;会出している

ない 4 場 8層では1‘ ると実に1，

している口

遺物はこと師231λ

ロクロの凶fli云は 177

辛の

一-oB

一-oB

S K44 

日一35.400m
Aひ一一

51弱 火熱を受けた(!!IJ壁。

61~ 51夜の火熱の影響で地山土が赤変した部分。

7 )夜 明赤溺色 (5YR5/8) :境土!封。

8府 H-音fhj色 (7.SYR3/1)焼上・炭化物をごく微量合台。

。

と続くのである。

キパ」 1 -~ 3層では63:段、遺物をほとんど台ま

さにして 13.Û2q の炭化.~"と

が丘Ii:としている。 175~179の土不には める円

ある。 170は月合に和16~対立を多く含んでいる円 179は内他

にII-11rj1三糸ず切り
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話!一Ll_l立法手

Ao-ー

え
ご

一一013

1 N"i 黒f$.j色(lOYR2/3) しまりやや弱、地山粒子少は含む

Ao-!i口36_OOOm
0--

4 
つ
.J 

一一oB

1 Wi 
2 Wi 

3層

41;凶

第73国 SK

A 700m 
，) 一-013

1 ，;~l;: ;s 尚色(lOYR3/2) しまり弱、炭化物1，制止合む
21凶悩色(lOYR4/6) しまりやや弱、 ll';'i*ii.-{-少iit合む

S K70 

A 

• S K50第22号 o S K54第23号 .SK

面を丁寧なミガキの後、

S K 45第21号イ:坑(

している1不である。 ミガキはタト面

iヌi版22)

、LE 50で、十会社Ilした。

「ア)

によりjJLiif刊の

遺物は

'丈

にも及ぶ口

1.3m、 1m 

しなかった口

S K 50出22号土上/r: (第73図、 i牙版22)

、LD 49 . Lι19でj:会出したr、SD 33に東側えを切られている 長

90 



と1 り「i…i二1.中 :)1口、 1m の東日立に長い小判 JI予を呈するつ jlE さは 16~-20cm 、

cmと20cmのピットが掘り込まれている。

j室付jは同市器*IU)-'j

S K 5!1~J';23昇二i二 Jj'[

ト!プ1.， λ
い v " 唱。"

← 

iF←J 

どの

Jワじ三- 1 円、{寸、:仁三 1，) 

迭問併を幽する SD 33に豆惚する LB 54 0 L C 54でNraJ，したむ出j占砲の新旧関係は不明である

径 1.6m の円形を呈する〔確認面からの深さ(土24~33cmであるロ

j宝物はj二日rli器土手・宮、{l丘l-iカ'，Lb土している口 2 }ル7)土手は大型で'1dOがfl{主1/1.:lcm、辰琵5.7cm、

‘3cm、181(土 rr r王1Scrn、 .4cm、 5cm を ~WJ る c ぃ ;Jl ，t 1- 1-1.- りがlを

留める。 アレζr とした砥石である。 を{i正面としているが、 l' と1ml]面が最も印

l i j_6まれている。

SK [2J版23)

遺構群中央南西側、 LJ 52で、情出したυ 東隣にSK 26が位置しているリ は

径70cmの南北にやや長し¥IJj形を呈する。深さは20~25cmで-ある。

造物は土師器紺i片が少量出土している。

S K 79箔 25-'0- -=1:1:立(第41図ー第74図、 I~版23)

遺構群南西側、 LJ 50 0 L J 51 で、Ht(~B した。 J二坑は S I 27の北東部を切り込んで構築されて

る。呪績は長f壬1.5m、矩怪0.95111の情円形を呈している。深さは確認出ーから 65cmあるコ

中より土師器j:不・望、 {iJ1石が出土している。土師器では、 SI 27埋土の破片と接

合できたものもある口 183は、軽石質凝灰岩を素材とする砥石である。 4面を砥石としてわり、

それぞれが皿状に窪んでいる。完形で 149g を?W]るつ

(4 ) 

S X 51第 1号竪穴状遺構(第751;?l・第7612<1、I'i{l版24)

遺構群南東部、 LD49・LD 50で検出した。地山より 1枚 LのlV培;上面で、の確認状態で、は、

長ijirJl4.5m、短軸2.5m程の南北に長い長方形を呈するプランとして把えていた。 SD 33と

していたが、両者とも個々の線引きを行える段階ではなかった。さらにN層面を精査して遺構

に努め、 SD 33の下出でSX 51が確認できることが明らかとなった。しかしながら依然S

X 51のプランは不明確のまま地山面に達していたコ結果的には楼数の土坑掠の集合体という形

になった u これを l つの遺構=竪穴状遺構としたのは次の }~I~i，によるものである c 長方形を呈す

る落ち込みをii恒三していること c 落ち込み立ドの床面(点掠i人J) が照穴住居R1j;床面のようーヲ

まっていること(

を残しつつ、思

したカマドであった可能をもつことこ 1'J，_1:から翌

として登認したものである口

j立物は士J'lr[i出土不・習がi-fl，土している。 184は41=口ア口 :二十デてある~
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170; S K08 
171.. 172; S K 15 

173; S K26 
174; S K36 

I 7;:; ~ 179; S K 44 

180~182; S K54 
183; S K79 

三口。
第74図 北部遺構群ニ七坑内出土遺物

-JrミJ¥ .tァメ、 がケズ l} (?)のち J川ケメあるいはナテ¥内面はハケメである口

している。 185も非ロタロの胎土には径1 5 mmのfJ、磯を多く

r I禄在日である口外面は中聞かし

ちミガキのようであるむ

外商に

による札II叶刊デが認められる η 痕跡としては光沢をも

ヘラ;[犬工具によるナヂを行っている口日台土には 184と同種の小

が混じるが、在も小さく量も少ない。
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5ペマムJ ート

Q
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i
 

。
一心B

QO 
。

u 

一一oB

ツ
(7.5YR 3/3)しまりやや弱、焼土
をしもふり t!eに少豆含むー

7層 11青怒色 (7.5YR3/ )しまり抗!持よりやや
ふる、焼 Eを少量含む2

8 iO 赤褐色i. YR4/6j 1.先土鮮の

A~=35.800m 
。一一

11吾

2情

2m 

回
収
阿
川

H

fH4

・

P
ヘけ

S X51第 1
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福u日立liJJ.

り 10cm 

第76国 SX51第 1

( 5 ) 

S N 24第 l号焼土遺構(第38図、第77図、図版40)

遺構群西側、 LJ 53で、検出した。 S1 23の東隣に位置するもので、当初はこの住居跡に伴う

ものと考えていた。精査の結車、 SN 24の焼土がS1 23に入り込んでいないことが!明らかとな

り、独立した遺構として岐ったものである。確認面では、長さ 1.7m、[1届O.7mの南北に長い焼

土の広がりを検出していたが、

も掘り込みを伴うものではなく、

の高いAとやや低いBに分けられそうである。いずれ

はN層中に収まる口

遺物は土師器部が出土している。 186・188・190はAから、 187・189はB出土である口底部の

るものは回i伝糸切り痕を留める口 186は焼土中に倒立して+i支出されたもので、体部にIJd 

ち;/1-{;J 0 を交け、 2言語 している。 190は品一台で、内闘を

ミガキの後黒色処理している。

() 

主之持
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H
H
H
H
T
J
H
H
H
H
H
H
J。

調査の記録;手~単

(fi )位列

l号柱列s 

4本からなる。s S 1 の同 4mに

}jf立はお 10'-Eを員住は9.9m、

円形を呈し、確認aliからの深さは北側のP1で

4 で、20~25cmである n 各柱穴間の距離は北側から、 3.3m ミP 2 15cm、

出土しなかったり
つ ]と乙日11J.Lm、リ士ilJ ハ J''''む

7同jS /Jt 84宗

遺構群南側、 SB 49の西方に位置する。柱列軸線がSB 49西側桁行と

平行していることから、 SB 49に伴う施設であった可能性が高し」両者

8本からなる13m、の間隔は 3.7mである

径18~35cm、深さは 12の距離は1. 5~2.8m とぱらつきがある

Wを示すoJ宝物は出
h 0 

J ~29cm を測る。主rlírn Ji{立はSB 49と同じく N

二ヒしなかったり

(第17同)S A 85第 3

からなり亡、
Uる。遺構群中央西側、 S1 20とS1 05の間

{土Eを示す。-10
0 柱間ftf!虫色はら .7m~~1jる

25cm、深さは 16~2ficmで、ある。各柱穴間の距離は北側から 1.3m 、1. 7m 、

1.6m、1.1mで(よらつきがある u J室午句は出ことしなかった。

(第17図)S A 86第 4

P ::J からなり、柱間距離5 マ
90  遺構群西端、 S1 20の西方

130 -E を示す。各柱穴は径20~30cm、深さは20は6m、主軸方位はN

である。1.4~1.6m とは~26cm を;出る。

出土しなかった。

(第17悶)S A 87第 5

で検出した。 SA 86の延遺構群西端、 S123埋土をー部切り込

でするが、 iliUl線方向がやや異なることと、 S 86がほ

えたも
3
y
t」

きく、別々し、 S主87はばらつきある L乃に

7.2m をる=径15~-30crn
p 

じ、8 のである

はN-15
0

-Eを示すり
、己ム..:" /中 1つ つ凡 てぺ、 Jレヲ{コド "ふ Lj'~.jLCrn g 0 

SA  

95 
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福fFl遺跡

( 7) i持跡

SD 図版 4) 

面より]枚上のrv でき、 itj/誌はS

1 29北東側のLA 59まで延びる一南端は

180-Eを示す。

に忍びその全長は約47mであるど中軸線はN

を平均とする。確認商からの深さは、

、jヒを 0とす10~1日5c倒mで

ると、浮南iで1.1m1ドJがる心なお、部分的にはあるがSD33の凶側に平行して

れる。 Sく54の南側及び 51ーとの重援部合(第75[%1参Wl) で£るじこのことから SD 33は

t--] 

時期あったことも推定できる。

遺物は土師器部・警が出土している。 非ロク口で、!外部にケズリが認められるものであ

ヲハ
ω

S D 34第 2 号溝跡(第17~1)

遺構群の南側を画する溝である。両端とも に延び、 きた全長は約34mである。

東端はSD33 と結ばれていた可能性がある。{.詳の mffi は 40~50cm、深さは 5 15cm程で、ある。

端部分のみ幅広く、掘り込みもやや深くなる。その幅70~ 110側、深さは20~25cm を測る c 底面

での高{氏主要は東を 0とすれば¥西で約1.7m下がる。

している口 ロクロで、外語 f¥ケメ、 ナ されてい

るものも含まれる。

2.南東部遺構群(第79図)

本遺構群は、竪穴住居跡 5野、 J屈立柱建物跡 2棟、土坑 4墓、焼土遺構 2基、及び柱列 2列、

溝跡 2条で構成される。本群は北{HIJをSD 55・SA 72で、西側をSD 56で屈した狭い範囲内に

している。北部遺構群とはI幅14~16mの無遺構域を15日てている。

なわ、本群を切っている SD 47 . 52、及び遺構群の南側に位置する溝跡、土坑についても本

群中にて述べることにする。

( 1 ) 

5車干の竪穴住居跡は、 に切り合い関係をもたないものも るが、埋土の状況を加

味してみると次のような新!日関係になると考えている。(新) S T 64→ S T 57→ S T 32・ST

66→ S I 48 (1日)である 3

S 1 

L J 44 . 45、MA44. した( をS1 57に切 1;れているつまた

住民跡南東隅から南に向かつて 8~ 10cm、深さ 4~ cm の犬 に 2.:3111延びているつ両者
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議 2章調査の記録

o 
o 0 ____.o-一。{←一

o ¥) 0 

。

'ri 。

。
。 。

。

S D56 f S 148 

第79図 南東部遺構群配龍毘

の関係は不明である。 が北壁で3.7m、中央部で 4m、南北長は、 が不明確で

あるが約4.3mになるもので、南北にやや長し を呈する。 からの深さは、東壁部で20

~::;5cm 、 10cm(こJ前たない。 はN-18
v
-Eを示す。 く締まっ

ている。

4主穴はP1 . P 2 隅柱となる。北西隅では柱穴を確認できなかった。 深さはP 1で

29cm、P 2で'15cmで-あるが、 f也のピットについて にも組み合わせることは

できなかった。

カマドは、

に一辺 1m程の不整方形の土坑が床面より摺り込まれている。

りに詰けられている。 箆50cm程の火床面のみが残るに留まる。 チ'‘〆{
〈芳、

高をそのまま利用しているもので、 カfヒ れをおこし、 :3cmまで土

している。

しているペ に回転糸切り痕をfZめる。 191は内面に県:[夫

し、 193は飴土に細fi舛立を多量に含んでいるョ
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A← 111 0 。
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SI57 

ー、¥
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3uOm 
一一oB

1陪; 黒褐色(lOYR2í3) 全体に焼土が小ブロッヶ ;i)~でまじっている。
2府 褐 色 (7.5YR4í4ì 上はやや軟らかく宇~i'I!I:弱焼土と炭化物が少量混入。
3 I詳 黄掲色(1OYRll地111粘土の三次堆積土= [--から見る限りでは葎士とjι

えな L】iRfht会illして 1;)る やや11更しし

!胃 rlfH~色 (lOY R) 3Iç~:lìiJjJ((!)二次j詮慎二 -1:性もほとで混入物が;王と
人どない ただし 3J討に上かい〈

() 
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山
け
可

ヨ「日A、 二子
j川求

S I 48第 15-j}緊六ltJ足跡{第81fヌl~~ 問、図版26 . 

j立構群日~în!IJ、 MB41~--4:3， MC41~-~43で十全出した。 ~It 束 i:lij で S 1 66に切られている。またS

B 80 とした長H立主t:~物がft~跡をまたぐ、ように位置しているが両者の新旧関 {i(; は不明である

に上る t~告白L を F:tf所で受けで ι、 v) 、市立をと百壁、東ちをの子百三I~ðfj を欠く二 このため規?芝、形;1夫

を明らかにできないが、東西長は~t世で 5.3m 、中央 i~H~ で、 5 晶 7m、二It長は少なくとも 6m を越す口

今!日111全111-'1された住居跡の!こドでは最 となる，深さは、残 nの良し で、20cmをfftlJる口

し引いても、あまりずーis白方位(土、 ;ま 示守口床面は{誌による撹乱を受けていること

tllとは Jえず、出く締まってもし主主:いコ床面上には焼土Aがす (Ijしているが、向山額出[土 I吉jく

な ~ì()

わゆる掘り方の幅とは考えていなし ~o

の幅は1O~15cmを示すが、この数値はい

から;:欠のようにf里角卒している。

は北壁と で千九~11 している。

では床面と壁~Fqの境を識別できなし理士も床面と同色である芯土の締まり具合からみると、

壁の直 Fから!隔 5cm前後が最も締まりが弱であり、その内{!!IJすなわち床而との接点部分ではい

くらか締まりはある口と

機能とその構築過程を

床面に直接板材を打ち込

つでも指で押すと簡単に窪むのである。これらのことは、壁涯の

る kでの一つの示唆を与えてくれるものである。ま

を据えるの異種の村(横木などか)を用いて壁板を

させたものと思われるつその後、廃棄されが入り込む前に綬を抜き取る。この際、;按i嬬以

上の土(床面の地山土)が持ち 1::げられ、撹乱され締まりを失った床面と同色の土が残される。

これが発掘時において1O~15cmの11屈の遺構として確認できるのである。

カマドは東樫~[t寄りに位置している。火床面のみであり、袖部等と考えられるものは一切確

認できなかった。煙出しは壁をほとんどJ屈り込まない形態となるものであろう。火床面は長さ

70cm、11J高60cmで、平土J=lな をそのまま利用している。火熱の 8 cmまで土色が変化

している口カマドの南側には焼土の詰った土坑が出され、このカマドに伴うものと忠われる。

にある P1 ~ P 10が該当する口ただし床面からの深さは 5~ 15cmと全体的に浅い。

住居跡の南半部には、床面よりやや浮いた状態ではあるが3ケ所で焼土を躍認している口

J二8 ・Cは、床面から 6~ 8 cm浮いているが、この面で火を使用したことは明らかであり、

坦で堅く締まった面を残している。一方、焼土Aの南側に分布するものについてはSN 71とし

るつ三者とも住居跡よ n予Jrしいw予期の所時である

、っ1'¥mBS，l手、 .している心図示したす:器は総 の出-! ~で￡

底部に以糸切り痕を留めるもので、内在n底部が平らではなく揺鉢状に完んでいる円 195の血は

!豆く作り出した庇部を菊花状に削り高台!虫、[に仕 f-.げているに成月三;こはログ口を用い、

を呈する 196は口ケ口問トI-Jの舗と思われるピタトr{:uの 古15にケズ 1) る円 197' 198はタ

~~ 
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調査の記卦ヰ~ 2辛
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S 132第14号.S 148第15号緊穴住居跡出土遺物第83図

タタキ目を施している。タキ自をもっ饗で、 198はロクロ成形の後、

197は二次火熱を受けている。その他には、郊では内面あるいは内外面

しているもの、警ではロクロ使用で底部に回をミガキの後:、

めるもの、非ロクロで胴部外国をケズリ、内面ナデ、車三糸切り痕を

なども，rr=，土している。内外面ノ 1ケメのもの、

S 1 57第16号竪穴住居跡

(第84図~第89図、図版27・図版28・図版40・図版

されている口し、 S1 32・S1 66を切っMA44・MA44(守

一方で、北壁中央で、はSK 58に、南北に延びる SD 52には切られている。

った隅丸方形を呈する口3.6m 、南北長で3.15m、

さは50~60cm を測る土白一色

埋土の状態-Wを面積は1l.2m'、主軸方{立は N-3 0 

できるむすな

が人為的と忠

r
h
A
J
ι

タ一竺

〕
ぺ
/
/
九

…
γ
ケ
り
γ

idjhi H 
Jt11小¥¥));All} 川
、{~\\， ~.Y' ，'Iムー / / 

\\\\\\X\~)' 1/ 'Hへい¥". hl
l97 

ミの3忍められないS1 64とのすると、切り

わちS1 57の埋土には 7・8層とした
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H=33.600m 
~A，，"O- 一一oB

日，;)司会fの記

心。ーー

1/将 Jlll'rc/.J色 (7.5YR3/4)しまりなくボソボソしている。焼土

2 b~~~ 11音制色 (7.5YR3/3) しまりなくソボノしている。炭化物を多idφに、焼土微JjJ:i./う集/fiI"本。

3/<;?，; rM 色 (7.5YR4/4)粘i'(之、 しまり・も1j'1!1:~m 、ヲミ jl: t'fll の iJil ~存土か「

4肘 品色(lOYR3/2) しまり・中r~'I!I:やや弱、 rドソボソしている。焼土ブロッケを多i止に合む0
~ /1宇..比例色(lOYR5/6i事[!jf{'t_+:、 しまりやや出口

6/(1，; 赤外j色 (S YR4/8) 焼二1:フ口ソケ σ

7/，;，;; Iltドか件j色 (5 YR3/3) しまりは3 ・叫l~ì よりややあり、焼土をしもふり状に少11t 、炭化物合計技
lil戸;むつ

討府側近犬Jl'i'fIl，

9/，;';; 討II:'ilHllilJ立二L:、本文参l!(1 。
S 157第16号竪穴住居跡カマド

S 1 64を 者については、

われる堆積を示している口黄褐色粘土は地山土と考えられ、この土の供給元をS1 57の南隣の

され関係が明らかとなる。 S1 57 ~l 

( 2層)を主とする土が流入あるいは投入される。この!時点でS1 64が構築され、多量に

宅じた却:iてである土色山士 だままのS1 57に捨てる υ このように考えると埋土の解釈が成

1c守るので、はないか

/ ブ -r-，'-， チ?一? 、、互主!(ノ¥
と~ -;J 7) 、'"可 j、πp刀

l 円 一
れ令ー

は王子Jl=l で竪く締まマコている己 1;出には、深さ 35~40cmの位穴をつ。位六を連結するよ

ありブf(土、 S1 48と11'1]とで、あるοrll話15

30cmのJ誌はHflり}jの示すものではないと考えるつ
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石2 調査の ~ê諒

第89図 S 157第16号竪穴住居跡出土遺物(3)

H寺に材を引き抜くことにより、桜中高灯、 1:の土砂がち上げられる。これ にあ、いて v)

方を呈するがごとく残るものである。

カマドは南暖西寄りに設置されている口遺存状態は良好である。煙道部は、壁を45cm程溝:1犬

に掘り進む。煙出し部の長さ25cm、幅40cm分を残して、煙道を黄褐色粘土を主体にし、

シルト質土を混ぜた土で、架橋させる。いわば半地下式の姥道部の完成である。楕円形を呈する

煙出し部は、その内援が火熱で、赤変著しい。袖部は粘土を主用材としているが、粘性はあまり

強くなく、 jij，、質土を多く混ぜているようであるの右袖には粘土のとに切石をのせて補強してい

る。石は火熱で、もろくなってむり、一部は燃焼部に落下していた。支)]:tllは燃焼部中央やや右袖

している。この位置で、の燃焼部内法rjJ国は40cmで、ある。

遺物は、カマド西側、北西部の床面上を中心にまとまって出土している。遺物には、土I~市器

王子、.高台1，Jj:不・繋・堂、須恵器禁・長頚査・砥石、むよび転用硯がある口 199~206は土師器杯

で¥底部の遺存するものは回i伝糸切り痕を留める。 201は支脚に転用されたもので、 206はカマ

ド内出土である。 207は内外面黒色処理された小型の郎である。内面は丁寧にミガキされ、

を読み取れな l¥u 底部は回転糸切りの後、体下半部に

後、{宇部全体にミガキを行っている口 208~212は内面を

ラケズリ を加えている口この

した郊で、 208を除き が付

され、法量も近似するものと忠 Jわれる。底部には回転糸切り痕を留めているが、 210、21日土高

台貼り付け-f去のナデにより切り離しが不明となっている 209ι211は二次火熱を受(十、部分的

に黒色がどんでいる。 213の空はカマド焚口部から'1'，二lしたもので、内外面にハケメが認められ、

外而にのみ煤;1犬炭化物が付着しているコ 214はカマドの支脚に転用された費であるョ底部はいわ

ゆる砂}E_(となっている。胎土には詑 2~ 5mmの小石等を多く含んでいるが、焼成は大変良好で
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高田遺跡

ある。外出"にはケズリ、内面はヘラナデが認められる。 215は床面北西偶か己出土した土師器の

になるものと忠われる c 最大経を胴部中央よりやや iてにもち口クロ成形されているつ外面に

は縦{立のケズ 1)が加わる。色調は浅黄椅色を呈している 217は須恵、器長頚査である。北京隅の

理土日立から出土している。頭部に低い凸帯が巡り、実IJ線が認められる η 横倒 3本をヲ!しミた後、

1本の縦画をヲIpている。倒立させて刻書しているように観察できる。 内面にはゴマ塩:1犬の白

然利がかかっている。 218は
J- -0> 

め令。 ナデられているむ 219は床面市東部か

vコ した砥石である口 を素材とし、 4出 は l側面を除い

て問状を呈する。完形で 408g を量る。 220は須恵23棄を転用した硯である。褒胸部を再整形し

て長さ 18.7cm、最大幅13cmの楕円形に仕上げているむ内面を硯面として、全国に墨が残る。中

央のスクリーントーン部分が顕著に擦られ、アテ具痕が部分的に消されている。外面にはタタ

キ日が認められるが、中央の凸部分は使用のためか摩耗している円

S I 64第17号竪穴住居跡(第90図~第94図、図版29・図版41)

MA43に{¥r_置し、 SI 66の中に入り込むように構築されている。規模は南北長が西壁で 2m、

東壁で 2.4m、東西長が 3.7mの東西に長いやや歪んだ長方形を呈している。確認面からの深さ

は15~20cmで、ある。面積は 8.1 m' 、主軸方位はN -10
o-Wを示す。床面はあまり平坦と言えず、

さほど竪く締まっていない。柱穴と考えられるピットは北壁沿いにいくつか確認できたが、組

み合わせることはできなかった。 在15~20cm、深さは10cm前後で、ある。

カマドは南壁東寄りで確認した。奥壁を僅かに弧状に掘り進み、この部分が火熱を受けてい

ることからカマドと認定したものである。柑]や支脚と思われるものは一切検出できなかった。

カマド東側と前面に径50~60cmの円形の土坑が掘り込まれているが、これらはカマドに伴う施

設と考えることができる。なお燃焼部中央に径15cmのピットが存在するが、これらは明らかに

住居跡より新しい時期の掘り込みである。

遺物は土師器を中心に多量に出土している。ただ根の撹乱等により、重複する SI 66出土遺

物と混同している可能性は高し '0 図示した遺物は、土師器郎・高台付杯・棄である。 220~227

は郊で、 220・227が埋土出土、他は床面あるいは床面直上出土である。 221を除き患部には回転

糸切り痕を留める。 223~225は二次火熱を受けもろくなっている。 228 ・ 229は内面に黒色処理

を施している高台付坪である。 229は底部に回転糸切り痕を残す。 228は胎土に細砂粒を多く含

んでいる。 23]は埋土出土の饗で、口ケロを能用して pるつ外聞をケズ 1H麦、 正半音15をナデ、内

面もナデで仕上げている。 236~240はロクロ使用で236 を除き、柄下半部にタタキ目の認められ

るものである。いず、れも床面出土である。 241は断面が三角状を呈する河原石を素材とする砥石

で¥図示面を砥出ーとし、飼料まには散打による潰れが認められる

他の遺物では、土師器禁、フイゴの羽仁!、軽石などが総て理土1-1-1ではあるが出土している
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~~ 2 調査の記誌

S 1 66第18対竪穴住居跡(第90凶~第94凶、lZl版29 ・凶版41 ・ [~l版42)

MA42・MB43 し、 S1 57・64およびSD 47に切られS1 48を切っでいる。 S1 32・

S K 69との関係は不明である。

で10~12crnである口

jノ ノ
¥

ザ

) するに留まり、 は西側

明らかではないが、残存部分から一辺4.4mを越すものであ

ろう。壁溝はなく、柱穴も不明である。

カマドは市壁西寄りに位置している。火床面、袖の一部および支脚が遺存していた。火床面

{土器45cmのピットに一部切られているが、長さ55cm、!嬬45cmの平担てず堅い面を形成している。

他のカマドと同様に掘り方を{半わない形態で、火熟で

袖部は左袖の一部が残つていた口地山を掘り残した左境を袖としているものである。火熱を受

け袖内壁が赤変していた。支ij:l;[Jは火床面中央より南側に{立寵している。支脚の直下部分だけが、

火熱を受けた度合がやや低くなっていることから、原位置を保っていたことが分かる。完形

で下部に l対の逆V字形の切り込みが入る。切り込みの位置は、焚口と煙出しを結ぶ軸線上を

またぐようになっている。

遺物はカマド周辺から出土している。 232は床面出土、 233はカマド内出土の土師器邦で、底

部に回転糸切り痕を留める。 2点とも二次火熱を受けている。 234は高台付皿である。底部の切

り離しは不明であるが、菊花状に削り出しを行ってから を貼り付けている。 235は土製支脚

さ12. 9 ~ 13 . 3crn、上音15径 9crn、下部窪11.6crnを測る。上部天井には径2. 5crn~ 3 crnの孔があ

る。この部分は特に火熱を受けもろくなっていることから、焼成前に意関的に穿ったものか、

使用にイ半し 1あいたものなのかについては不明である。

( 2 )掘立柱建物跡

S B 73第 6号掘立柱建物跡(第95図)

遺構は、後に建物の四面となった溝を確認したことから始まる。 溝は幅15~20crn、深さ 5~

10crnでP 1から P3をつなぐ長さ 4.5mのものである。これが溝、柱列あるいは掘立柱建物の一

部である可能性が考えられるため、柱筋の精査を行った。この結果、南面の柱穴は確認できな

かったものの、北部遺構群にみられる SB 78・SB 81と同形態の建物であることが想定できる

に至ったものである。

二!ヒ面は 2問で柱間距離 6.9m、西国はP 1から P5で完結するものであれば、柱間距離 6.7m

となり、東西方向にやや長くなる。東面は、 P6とP7の間がS1 57や根の撹古しにより、 P6 

目、昨iもS148構築により泊滅したものと思われる。各柱穴は在25~35crn 、 からの深さは、

5 ・ 8 ・ 9 が12~14crn、P7が19crn、P 1 ・ 2 ・ 6 が24~28crn 、 P 3 ・ 4 が30~32crn を測る。

j宝物はnJ，土しなかった
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一一oB

H青褐色 (7.5YR33) しまりやや弱、焼土少註含む。

褐 色 (7.5Y R 4/4 )しまりやや弱、焼土多註、炭化物少佐古むの

i1i';-揖色(lOYR3/4l しまりやや弱、焼 1:ー地iJJ牧 j三をしもふり，'Ikに名古む

日=34.000111
Ao-
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S I 66力マド 1 Wi 11庁褐色 (lOYR /4) レン

2府 火熱によ
3 J~子 力マトを切るに y

S K69 1層虫色けのYR 1.7/1 ) 
2府 IIf;-褐色(lOYR3/4) しまりやや弱、地lLi粒子ごく微量合む。
3 ，将 褐 色 (10YR4/4) しまりややあり、 J也山粒子を多 htに含むの

4府 H

o 1m 

第91図 S 166第四号竪穴住居跡カマド

S B80第 7号掘立柱建物跡(第96図)

遺構は、 SI 48の束、西壁をまたぐような形で検出された。 S

I 48内にSB 80の溝が存在することから重捜していることは明ら

かであるが、新!日関係は不明である。西国は 2間で、柱間距離4.8

m 、東聞も西面同様 2間となるであろうが、隅柱部分は調査区外

一六、~ z 
¥.. 0:) ro>口 る北面は 1間で 6.4mの東西棟である。 f主

.30~45cmの円形を呈し、確認面から深さはP .3で、17cm、P1・2

・ 5 で、25~29cm 、 P 4で、.35cmを測る。南面を除き柱穴間に部分的

ではあるが溝をもっo P 1-P 2問、 P 4 以南は明瞭で、、幅15~

20cm、深さ 8~ l.3cmで、ある。 P2 -P .3問、 P1-P 5関にも痕

跡程度の溝を確認、している。

るS1 48より新しいSN 71とした焼土遺構や、住居跡床面より一段

高い位置での堅い焼面が存在する。仮にこれらがこのSB 80建物に伴うものであるとすれば、

S 1 48より後出の遺構となるが、明らかにできなかった。遺物は出土しなかった。

( 3 )土j元

SK 図、図版42)

首78cmで北京

遺構群北東部、 LJ 44で検出した。 ST 32の東方、 SD

か8~ 10cmで、ある。

短る口

にやや長いrq形を呈している。 深さ
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福田遺跡

第百4国
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に~41
236-241; tt;而あるいは!葉市i白:1: 

10m 

S 166第18号竪穴住居跡出土遺物(2)
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第96図 S 880第 7号掘立柱建物跡

遺物は土師器部が出土している。 242は埋土出土で、底部に回転糸切り痕を留める。二次火熱

を受け部分的に剥落しているが、焼成は良好で、ある。他に内面黒色処理を施した町、も出土して

い ..... ~ u 

S K 58第27号土坑 区j版29)

MA44に位置し、 S1 57;lr壁中央部を切り込ん されている。窪75cmの円形を皇し、;宅

さは35cmで、ある c

遺物は土師器片 している口
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SK41 

Aひー 一-oB

務揚揚揚~
1M 11 ，'¥-fj.J色 (lOYR3/3)粘'1'1:やゃあり、炭化物少iit合む

.， 三rnノ+ー/1三 1と土
市 ιι"守 づ」ユV ノ(lL;F;j'=

SK68 

1 ，，;~: rJ.J 色(lOYR4/4) しまり・村i 'i"l: あり J也山村i二1:3 ~lC旧m
ロソケ多!Jtに含む

2 lì~: lIt'f出色(lOYR3/4) しまりやや弱、地IlJ*¥[(.少i止命む
31N l.'trM色(lOYR5/6)粘1T士、 しまりやや弱

第97図 SK41第26号 .SK
68第28号土坑

骨

Ao-一一 一一oB

]肘 出 色 (7.5YR4/4)焼ニi二少誌、炭化物微量合む0

2 N'J; 赤出色(5 YR4/6)焼土層。
:3 ，，;i;. r品 色 (7.5YR4/6)地LLI粒子少量、炭化物微量合む0

41，刊 にぷい赤出色(5 YR4/4) 焼土N言。
5I'i'i; 出 色 (lOYR4/4) 炭化物・地山粒 fごく微註台む0

6 N1: Ili'OI.J色 (lOYR:3/4) 炭fヒ物!針。
7)¥'，: 11;'0品色 (lOYH:3/:3)炭化物微量合む。

8 Jq;? S D56埋土c 。 2m 

第98国 S K59第30号土坑

る己間層(3層)には焼土を含まないことから、 SK

士が投げ込まれたものと考えることができるの

S K 68第28号土坑(第97図)

MB43で検出した。 S1 48の北方 h干

している口径70cmの円形を呈している。円

筒状に掘り込まれ、その深さは40cmで、ある。

遺物は t~1土しなかった。

S K 69第29号土坑(第90図)

MA43で

I -r I 、 主主ム、
し"v ~ 'c) /)"、 考えられる SI 66との

関係は明らかではなし )0長径78cm、短径66cm

の円形を呈し、深さは中央部が25cmで、ある。

遺物は出土しなかった。

S K 59第30号土坑( 、図版30)

遺構群の西端を回する SD 69南端部で検

出したり両者の新!日関係は不明である。規

模は、長窪1.必m、 1.2m北東一南西方

向にやや長い円形を呈する。深さは44cmを

測る。埋土には二枚の焼土層(2、4層)が人

された後の二時期にわたって、焼

遺物は土郎、繋が出土している。習はいず、れも非口クロのもので、内外部ハケメ、外国
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一山

0
1
1

第99国 S K39第31号土坑

ハケメ、内面ナデ、を施したものも含まれている勺

S K 39第31号土坑(第99[盟、lZ!版30)

S D 55 . 56で画され から逸脱するとみられる

D 83を切り、南側を SD 75に切られている。規模は長. MF 39・40で検出した口東側
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を士円三ま で!O甘プ守、弓./:'---!

雨ム手 ロ尚美ョ-vノ 11じJ;:j¥.

さ 5.8m 、!幅 1.1~1.7m の南北方向に長い不整長円形を呈している。深さは20~46cmで、底聞は

凸凹著しし )0 埋土を分層すると 35層になる。これを大別してみると褐色粘質ごとと時褐色シルト

質土にはっきり分けられる u これ に入っているようである口堆積状況は、南側から)11ftに

北に向って埋まっていったように観察できる。

?1t から している口

(4 )焼土遺構

S N 60第 2号焼土遺構(第100図・第101図、図版30)

遺構群北東隅、 LI 45で検出した。 SD 55東端南側に位置する。規模は径60~70cmの焼土の

!よがりで、地 IJl 面への掘り込みは認められな~'Clこの北側と南側にも怪30~40cmの焼土が地山

頂上に分布してむり、さらに東側(調査区外)に展開して p く遺構の一部である可能性がある。

北側に延びる SD 55とこのSN 66との係りにも注目したし'OS D 55は概ね、東西方向に計画

されているが、 SN 60の手前で方向をやや北側に転じ、 SN 60の北側を弧を描くように東側ヘ

続いでし3く。これを平面的にみると、 SD 55が構築される時点で¥既にSN 60が機能してわり、

この遺構が枠内に入るように意図的に溝を曲げたものとみることができるかもしれない。

また遺構の北東部には長さ 1.25m、幅 6~ 8 cm、深さ 10~12cmの細長い溝が存在する。これ

がSN 60にイ半うものかSD 55にf半うものなのかについては明らかではない。

遺物は、土師器時・饗・鍋がある。 244は丸底を呈し口径22.8mの小ぶりな鍋で、ある。ロクロ

を使用しており、外面にはケズリが残る。推定器高は10.9cmで、ある。 245は非ロクロの警で、外

には成形時の指頭、痕を留める。外面J¥ケメ、内面ヘラナデが認められる。 246は内外商と

もハケメの施されている饗である。

S N 71第 3号焼土遺構(第81図巴第101図、図版42)

MB41・42で十食i唱した SI 48の南東部に位置し、これより新しい時期のものである。規模

は長さ 1.7m 、幅 0.6~0.8mの北東一南西方向に向い長い形状を示す。東側は調査区外に延びる

可能性がある。 遺構底面はSI 48確認面であり、これを摺り込人ではいない。

遺物は土師器よ不・繋・鍋が出土している。 243は底部に静止糸切りを留める郊である。内面底

部は平坦で、はなく、 i斗錐:1犬に窪んでいる。 247はロク口授用の鍋である。外面にはケズ')を残す。

( 6) i蒜跡

S D 55第 3号j茸跡

を屈するむむよそ東西方向に延びる溝でま〉る己両端にl土、径20cm、深さ33cmの

ピットを交点として南に折れSD 56となるつ東端は調査区外に延び、確認できる長さは約24m

である。幅は20~25cmで;'Ii ぼ一定する。 深さは 5~ 10cm、西側で10~18cmを測る。 溝底面には

数ケ所で沈ーさ 10~15cmのピットが描り込まれているが、規則性は認められない。底面での
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し主一:

SD 

249 

第102図溝跡出土遺物

4対溝wn; (第79[~J)

ノ

第 2章調査の記録

、東を 0とすると凶で14

cmドがるつ

遺物は土師器紹]片

土している。

をi面する;G';G'よそ南北方向に延びる溝で、ある。 SD 47・SK 59と している

がいず、れも新旧関係を明らかにできなかった。北端は約115
0

の角度で東に折れ、 SD 55となる。

南端はSK 59と る箇所まで確認でき、その長さは約20mである。幅はSD 55と同じく 20

~25cmで、ほぽ一定する。 深さは 5~ 17cmを測る。底面での高低差は北を 0として、南で{草カ'22

cm-Fがるだけである。

遺物は土師器が少量出土している。

S D 47第 5号溝跡(第79・102図、図版4幻2)

南東部.南西西.部両遺構群を東西に横断する形で

新しい日時寺期のものでで、ある O これにほぼ直交する SD 37には切られている。 SD 52・56新!日関係

は不明である。東端は調査区外に延び、西端は開田による削平で消滅している。確認できる長

さは22.5m 、幅は東側で、30~40cm、中央~西側で、1O~20cm、深さは15~20cmである。

遺物は土師器が出土している。 248は高台付杯の底部破片である。部分的に貼り付けた高台部

が剥落していることで、この土器の製作工程が分かる。①底部を回転糸切り技法で切り離す。

②底部周縁を菊花状削る c これは後に高台を貼る際、京着性をもたせるためと考えられる。

③底部に新たに少量の粘土を置き、ロクロを利用して高台をつまみ出す。この結果①②の痕跡

は粘土で覆われ見えなくなる。その他には繋も出土している。

S D 52詰 6号j葺.跡(第 11・102凶)

南東部遺構群を南北に縦断する溝である。北端は S132埋土を切って始まり、 S1 57・66・

48をそれぞれ切り込み、 ME38まで断続的ではあるが、全長約30mを測るものである。途中で

S D 47 ・ 74 と交差しているが、新 íl::l関係は不明である。 IP話は20~おcm、深さはlÛcm前後である。

遺物はこと師器郎、禁、鍋が出土している。 249はロクロ使用の鍋で、外国にケズリ痕跡を埋め

る。警では非ロクロで内外面!¥ケメの施されているものも含まれている。

S D 74第 7号溝跡(第11図)

MD3ω9で

口明月らカかミでで、はな L ミ 1~;15~20cm、深さ 5 ~ 7 cmで、現存長は 2.9mでJうる。 遺物は出土しなかった。
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福田遺跡

SD 8号j莞跡 回)

台地南縁に沿うようにわよそ に延びる ある。 SD 37 . S K 39と してむり

前者に切られ、後者を切っているものである。全長は13.6m 、 rp話は 20~25cm、深さは10~20cm

である。底面での高低差は東を Oとすると西で、65cm下がっている。 遺物は出土しなかった。

S D 76第 9号溝跡(第11

S D 75の南側に位置し、これに している溝である。両者の間隔は約 1.3mある。全長

は 6.8m であるが、束、西ともさらに延びていた可能性がある。!揺は15~30cm、深さは東側で 4

~ 5 cm、四側で'10~15cmを測る。底面での高低差は東を 0とすると、西で、40cm下がる。 SD 75 

と異なり底面が凸凹している。遺物は出土しなかった。

S D 83第10号溝跡(第11

S D83はSK 39東側の壁から南に延びるものである。全長で 2.3m、直接的と言うより西に開

く緩い弧状を呈している。幅は20~25cm、深さは 7 ~ 8 cmで、底面での高低差は北を 0として、

南で、17cm下がる。遺物は出土しなかった。

( 7 )柱列

S A 72第 6号柱列(第79図)

S D 55と同じく、遺構群北端を闘すると考えている柱列である。遺構を構成する柱穴は20個

近くを数えるが規則性を欠く。 往20~25cm、東端の柱穴のみ径40cmで、ある。 深さは 8~30cm と

ぱらつきがある。柱筋を西に延長すると、 SD 55西側の中軸線と合致する。このことから柱列

が単独で、機能を果たしていた言うより、ある時期にはSD 55と合わせて 1つの施設を成してい

たと考えることも可能であろう。柱列自体の長さは16.5m、これをSD 55西端まで延長すると

約23.5mになる。柱穴内より遺物は出土しなかった。

S A82第 7号柱列(第79図)

遺物はS1 32・5i・64・66の西hをおよそ南北方向 (N-4"-E)μ通っている柱列である。

第79図のように柱穴10個で完結しているとすれば柱間距離はちょうと:"10mになる。各柱穴は径

15~40cmの円形を呈し、深さは 8 ~27cm、確認面からの南端が柱穴のみ40cm を測る口 S A82の

検出位置からみれば北側と SD 55あるいはSA 72との関連性は強いものと思われる。柱穴内よ

り遺物は出土しなかった。

3.南西部遺構群(図版31)

本群は、竪穴住居跡 1軒、竪穴状遺構 4墓、土坑 1基で、構成される。遺構群を南北に延びる

S D 37は本群を切ってわり、さらにこの西方にも SD 38が位置している。持に後者と本群の関係

は明らかにしたい点であるが、開田による削平で不明と言わざるを得な Po ただし両者の記

122 



;X~ ~J，~査の記録

については で行うこととする c 、北部、

L[l]j施設を有しない点を第 1に挙げることができる c しかしながら、出来

ある SD 56と ()J向性な をみると、前群の間にS X 62・

していたことは充分に怨定できるところであるむ

( 1 ) 

7
1
A
 

Q
U
 

(第 103[~;(1~ 第 1061ヌi 、 i当!坂33 '図版4?l

MG42・MH42で険出した口住居跡北西部は開 にイ半い、

Q
9
1
1
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日=32.700m
色。一一

S D37 

一一oB

u丙 11ft褐色 (7.5YR3/4) しまりやや弱、地山粒子少量、焼土・炭化物微最古む。

と比較して、区

I?同i施設で

され

第103国 S165第1 . S D37第11号溝跡

行1
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福田遺跡

ーやB
u討褐 色( lOYR4/4)焼土・炭化物を少量含む0

2層 袖部構成士、本文参!情。

3層 火熱による赤変箇所。

i
，。υ

A ~=32.500m 
。一一ー

S 165第19号竪穴住居跡カマド第104国

ていた。高東側には南北に延びる SD 37がこれをかすめるように通っているが重複関係はない。

推定される南北長は 3.7.m、東西長は南壁で、 3.1m、中央部で 3.5mになるものと思われる。 深さ

は東側で、25cmで、ある。主軸方位は、 N-90-Wを示す。床面は平坦で、あるがさほど竪く締って

いない口柱穴、壁講は維認できなかった。

している。壁をいくらかU字形に掘り進み煙出しとしている。カマドは、南壁東寄り

さらに他の土器片を袖の補強左袖には土師器の長胴衰を正立状況で埋め込み芯材としている。

を混入させた土で構築しシルト材として肘いているようである。右袖は粘土を

ており、土器等の使用は認められなし」支脚は燃焼部中央に土師器禁を倒立させて転用してい

この位置で、燃焼部内法幅は40cmで、ある。支脚前庭には竪く平坦な火床面が認められる。床る。

題を掘り込んではいないが、火熱の影響で火床面がヒピ割れを起こし、面下llcmまで土色が変

化している。

カマド周辺出土の250. 251は二次火熱を受けてい

124 

遺物はカマド周辺住居跡南西部、北東部に集中して検出されたが図示した遺物は、

高台付土手骨警・鍋である。 250~252は杯で、
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第105国 S 165第19号竪穴{主居跡遺物出土状況

る。床面南東部出ニ!二の252は胎土に細砂粒を多く含んでいるものである。 253は内外部黒色処理

の施された郊で、カマド内出土で、ある。底部は回転糸切りで切り離した後、体下半を軽く手持

ちヘラケズリ調整を行っているようである。黒色処理に先立ち、内面~外出口縁部を丁箪ドコ
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第 2章調査の記録

ガキし、外面{本部はやや雑なミガキがなされている。 254はカマ から出土した

である。 255はいわゆるタタキ日をもっき警でロクロを用いている G 北東部の埋土出土である。

256はカマド左袖内に埋められていた警でロク口を使用しており、底部を欠く。外面胴下半部は

斜位方向の荒いケズリ、中央部もケズリであるが、下半を比較すると、ナデツケ様の痕跡であ

る。口綾部から内部は横ナデのようである口支部として用いられた257の警も非ロクロ製品であ

る。底部は丁寧にナデられでいるがすわりはよくな Po外面はケズリ、内面はヘラナデが認め

られる。飴土には窪 2-~ 7 mmの比較的粒認の大きい小石が多く混じるが、焼成は良好である。

258は底部に網代痕の残る饗でカマド周辺出土である。内面には部分的にハケメが認められる。

259もカマド周辺出土の鍋である。外面には横位のナデツケ様の痕跡が残る。内面は指ナデのよ

うである口外留には煤状炭化物が付着している。 260は推定口笥37crnの鍋でロクロを用いている口

一次火熱を受け、一部には煤状炭化物が残る。北東部の埋土出土で、ある。他の遺物には、須恵

器警もある。

( 2 )竪穴状遺構

これから述べる 4基の竪穴状遺構としたものは、竪穴住居跡あるいは柱穴間に溝をもっ建物

である可能性が高い口しかしながら遺構どおし重複や削平等による要因も加わり、これら遺構

の形状を特定できないことと、床面上の焼面をカマドと認定できるか否かを明らかにできない

ことから、一応竪穴状遺構の各称を冠しているものである。

S X 61第 2号竪穴状遺構(第107図)

遺構はSX 77の内側北部 しているが両者の新旧関係は不明で、ある。北側を東西に延び

47に切られている。床面はSX 77より 10cm下がっている。現存長1.8mの東壁とみられる部分と、

床面上に認められる焼面(焼土A) をもって竪穴状遺構としたものである。この壁はSX 77東

と約2.3mの間隔をわいて平行している。焼土Aは強い火熱の影響でレンガ状に堅く締まって

いる。カマドの火床面とも考えられるが、袖部等の上部遺構を一切確認できなかったことから

明らかにできない。

遺物は土師器郎、警が出土している。

S X 62第 3号竪穴状遺構(第107図・第108図、図版32)

遺構は、西側に緩やかに下る地山面で確認した。遺構群の最も外側(東側)に位置している D

東側の援のみ検出でき、その長さは10.7mを測る。北東、南東隅には窪 1m前後の浅い土坑が

取り付く。北東隅から長さ iOcm、i嬬15cm、深さ 10cmの溝が延びる。 溝は北東隅から南側にも長

さl.im、rp;0.3m、床面からの深さ 5crnの規捜で、認められる。

東壁中央南寄りの床面上にで焼土の広がりを 2ケ所で椅出している。焼土B周辺の床面は平

坦でやや竪く締まっている。
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九 YQ日。

第107国 SX61第 2号.S X62第 3
SX67第 5号竪穴状遺構
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第 2章調査の記録

遺物{土、焼ごとB周辺わよび北東隅の土坑内より、土師器・ 軽石など

が出土している弓 261は土師器上手で焼土B周辺出土である。二次火熱を受けもろくなっている。

底部には向転糸切り痕を間める。 262は土坑内出土の須恵器高台付坪で、底部に回転糸切り痕を

もっ O その他土師器禁では底部に簾状圧痕をもつもの、内外面にハケメの認められるもの、ロ

ケロ使用のものなども険nうされている。

S X 77第 4

S X 62内側を

(第107問、 i苅版32)

に積出できたものである。確認・埋土状態からみれば、 SX 62構築の際

S X 77が埋められた可能性がある。 を平面的にみれば、柱穴とその間に溝をもつもので、

北部遺構群のSB 78・81・南東部遺構群のSB 73・80と同一視できるかもしれない。ところが

これらと大きく異なるのは、 SX 77には明確に堅い床面が伴うという点である。この点から S

X77が掘立柱建物としても前 4者とは形態を輿にすると解することができるかもしれなし」ま

たSX77が竪穴住居跡とすると、壁はSX 62により削平されたとしても、カマドが不明である

ことから直ちに断ず、ることはできない口

P 3 -P 7を結ぶ東西は長さ 8.4mで、 SX 62東側の壁から 1.5m内側に位議する。東西長は

削平されているが、北面で現存長3.7m、南面で、1.2mの溝が残る。北面では部分的に溝が二重

に確認できる。主軸方位はN-10
o
-Eを示し、 SX 62と同じである。柱穴径20cmのP 4を最小

として、他は径25~40cmの円形を呈している。確認面からの深さは最も浅いP 4でも34cm、P

6で、37m、P 1・8で、43cm、P 2 ・ 3 ・ 5 で、56~59cm、南東偶のP 7で、は72cmを測る。柱穴間

の溝は南東部で幅 8~ 10cm、北東部では15~25cm となる口深さは1O~19cmで、ある。

床面南東部で 3ケ所の焼土の広がり(焼土C ・D . E)を確認している口焼土C'DはSX 62 

焼土B同様、床面そのものはあまり焼けてわらず、焼土の堆積が主となる。一方焼土EはSX

61焼土Aと同様、カマド火床面を思わせるような堅い面を形成している。 3ケ所の焼土の中央

る土坑 (P9)には焼土が充填している。

遺物は、焼土周辺から出土している。土師器:l:不・高台付郎・察、軽石などがある。高台付郎
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福田遺跡

は内面に黒色処理が施されているものである。

S X 67第 5 (第107図、第]08図j

S I 65の北東部 し、 SI 65東壁から僅か20~30cmの間摘を和いで S X 67が構築されて

いる。遺構は南・西壁の一部を確認でき、踏み締められた床面(点線内)が存在するが、カマ

ドが不明確で、あることから竪穴状遺構としたものである G

は10~18cmで、壁j再は認められなし 1口市壁を東に延長すると、位置的には焼土Eがカマ

ド火床面に合致しそうである。しかし、床面と焼土E 下面は後者が15~20cm高く整合しない。

床面上の焼土Fは薄く分布する焼土である。

遺物は土師器土不・饗、砥石などが出土している。 263は縦断面が楕円形を呈する砥石で、調端

が欠損しでいる口上、下蕗に恐面をもっU 摩耗痕をみる限りでは使用頻度は高くはない。

( 3 )土坑

S K40第32号土坑(第109図)

遺構群北部、 MF45で検出した。東側をSD 37に切られている。このため規模は明確で、はな

いが、東西を長径として 2~2.2m 、短径は1. 7mの楕円を基調とするものであろう。深さは22cm 、

底面には平坦である。底面には径35cm、深さ 16cmのピットが掘り込まれている。

Ao-

H=33.000m 
Aひー 一一oB

• 1層 H音褐色(lOYR3/4) しなりやゃあり、粘性あり、地山ブロ
ソク少量含む。

第109国 SK特第32号土坑
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遺物は土師器細片

( 4) i蒋同
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S D ]号滞跡、 (とお11肉、 同!仮32)

南西部遺構群をむよそ市北方向に延びている溝である。

第2章調査の記録

{こは を切り込んでいると

;考えでいる口 ::[U詰古じでは木{震のffV~L が入り、ここが京冬始}~j， なのか::It側の S D 34とつながってい

たのかについでは!万jらかにで、きなかった。…グ7の南端は斜面に吸収され、確認できる全長は約

45.5m である。確認面での幅は北側で0.7~0.8m 、南側ではやや11屈を増し、 1 ~ 1.2mを測る。

深さは北側15~25cm、中央部S K 40 と重複するあたりで、25cm、南側で、は35~45cm となる。断面

形状は、逆台形様を呈するが、北側~I~Iこ1央部では緩いU 字形となっている。底面での高低差は、

北を 0とすると南で2.25m下がる。

遺物は土師器郎、警などが出土している。

S D 38第12号溝跡(第11図、図版32)

調査区南西端で、検出した。この間聞は地山面までも削平されている箇所である。溝はSD 37と

ほぼ平行するように南北方向に延びる口北端は調査区外に及び、南端は斜面に落ちこんでいく。

確認できる長さは 13.5m 、!隔は30~40cm、南側で、は50~80cm を測る。 深さは北側で、10cm、南側

ヴミネつ(Ieγγ、L
L、 D LiV・LIH'(工 にすぎない口

4.遺構外出土の遺物

(4) (第110図、図版

での高低差は二!とを 0とすると、高で.10cm下がる。

福田遺跡にわいて出土した遺物の大半は土師器であり、須恵器の量を整理用コンテナ数で計

ると全体の 5%前後にすぎなし ) 0 しかも S1 28・;21などの遺構内出土が多く、これから述

べる遺構外出土のものはごく僅かである。

264は、底部にl!ii転ヘラ切り痕を留める郎である。内面底部は摩耗著しく、墨痕は認められない

ものの、転用硯の可能性はある。 l~Pf土位置は、北部遺構群と南東部遺構群に狭まれた無遺構部

である。法量は口径12.6cm、氏径7.9cm，器高2.9cmを測る。 265は皿状を呈するもので¥底部には

回転糸切り痕をもっ。 264同様内面に著しい摩耗痕が認められる。内外面ともに火だすきが残る。

北部遺構群中央のSK 15南方の困層中出土である。 口径10.5cm、底径5.2cm、器高2.3cmで、ある 0

266は高台付時で、底部を回転糸切りの後高台を貼り付けている。 264・265と同じくミガキ様の

が認められ、転用聞の可能性がある。出土位置は、北部遺構群の東端を闘するSD 33の

東方、 LC 51・LC 52 田層である。 u荏13cm、高台部径6.5cm、器高2.8cm を測る。 267~270は

もしくは警の口縁部である。 269の頚部には籾痕が残る。 271は査の高台音じになるものであ

ろう。底部1/2程の破片で、あるが、内面の凸凹面を擦っていることから、不要となった器を
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269 

。 10cm 

第110図遺構外出土遺物(1)

部を残して丁寧に打ち欠き、整形してから硯として用いた可能性がある。涼類同様墨痕が認め

られるが観察の域をけ!!ない。

( 2 ) 十自前器 (第111!'Z!~第 114図、 図版43)

出土した土師器は、整理用コンテナで40箱分ある。うち遺構外出土は30%程を占める。しか

しながら復元して図示できたものは少なく、殊に饗類は皆無に近し」ここでは杯・皿類、鍋を

中心に紹介する。

272~294は邦である。底部切り離しは、 272 ・ 280 ・ 290が静止糸切り、他が回転糸切りである。
ただ291が前引き糸切りと称されている技法によっている。器形的には273が特異な部類に入る。

また静止糸切りを残す285・290は、内面底部が円錐状に窪んでいる。二次火熱を受けているの

は、 275・287・288・294で、 277・286は内面に288は外面にタール状の付着物が認められる口

277・284は胎土に細砂粒を多量に含んでいる。

295~303は血類である。 296 ・ 298 ・ 300は、 S 1 28東方、 SK44南方のLF 49出土である。
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第111図 遺構外出土遺物(2)
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303 

。
第112国 連 構外出土遺物(3)

セ!
ヒニニよC二5306 ノク

。
第113図遺構外出土濯物(4)

295はMA~)O から しており、 S1 27埋土 もある。 297・299は、

の近くから出土している口高台付盟を除いて底部には回転糸切り痕跡を留める。 297~299 は、

いわゆる柱状高台のj盟で、高台部が台形様を呈する。 302、303は底部に菊花状のケズリの認め

られる ある。 302はi本 1;王子にも ケズリカサlliされている。

305は南側斜面にほど近いM140から出土した高台付郎か血である。 な高台である。 306は

杯であるが底部に子しをもっ O 摩滅のため焼成後穿孔か否かは不明であるが、両側から穿ってい

る。 S1 29東方のLA で、ある。 307は をミガキの後、 を施した高台付土手であ

る。口縁部と を欠く。底部は回転糸切り痕を留める。 S1 27東方のLJ 50より して

いる。 308はいわゆる砂底の警である。外面にはケズリが残る olVI A 50出土であるのでS1 27埋

土の もある口
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第114霞遺構外出土遺物(5)
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福田遺跡

309~315は鍋の類である日 309は S B 14の北方、 LE 55から 出土した ものである。服部

の大きな1i&:片 2}去が内側を正に向けて重なるように検出されたものである c 精査の結来、

に伴うものではなかったり非ロクロで黒色処聞の施されている平底の鍋である。外国は口禄部

によるナデの後、底部も含めてケズ 1)を行っている。内問は横位のミガキ、 1単位は 111話

2 ~ 4mmある。底面は「井J字形にミガキを施している。なむこの部分には、意凶的かどうか

は明らかではないが、沈線もしくは擦痕が図のように認められる。 法量はL1{壬40cm、jま詰17cm、

器高14.2cm を測る。 310~314は破片のため、ロクロ使用の有無は明確にし得なし」外面

に斜{立方向のケズリが認められる。内面は横ナデである。 315は口クロ使用で口径29.4cmを測る。

これも外国ケズリ、内面横ナデが施されるものである。

( 3 )土製品、陶器、銅銭など(第115図・第116図、図版43)

標題に示した遺物は総て遺構外出土であり、遺構内より得られた資料はない。

316は把手で、胎土・焼成は土師器と同一である。この種の形態は一般には甑に付くものと考

えられる。しかしながら遺物の中で甑とみられるものの出土はなし」出土位置は、 S105東方の L

G 54である。 317・318は土錘で¥土師質ではあるが土師器の胎土とは異なる。 319・320は瀬戸

産の灯火具と思われるが、使用痕跡は認められなし川底部には回転糸切り痕をもっo 319は灰粕、

320は鉄稀で、それぞれ施稀は見込みのみである。 321は浅鉢であろうか。見込みには、にぷい

権色の粕で波状文が描かれる。胎土は暗赤褐色で、外面には横位ケズリが残る。唐津産と思わ

れる。 322・323も灯火具である。同形態の例は、昭和62年に調査された秋田城跡第47次調査に

おいて l点出土している。 324はガラス玉であり、調査区南西端NA40で、出土したものである。

最大径18mm、中央に径1.Smmの孔をもっC 重量は766 9で、ある。 325・326は銅銭で、 225は、洪

武通宝、 326はサピのため銭銘不明である。 325は明代の鋳造で， 1368年が初鋳造年となる。

量2.43gである。 2点とも北部、南東部遺構群の間のMC49・MD49出土である口

( 4 )石製品 砥石 (第117図・第118図、図版44)

出土した石製品は縄文時代に帰属するものを除くと、総て平安時代の砥石となる。

砥石は平面形、横断面形が長方形を呈するもの (327~334) とその他の形態 (335~340) に分

けられる。 327は4面を砥面とする。一般には使用痕跡は、長軸方向に平行して残されるもので

あるが、下面のみ直交する方向に付されている。 1側面には擦痕あり、重量75gである。 328も4

面を砥面とするもので、縦断面形がくさび形となる。 2側面には長軸に直交する鋭利な

(幅1.5~2mm) が残る。完形で、123g を量る。 329は上、下関に砥面をもっO 石村端部を利用して

敵打を行っている。一部欠損し1969を量る。 330は4面を砥面とするもので、 2側面が使用に伴

い問状を呈す。重量 117gである。 331も4面を砥面とし、縦断面がくさび形を呈する口 1側面に

諜痕があり、また部分的に火熱を受けている。一部欠損し 1909を量る。 332は1側面を除く 3面
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第115図 遺構外出土遺物(6)

325 
四一世

。
第116図 遺構外出土遺物(7)

を砥面としている。板状の石村を用いている。 138Cjを量る。 333は 2面を砥屈とする。 1ご面の

部分的に欠落しているのは、 i故打による凹みである。石材の粒子は細かく、 1t上げ低とみられ

令。車笠はりる乙gである。 334は、 1側面を除く 3市を砥而とする。し寸どれの砥間も平:l:Jlである。

3809 を量る。以上の 8点は磁灰岩を素材としている。

335は凝灰質シルト岩を素材とするもので、一見すると磨製石斧の基部を想起させる形態であ

る。その総てを砥部に用い、不定方向の擦痕が残る口一部欠損し 25..69 を量る。 r:[J1土{立置はL

G 54で、 S1 05埋土の可能1'3:もある。::3::30はfi丘面を 2側面にもつo J二面には鋭利な研)船員が認め

られる。一部欠損し 1979 を量る。 337は板状の石材を多少ねじったような形状を示すもので、

皿:f犬に窪む 1揺を砥部としている。重量は一部欠損し 1069である。 338は、側面を欠くもので

に欠いた可能性もある。上、下面を砥面とする。安山岩を素材とし、 472g を量る。 339

(土石英珠E岩を素材とするもので、横断面が台形を呈する。欠損してむり原形:f犬は不明であるつ

砥面は 3面で、 361g を量る。 340も石英理岩を素材とする。砥面は 3面で、置{ifrと考えられる

ものである 836gである。
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摂rmきuやか

3章まとめ

られた資料は次の通りである。縄文11寺代では、遺構としてTピット 1基、 j二坑

1基、漬物には縄文土器、七鋭、 トランシェ様石器、月Ij器、磨製石斧、石錘などを挙げること

ができる。平安時代では、遺構として竪穴住居跡19軒、 J屈立柱建物跡 7!索、

遺構 5基、焼土遺構 3基、 j草跡12条、柱列 7列、遺物には、土師器、須恵器、鉄製品、砥石、

などがある。その他遺構外出土で、土録、陶磁器、ガラス玉、銅銭など平安時代以降と考

えられる遺物も僅かではあるがネ会出されている。本章では福田遺跡の主な活動期1である

代の遺構に特定して若干のまとめを行う口

これら遺構群の最大の特徴は、竪穴住居跡、掘立柱建物跡等の居住域の周囲に溝、柱列とい

った区画施設を有していることである口包囲施設は調査区北側の北部遺構群と南側の南東部遺

群の 2ケ所で確認している。前者はr!I話50cm前後、深さ 5~ 15cmの溝状を呈し (3D 33・、

j構群の南と東を顕している。後者はI幅20~25cm、深さ 5 ~ 18cmの溝状を呈し、溝底面にピット

をもつもの (3D 55・56) と、怪20~25cm 、 j菜さ 8 ~30cmの中主列 (3 A 72) からなり、

のjととf2fiを画している。これらのことから、
，...... l_ 寸

いふ匂

構群は板塀あるい

いたことになる。

区画施設と想定でき、景観の異なる二時類の区画施設が存在して

北部遺構群、 むよびその西に位置する南西部遺構群は、その形態・規模、構成

される遺構の種別、配置状態が大きく巽なる円一方個々の遺構は、遺構群の枠を越えてそれぞ

れが一定の計回性を持っているようにも読み取れる。 遺構の主rli自方伎を磁二ftとの関係で見ると、

(i(1'磁北方向に主軸が位置するグルーフ、主軸が磁二!tから東に振れるグループ、逆に同に振れ

るグループに 3大別できることである円これを重複している遺構から新!日関係を明らかにして

序列してみると、次の I~N期に分割jが可能となる。

I期一一一主軸方位がほぼ磁北を

北部遺構群では竪穴住居跡3103、掘立任建物j跡SB 14、i詰 1 4t¥ 

での遺構で構成される D

五鶏一一一

北部、南東部両遺構群に

期は主軸方{立が18
0

前後東に振れる

分できるようである。

については、 3D 33・34の区画施設はま

が機能を開始している可能性はある口

ーァ

令

していない。

う時期、南西部遺構群 SX62 . 77も本期に属する。立

(立 -A期)、 10
0

前後東に撮れる一群 (rr-B期)に新!

140 



す
よ

II-A期

立-8期

市
以

w 期

Zさ3章まとめ

f ，.. 

".争
._ 

， 
、一

~-

一色

i
s曹
7

} 

141 



1A田j立跡

II-A期は北部遺構群の竪穴住居跡 8104・28・29・30、南東部遺構群のき芸大作居跡 8132 

する中立 B期は二!t部遺構群の竪穴伶屑跡 8120・27、掘立住建物跡 8B81、村手rJ8A

46・85・86、南東部遺構群の鞍穴陀屑跡 8166、f目立柱建物跡 SB80、南西部遺構群の鞍穴状

遺構8X62・77が該当するつ

本期は、方向性にばらつきが大きし ~o たとえばS I 30は方向的にはA、Bの中間に位置する

ものであり、カマドの形態・ カ1共月のSI 03(こ主買するためここではA共月に入、れている。

このような例もあり Aミ Bに時間的差がない土みられる可能性、逆にさらに細分できる可能性

をもつことがト分に想定できる。

E期一一主軸方位が磁北から 30 ~ 50西に振れる遺構

北部遺構群では竪穴住居跡SI 05、掘立柱建物跡SB 49、柱列SA 84、南東部遺構群では竪

穴住居跡S1 57、北面を画する柱列SA 72の遺構で構成される。北部遺構群ではi玄画施設が消

滅する。南東部遺構では北側の区画施設をSD 55から SA 72に作り変えている。この時間側の

S D 56はSA 72とともに存続した可能性が高い。

本期は特に計画性を強く看取できる。 SB 49西側桁行の柱筋は北側のSI 05西壁の柱穴列と

同一線上に位置している。またSB 49に伴う柱列SA84を南に延した線は、南東部遺構群のS

A 72を東に延長した続とほぼ直交している。

U期一一主軸方{立が磁北から 60 ~ 100

西に振れる遺構

北部遺構群では竪穴住百跡S10l・ 02・21・23、掘立柱建物跡8B 06・78、南東部遺構群の

竪穴住居跡S1 64、南西部遺構群の竪穴住居跡S1 65で構成される。竪穴住居跡には小型化、

長方形化が認められる。をむ南東部遺構群の区画施設は本期も継続しているのか否かは明らか

にし得ない。

以上の I~N期の分類は、遺構の方向性と重複関係から机上での操作に拠ったものである。

亘接的な重複関イ系を持たない遺構についても「同一方向に計閥、構築された遺構は同一時期の

所産である。」という仮定に立つものであり、分類基準としては不完全で、あることは否めない。

この前提に立った場合の遺構群の流れを概括してみたしh 各期を通じて南東部遺構群には

ほぼ同位置での造り変えを伴いながら 1軒の竪穴住居が存続していること。そして少なくとも

立期においてはこの周間に区岡施設が構築され 1・田期にも存続していた可能性があること。

一方の北部遺構群では各期毎に基本的には竪穴住居跡 1~4 、掘立柱建物跡 1 ~ 2が点夜する

ように配置されていること。区画施設は方向性からみると E期に構築、廃棄されたようである

こと。このことから限られた範囲内の調査であることを念頭に入れつつも、福田遺跡のある時

期にわける核は板塀や垣根などの医画施設をもっ南東部遺構群で、あり、この遺構群の計i百!件が

北部、南西部遺構群を形成する際の規制となったものと推察できる。
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第 3章まとめ

むわりに、現段暗においてできる I~N期の:fJ':6'まかな年代を次の 2点を基に付け加えて台

きたし'10 --"つは、 S1 28埋土出土の須恵器高台付JllL(第491L11l6) を挙げることができる。これ

は若美町海老沢窯跡の製品と考えられるものであり、 9世紀後葉の年代が与えられている s
1 28は日 A期にあたり、埋土であることを考慮して、本期は 9世紀後葉かやや遡る時期とみ

ることができる。いま一つは、白頭山を起源とする苫小牧火山灰の遺構内への二次堆積につい

てである。福田遺跡ではS1 01、SK 10・44の 3遺構埋土上位より検出されている口この火山
(ri主2) 

灰の降下年代を11~12世紀とみる考え、 10世紀前半代とみる考えがあるようである。 S 1 01は

N期に属することから、本期の下限は苫小牧火山民降下以前となる。しかしながら求めるべく

年代には幅が大きすぎ、る

ここで aつの鍵となりうるのは、 SK 44の存在かもしれなし )0 S K 44埋土中(第 3~4

面)には図示しただけでも土師器の邦が 5 個体(第74図175~179) 出土している。問題の火山

灰はこれら に二次的に入り込んでいるのである。これらの土器はたとえば、 9世紀

後半代と考えられる E期の遺構群より出土した土師器と技法・形態的にも大きな差異は認めら

れなしミ。とすると、火山灰の降下時期を11~12世紀とみるより、 10世紀前半代とする後者に立

脚したほうがより妥当性をもつのではないか。

この仮説に立った場合、各期の年代は次のようになる。 I期は 9世紀中葉~後葉、 E期は 9

世紀後葉、間期は 9 世紀末~10世紀初、 N期は 10世紀前半代と想定できそうである。

註 1 町田 洋，新井房犬ー森脇 広「日本海を諮ってきたテブラ」 51 1981 

註 2 青森県六ケ所村沖附(1)遺跡の「第34号竪穴住居跡における折戸53号様式の灰軸陶器の出土状

況から、苫小牧火山灰の降下時期が10世紀の前半以前の可能性が強く」とある。

同j田康博ほか『弥栄平(4)(5)遺跡』 青森県教育委員会 1986 

なお、天間・三宅・坂本『李平ド安原遺跡』 青森県教育委員会 1988第百章自

析において胎土分析・蛍光X線分析を担当された三辻利一氏によると、白頭山起源の火山尽を

110一世紀末降灰J と明記している。さらに問書まとめにおいて、この火山灰の「降下は 1回だ

けではなしりことを竪穴住居跡の覆土の状況から言及しており、この問題はまだまだ混沌とし

ていると言わざるを得なし'10
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第 1章発掘調査の概要

第 1章発掘調査の概要

第 1節 遺 跡 の 概 観

、北関を沢で画された台地端部 る。沢は蟹子沢遺跡が所在するところで

あり、沢を介した北岸には十二林遺跡、が立地している。 遺跡の位置する向台地の高端部には福

田遺跡が占地している。

調査は、道路本線部分及び取り付け道路建設により切土される箇所を対象としている。対象

ア 1、スザ
ノ、宅四 u - 丘地地造成事業と市道改良工

により地山田まで完全に削平されていることを昭和61年の範囲確認調査で明らかにしている。

このため調査は、市道石丁線以北の台地平担部から北側斜面に移行する1080m'を対象として実

施した。

遺跡の現況は山林で、調査区内には市道改良工事の際の排土が市道に沿って高さ1. 2~ 1. 5m 、

上面fII高約 2m 、下面幅5~7m の土手状に積み上げられている。 は30~32cm、蟹子沢との比

高差は約20m ある。対岸の十二林遺跡は標高が25~27m であることから、石丁遺跡を見上げる

という位置関係にある。

なお発掘調査は工程上、本線部分を 8~9 月に、取り付け道路部分を 11 月に分けて行ってい

る。

遺跡の基本層序を観察するため、第121図に示した A地点(本線部分)、 B地点(取り付け道路

部分)を設定した。

A地点 土手状の盛土がなされている筒所(スクリーントーン部分)である o

I層 暗褐色(lOYR3/4) I日表土、木根、笹根多い。

E層 黒褐色 (10YR2/2)しまりやや弱、粘性やゃあり。

血層 黒褐色(5 Y R3/1)地山漸移層、 E層よりやや赤日未強い。しまり・粘性やゃあり o

w層 黄褐色 (10YR5/6) ~褐色(lOY R4/6)地山粘土層。

V層 褐色(lOYR4/6) N . VI J留の混合土、町 ~VI 層までの層界は漸変している o

v1層 オリーブ褐(2.5Y4/6)砂質土、北側に向かい傾斜している。

B地点 取り付け道路部分の北端部で、ある。

11菩 黒褐色 (10YR2/2)表土、木根多い。

E層 (7.5Y R2/2)遺物包含層、しまりはあるが粘性はやや弱。

面 層 掲 (lOY R4/6)地山漸移層、立層粒子を多量に混入、しまりあり。
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第121図

褐色(lOYR4/6)地山市f移層、 E

V層 黄褐色(10YR5/6)地山粘土層。

石産j忍できない戸庁もある。

第 2章調査の経過

8月 3EI、

わらず、まずこれらを

立木は既に伐採 していたが、

び出す作業に取りかかる。 6日、

の材木が拍2出されて

には笹を中J心とす

る下草がー昨iに広がり、これを除去・焼却しなければならなし」調査面積の割には手間どり、

途中盆休みも入り、この作業が終了したのは17日であった。この開並行してプレハフゃ周辺の排

水溝作り、駐車場整備等々も行っている。 181::=1、土捨て場が北側の急斜面であるため、

保のため、歩み板等を用いて子すり付きの「土捨て台」を保設、同日グリッド、杭打設に取りかか

るの 19~25 日まで、範囲確認調査時の排土を除去。 26 日、台地平担面の組掘り開始。 伐根しな

がらの作業であり進度は遅p グリッド杭打設終了。 27日、調査区中央部より縄文時代前期と

みられる土器片出土。 逮捕はまだ険出で、きない口 28日、朝から断続的な雨、 一輪車がぬかるみ

で足をとられるため、道路に砂を入れる作業を何度が行った D 31日、本Llは著すぎるほどの晴

良くない。 9月1Ll、組掘りをほ

のジョレンがけ作業に入る。 L S KOlとする口 2Ll、
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第 I章 発掘調査の概要

地 i~j.IJ ;r t t I!!I所

A.B基本層序観察地点

I I I I I 
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石了遺跡

の盛土の除去に入る口この地点を深掘りして、基本土層図を作成することにしたり 3日、 L1 

47とMD54で焼土遺構を検出、 SN02・SN03とする心底ちに確認面での写真と凶面作成を行

う。 5日、北側斜面の籾摺り開始。 7口、 A地点とした盛土部分で、の土層図作成に取りかかる。

8目、全景写真撮影のため調査区内をジョレンがけする。 9臼、全景写真損影、 200分の lの

遺構配置問及びコンタ作成を行う 10i=Iから調査!之内に数多く存在する風倒木肢と考えている

ち込みを再精査、この結果16日調査区北端でTピットを確認できたc また台地縁辺

部で地割れ痕跡と考えられる溝を検出I(第122図遺構配置図を参照)、北端部では20m以上にわた

って続くものである。一部を断ち割ってみると、中高20~30cm、深さは30~50cmで、断固の形状が

先細りの V字形を呈している。底部が i二端のラインより斜面下方に位置していることからも、

十!曹がすり奈ちた乞のと解するごとがで、きょうー 17R、TピぃJ !、を字縮!

を十二林遺跡側から行い、本線部分の調査を終了した。

取り付け道路部分の調査は11月16日より開始。調査区は道路沿いの細長い区域であるため、

幅 2mのトレンチを設定して、遺構・遺物を確認次第拡張していく方針を立てた。粗描りは南

東端より始める。 18日、中央部分で焼土遺構が 2つ並ぶように検出、 SN05・SN06とする。

S N06の南側で縄文土器の集中する箇所を確認。 19日、北側でTピソト確認、写真撮影のうち、

直ちに掘り込み。完掘し平面画・レベル作成が終了したのは24日である。 26日、細長い調査区

の両端部から全景写真撮影を行い、これで石下遺跡の現地での調査を完了した。

第 2章調査の記録

第 1節 検 出 遺 構

石了遺跡において検出された遺構は、土坑 1 Tピット 2基、焼土遺構 4基である。これ

ら遺構の帰属年代については、出土遺物を確認できず不明と言わざるを得ない口

S K01第 l号土坑(第123図、図版49)

本線調査区南側、 LG44の地山由で検出した。規模は、長径1.1m、短怪0.95mで東西にや

い円形を呈する口中央部分での深さは25cmある。側壁の大部分は火熱を受け赤化している。

西~北側の壁が最も良く焼けてわり、赤褐色というより褐色~民色を呈してむり、還元に近い

状態にむかれたことを物語る。これに比すと、一方の東~南側の壁は火熱を受けた度合はやや

低い。底面も北西部を中心に赤化している。埋土中には炭イヒ物を主とする層 (2. 6層)が認め
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黒褐色 (lOYR2/3) しまりやや弱、地山総 fごく微設台
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H奇褐色 (lOYR3/4) しまり 1層よりやゃあり、地山粒子

多最に含む。

色(lOYR 4/4)地山フロッケ。

色(lOYR 4/6 )粘質土、しまりは 2層と同じ。
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褐
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バ守
A

黒褐色 (lOYR2/2) しまり、 Mtl:弱、地山粒子微量含む。

11青褐色(lOYR 3/3) しまり、粘性弱、地山粒子しもふり

:1犬に多量に含む。

3 !弱褐色(lOYR 4/6)干Ml[土、しまりやゃあり、混入物11

とんどなし 0

4層 褐 色 (lOYR4/6)粘!1{土、しまりやゃあり、黒褐色土

1数泣含むー

11吾

2層

m 

ピット .SKγ05第 2号TピットSKOl第 1号土坑 .SKγ04第 1
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SN07 

Aひ ー

H = 31. '100m 
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:3 ":'~; 持〕 色 17.5Y 11 <1/れもliY'[j:、しまりあり
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Ao 一~')B

H 町 700m

Aひー 一-oB

[1付 fbj 色 17.5Y H .1/ いしまりあり、 MI'I: やや :J~J 、 Jýt!:少
'1.ノ

2肘 i吋liザ山庁1?f件悩j色 (げ7 H3/3i しま ;リ)ぺやコ〈やJあiり)、 f焼f在'(-1上-奇 f台i~ まない
3 問 !川1.¥判!尚品M色 (1 川 12/:3 I f，1似州W州lh引げ引1刊げ川作'1'什'1

レム J必

SN06 
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(¥)) 

1 1，/，; t;:J'刊誌j色.5Y H /3)焼土、 しまりややあ 1)、riil'HJ¥J
炭化物多)il:にJ37む~

:2 !r;~~ 赤r1<J色 i5YR4/81焼一1:、しまりあり、Niltあり

:3 !，;~; 11!11'私自 17.5)i¥5/ (]) h'i'C!二L:、しまりあり

4肘 渇色色 (7.SY H 4/4 )しまりあり、 fiiドum(;g人物は認

めら ilなll)

2 

第124図 SN02第 1号.SN03第 2

• SN06第 3号.SN07第ヰ号焼土遺構

られるが、遺物の出土もなく、 í~~ を焼いたいつの代の遺構なのかについては l明らかにできな

かった円

S K T04~~ 1号τピソト(箔123図、図版49)

本線調査i豆:ftMM，1¥'1 E 55・56で険出した。 1九1:1山(置は北東部の科!而に移行する直前の平tH.同i

である ρ での長車111 は 2.72m 、同Îjj~1 はO.3~O.5m 、!丘町は -ft{Hljでイーパーハングして土f り、
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第 2章調査の記録

その長さ 2.86m、!111AO.1--0. 2mである円深さは約0.7mをiWJるつ

S K T05~五 2 刀 T ピい/ト(

はない。

取り付け道路部j宣区北側で¥険出した である。長 r!if !J 2.3m 、短軸は0.25~-0.3

--7:.、}エm l、L:ト に抑り込まれ、その深さは 0.8--0. 85mを測る。出土遺物はない口

S N02;::s 1 号焼__U豆(?ñ124r~河、

央南側、 L147で1:釘11，した 1 石下遺跡 では 位の 平j日間に位置する c 経約70

cmの不整方形を呈するよ?と土遺構である。焼土の斥さは 5~ 8 cm、tillLLI漸移尉 (A地点困層 lこ相

当する)ヰi に分布する。地山而ーから 15~20cm浮いた形となっている。1'1'，土遺物はなし '0

S N03第 2号焼土遺構(第124凶、図版

1¥_IfD 1¥_/f17 
lYI iJ け 1 .L.i 

、 4ト守
、./I、ー

-1oc-- 'r百三叉 1 つーバ¥
.-.r:ll1 、ハJム lコ二ょ.ム""孟 V ノ

十 I二J-+-
ζL二上二 1 '"口

焼土のさは15~25cmで、地山面を僅かに撮り下げているが!日凹著し Po 焼土の分布密度は、

S N02より低し)0 遺物は出土しなかった。

S N06第 3号焼土遺構(第124図)

取り付け lil i'中央~j:r) で検出した焼土遺構である。規模は、長径1.35m 、 .75m 

の南北に長い惰予を~-%している。焼こと分布は S N02のようにi括的に広がるというものではな

く、焼土の色調・密度・粒径等の異なるものの集合体という様相を示す。遺物は出土しなかっ

。
た

S N07第 4号焼土遺構(第1241玄l)

耳文り{寸(t ほぼ中央、 SN06の北{!!uに隣接して検出された。規模は長径1.15m、短

怪0.65mで、出i北に長い情円形を呈する。出土遺物はない。

第 2節 出 土 遺 物

1 

縄文時代の土器として、本線側調査区から縄文時代前期の土器が、付け替え か

としてら、縄文時代後期初頭~前葉の土器が出土している。前者を第 I

記述する。

後者を第百

第 I 群土 6Z~ ( 図-1~4 、図版50)

出土地点はlVIC 50グリッドで一括資料であり、!日j一個体である。{本部から底部までほ

的におりる深鉢形土器であり、底部は外側に張り iL七iし気味となる。全部に LRLの複節縄文が

惜{立に凶ili三五包文されている。胎土には繊維を含みかっ比較的大きな砂粒を古んでいる。
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第 2章調査の記録

活 H 群土器(な~125同 5 ~22 ・第126図-23 、 24 ・第 127図-25、図版5U .図版51)

全、て fJ(-j{~干え道路{f!lJ調査f)(ーから tlJ， :-!っした資料である。第125図-5は波状LJ絃の鉢形土器岐t"Iで

ある。口縁部に文様iF告をもつが、文様は粘土紐のM付(-rと沈線によって構成されている。ま y 、

口信部外国に!品工!zな粘土帯が貼付けられ、その下の文相:帯部分よりも若干高く作られている。

そして波頂部には粘土却によるif1 cm程のリングが自ii付けられ、そこから、 24三の粘土利1:

り合わせた隆帯が、 土下端をそれぞれ開放して f~，~'fれ十られている。粘土紐の両側には反転する

沈帝京が粘土紐施文後に描かれて、文徒花:仁IJを満たしている。 il台土に砂粒を含むが焼成は堅級で

ある。 6も粘土紐の貼付けによって口縁部文様帯のド限がl面されている土器である。粘土紐は

貼付け後横方向のナデ調整をうけ、その後、文様帯中に反転する沈線が捕かれているの縦位に

L 戸 lパーλ
) '_) 1 し I~

-!: ふ 1 三十2" !+-rt づ~'.:- !え
て) CY)つ ιcド j I~ iJ、弓引Hすし -c

、- I~ ーア /τー、-r _r，一『レ ーァ

è ;fし Qν一J rJチ仁の~ 、」

かであるが砂粒が含まれ、堅級でかつ明るい色調に焼成されている。 7も口縁部文様帯が粘土

統の貼付けによって作られている土器である。 6同様、貼付け後の粘土紐は調整をうけ、さら

に粘土紐の区画内に沈線が巡らされている。粘土・焼成も 6と同様である。 8は波状口縁の波

頂部の破片。やはり粘土紐の貼付けが施されたものであるが、貼付け後の器面調整が徹底して

行われているため、ほとんどそれと判らなし '¥0 器臨調整された表面が僅かな高まりとして残り、

それを区画するように沈線が施文されていることからうかがい知ることができるのみである。

j皮頂部から垂下する 2条の沈線は波状口縁に沿って開き、さらにその下にも沈線による文様が

描かれている。ほとんど砂粒を混じえない粘土で作られており、焼成も堅く、明るい色調に焼

き上がっている。 9も波状口縁の土器であるが、この土器の場合には貼付けられた粘土帯 kに

刺突が施されている。刺突は粘土紐粘土帯の連結する部分や、 J皮部に垂直に施文されている。

胎土には砂粒が多く含まれ、断面を見ると粘土は縞状に積まれている。 10・15は同一個体の破

片であるが、これも粘土紐貼付け後に調整された土器片である。調整は粘土紐両脇に沈線を引

いて行われる。また地文に施される縄文は Lの撚糸文である。明るい色調に焼き上げられてい

るが、胎土に砂粒を含み器壁はかなり脆い。 11~14は同一個体の土器で 3~4 単位の波状口縁

をもっ深鉢形土器に復元できるであろう。体部はバケツ形に近く口球部はやや内傾する。[]縁

のj皮頂部から 3cm程の粘土紐を に貼付け、その下にも波状口縁に沿って粘土紐が貼巡らさ

れている。粘土紐は貼付けた後丁寧な調整をうけている口粘土紐で区画された口紋部の文操帯

には粘士紐降帯と口縁に沿って沈線が描かれるが、それが一部省略された破片(12)もある。体

部には L の撚りの給条体を左上-右ドの方向で'[~JIliえさせて斜行する撚糸文を施している。さら

に部分的ながら葉脈状の文様(13)や曲線と をみ合わせての文j葉(14)をi完走泉で、描いている。

胎土にはごく

線的な文僚を

かの砂粒を含むが、焼成はく明るい色調に発色している。 16~19は i:Jc線で曲

チーフとしてJ甫く土器であるc'17・19は卵形の構国の中に S字状に連鎖沈
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。 10cm 
第126図遺構外出土遺物(2)

156 



/ 

第127図遺構外出土遺物(3)

笥 2京調査の記録

がJ活かれる /-十〉之-r.ご
官 r.::J 、、

あろう 17の土

しくやj別できないが、よ忠

文の縄文は16・19がLR撚

18 カq~ L 

の回転によって施文され

ている。いず、れの破片も)]台

土に{沙*立を含んでいるが、

焼成は良好で、ある口 16・17

!十」ねえまコFl日ス 1 /- 1 Q 
一.ムν

19はやや'¥色調に発色し

ている。 20~22は i司ーイ開{本

の土器片である。地文に 1

段Lの撚紐を縦に回し、

無節の縄文を施した後、沈線による を描いている。 i尤線の文j張は を水平に巡る 5条の

平行沈線を境とし、その土では 2条の平行沈線による曲線的構図の文様、その (こ降

ろされる 2条の平行沈線が描かれている。胎土には砂粒が含まれるが、焼成は長好でやや暗い

色調に発色している。 23は、 4単位の波状口市まをもっ深鉢形土器である。仁l縁部は外反し、体

にやや膨らみをもたせて底部まで降りる。波頂部には 2列の刻iヨが口特に対して直角にまた

{こ施される。 の 7割程が広い文様帯の描画面として伎われているが、

下限は 2条づつの沈線によって画され、うち
l-

Z る j尤線は口~.:誌にjGってお支状に描かれて

いる。文様帯中には口株の波頂部に対応した位置で4単位の楕円形構図の文様が、沈線を重ね

て拙かれ令。l'肯1IJII:;;fj'[}凶の文F慌にはほj良吉1)I'から に15手りる 2条のJ党総とその左右両fT1Jjに向

かい合わせで捕かれる 4条づつの弧線によって構成されている。沈線は一方向に引かれるので

はなく、ところどころで、その J 
2了 させて隣り合う沈帝京と るようにして右前かれてい

る。これらの沈線は地文に RLの縄文を縦回転して施文した後に描かれている。底部底面

かに中央部が凹む揚底となり、成に敷いていた笹葉:1犬の圧痕が観察されるのJl台土に砂粒を

が、焼成は良好でやや'¥色言 している。 24は体部にやや膨らみをもっ深鉢形土器

の{宇部破片ーである。地文として L に!rlJiliえし 文を施した後、約 8cmの

間隔をあけて器面を巡る 2条の沈線を引き、それを交わる斜めの沈線によってI[p違いに連な

る三角形の11専問を作 [1)1'1
1
1しているコ各々の三角形の附図内には縦伐の S字:11e沈線が描かれてい

る。月台土は比較的精選された粘土が用いられるものの、焼成は不良で脆弱な仕上がりである。

157 



石下遺跡
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第128図 遺 構外出土遺物(4)

27 

時い色調に発色しているおは緩いカーブをもって降りる深鉢形土器の体部下半から底部にかけ

ての破片である。体部には Lの撚りの給条体を縦に凶転させて撚糸文を施文しているが、 23の

土器と同様、底部近くの 8cm程の間は横{立に丹念にミガキ調整が施されている口

{i;b、粒を含む。明るい色調に発色してはし 1るが、焼成は不良で器壁は肝心 '0

2 石器

縄文H手代の七器として、千::J匙l点、イゴーj主2点、調整剥離の施された剥片 1点が出土している。

(第128図26、図版51)

横長の剥片を素材とした横形石匙である(本体形状は左側縁側で尖り、右側縁側が直線的に

なる)。本体部分の下縁が左側縁にかけては主要最Ij離面倒からの剥離によって、また右側紋と

左側縁上部は表面側からの剥離によって刃縁として作り出されている。下縁の剥離は角度が深

く、したがって、刃角も急峻なものになっている。撮みを作り出すための挟りの部分の剥離は

両面から行なわれるが、右iRljでは主要主Ij離面{Rljから、左側では表面側からそれそヌれ最終の比較

的大きな力11撃が行なわれ の最Ij離間が残されている。 にあった打癌は粗い謂

によって剥ぎ取られているが、 に打面を残している。それrJJ:の細かな剥離は加えられ

ていない。硬質頁岩を としている。
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第 3草: まとめ

干江主{耳~128 r::(]27 ・ 28 、

27は鳴f品製の1=i匙である c 墓古15から先端に向かい側梓が直線的にn月き、先崎{土円孤に勾!:lll

する。縦長の初日'を素材とし、周縁の調整剥離は主要剥高Ir面側からのみ加え、表面倒からの利

融は全く行なわれていない片而調繋である。左打!Ij株から先端にかけては比較的深い角度で剥離

が施され、 .{i{!llj絃では浅い角度で調幣されているつしたがって左打llH若から先端部での刃の角度

は去であるが、在1Hlj紋では鋭~) 0 表面m日1;却には大きな 1'1然出が残されている。 基i~Hj は打信

を取り除くための力n撃が行なわれ、 中央から半分を大きく吉Ijり取っている。しかし、割れ

方は不規別である。

28は頁岩の縦長争Ij片を素材とした ある。左{J!!J縁は基部に近い側で緩く琴曲し、右打開示詰

では直続的に聞く(またイ岳地(土直線的に作月れでいる門調整担!離は三号付金iI片の安田イ1111仁丹念ド

施され、本来争Ij片の表面にあった破線などは全くな p 主要剥離面{H1Jへは、左fl11J縁側だけ僅か

に調整されている。素材剥面の打面、打砲とも剥ぎ除かれている。

調整ある孝Ij片(第128図的、図版51)

図の左側にむいた商の段線右側に打砲を合む凸前iが残されている。したが》って図の右側を打

点として剥がれた横長剥片が素材である。調整はこの稜線右側から素材の表間側に向かつて行

なわれている。また、左fWJは折|折され、その痕跡がネガテイブなヒンジフラクチュア一面とな

って残っている。この調整相j離、折断によって鋭い尖端部分が作られている。石材としては頁

が用いられている。

第 3章まとめ

、明らかにし得たことは、険出遺構に土坑 l基、 Tピット 2基、焼士遺構4基を

確認したこと、検出遺物に縄文土器(前期・後期初頭~前葉)が存在することである。昭和61年

の範囲確認調査にむいて、土師器の細片を見出だしているが、本調査では明らかにできなかっ

た。唯一で最大の問題点は、遺構に伴う遺物がなく遺構・遺跡の帰属年代を特定できないこと

にある口造物からみると、縄文時代に断続的に営まれた痕跡を示すが、遺構がこれらのある時

期に古まれるものなのか、全く異なる時代に構築されたものであるかについては明確にできな

かった。

遺構では 2 Tピットは、長1MIが2.72m、2.3mと2m代の数値を示してむり、 Lii該地域の

同種の遺構と比較しでも小型の吉I~類にノ人るものであろう。 S K01とした土坑は、何らかのもの
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石[遺跡

を焼成した遣問であることに異論はない ι 対岸にt¥1.置するト二件遺跡では、土師尽の焼成遺構

と考えている土坑が怜出されているの形態的に兄た場合、石 1ーのそれと大乏ないむ

床面とも良く焼けて赤褐色を呈している。ところが石「の SK01は部分的ではあるが、還え状

態になり、側壁が灰色に変化しているコこの点にむいて十二林の遺構と大きく異なるものであ

り、かっ逮捕の'l't格を想定でき会ぃ要国にもなっている
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第 11主 発掘調査の概要

第 1章発掘調査の概要

第 1節遺跡の概観

、f)立合台地を羽田に11月析している狭長な沢吉[iにみ:地する。開析作用により分断

された北側の台地には十二林遺跡、同じく南側の台地には石下遺跡が位置している。標高は約

11m、十二林遺跡との北高差は約15mである。現況は水EEIとなっている。

遺跡は昭和61年 9 月 ~10月に実施し(卜二林遺跡範問確認調査において確認・ されたも

グi-0'、ネス →-J/) I十
J 、... -_; ;:::，，- v ー い 、r

九-一」
スヲ!ミ1二k -rささト弓 -rI、れ走行¥イミ

二 、を J ，-._、 τ 一=ー三J二、

あったが、立地・出土遺物さらに小字名(蟹子沢)を考慮に入れ、十二林と分離し沢吉[5を蟹子沢

遺跡として したものである。

切土される水路部分 500m2 を対象として行った。調査の方法は、 トニ林

遺跡等と同様グリッド方式によるものである。建設省が水路工事用に打設した中心杭を発掘調

とし、これを通る南北の幅杭を結ぶMAライン、これに直交する線を50ラインとし

てグリソドを設定した。グリ y ドの呼称等については、前段の調査の方法を参照されたい。な

お、南北方向のMAラインは磁北から東に20
0

偏っている。

第 2節 調 査の経過

9月18日、本日より調査開始。グリッド杭打設と並行しながら粗掘を始める。低湿地だけに

わき湧水が著しし )0 19 日、!日水田聞の下には砂層面が存在するが、これが30~40cm掘り下げて

現れる所と 70~80cm下げでも現れない箇所が認められる。 20 日、砂層面がなかなか現れないの

は、調査区の両端部であり、ここには未発達ではあるが泥炭障が形成されている o 22日、両端

部では泥炭層の間に砂磯層が入る。 1m程掘り下げても両端部では砂層に達せず。東側の LD

49では泥炭層中より土師器郎 1f団体分出土、十二林からの流れ込みか。 25日、砂層面が地山であ

ることを確認、この聞の精査を行う。調査氏東端の LE50では、泥炭~砂層内に 3m 、経30~

40cmの倒木あり、;受水の影響で桔f木が緑色を呈していた。中央部砂層面から縄文土器出土、後

期qJ頃のものであろうか。 28日、昨日までの雨で調査|豆は水没化した。水中ポンプ2台をフ 1し

夜勤させても、排水が完了したのは午後の 3R手頃であった。 30口、農繁期に〆入り、本1]は作業

Elの出勤ギきわめてわるし )0 10月1日、遺物は中央音13に集中してむり、

測し取りあげる円 2日、全景写真損影を行い、調査を終了したり

とレベルを計
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蟹子沢遺跡

2童調査の

第 1節遺跡の 位

昭和J61年の範問確認調査にわいて、次の点、がl明らかになっている己耕作土(/J'(FR面)の下の砂

層中より遺物が出土すること。方でで、砂層面をj検、d安4会九幻lt~討lI出I

ること O このように限られる範阿内の調査でも土層の堆積状態が大きく異なることが把握でき

ていた。このため、東西に長い調査l支の北川!と南側の壁を利用する形で 6ケ所の土層観察ポ千

、 / )、 レ 1 f;メ-!，，'ζ
〉巳~ ..ノ

れ zと'1-.-l、
ノ乙 iJ-..→、 留を作成した。以

を表しうる 3ケ所の土層断面図(柱状図)を揚げ、 を概括していく。

A地点(調査区西側南壁で観察している。)

I層 黒褐色 (10Y R3/1)粘質土、耕作土(水田)。

立層 黒褐色 (10YR2/2)花炭質粘土層、植物遺存体を多く含む口

田層 色 (10Y R2/1) 、植物遺存体を多く含むがIIJ吾より少ない。

N層 時オ 1)ーブ灰 (2.5G Y 4/1)砂層、泥炭質粘土層が刺し l 状に入り込む。

V層 黒褐色 (2.5Y 3/1)泥炭質粘土層、植物遺存体の混入度合は町層より低いo

VI層 オリーブ灰 (2.5G Y5/1)砂層、泥炭質粘土層が筋状に入る。

V!I層~医層 {l予、層と泥炭賢粘土層の混合土、 VII層-砂 4:泥 6、珊層-砂 2:泥 8、医層…砂8

:泥 2の割合。

X層灰色(7.5Y5/1)砂礁皆、地表面から 1.8m程で還する。

B地点(調査区中央北側で観察している)

I層 黒褐色 (10Y R3/1)粘質土、耕作土(水田)。

百)扇 黒褐色 (2.5Y3/2)泥炭質粘土層、植物遺存体を多く含む、混入度合は A地点V層に

田層 灰オ 1)_ブ色 (5Y 3/2)砂層、植物遺存体を微量含む。

町層 灰オリーブ色 (5Y 砂層、植物遺存体をごく微量含む、日 ~N層の層境は不明瞭。

V層 時オリーブ灰色 (2.5G Y 4/1)砂層、いわゆる青[沙層、植物遺存体を含まない O この層は

少なくとも70cm下までは続き、次第に堅い砂層となっていく。

C地}，';i， (調査区東側北壁で観察、 J土層中の口印は花粉分析のためのサンプル抽出地点)

I層 黒 色(10Y R 2/1)粘質士、耕作土(水田)、しまりあり口

E層 黒 色(lOYR1. )粘恒三仁、耕作土(水IT!)、しまり弱。

E層 オーリーブ黒色 (7.5Y 3/2)砂層、植物遺存体を多く含む。
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調査の記録
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蟹子沢遺跡

w 

第133図 土層模式図(東一西方向)

町層 オリーブ黒色 (5Y3/2)、泥炭質粘土層が筋状に入る。

Vl者 オリーブ(5Y2/2)泥炭質粘土層、しまりあり、砂質土をブロック状に含む。

円層 黒褐色(2.5Y 3/1)泥炭質粘土層、しまり弱。

砂礁 }，:~l

l沙鉄}';'1

VIT層灰オリーブ色 (7.5Y 4/2)砂層、問・ に比較し砂粒が粗く大きい、下部に植物遺存体

多く含む口

珊層 黒褐色 (2.5Y 3/1)泥炭質粘土層。

IX層 オリーブ黒色 (5Y 3/1)泥炭質粘土層。

X層 灰色色(7.5Y 4/1)砂層、粒は細かい、 1:部に植物遺存体含まれる。

XI層 灰色(7.5Y 5/1)砂磯層、径 5~2伽1mの砂利層に径70~8伽1mの礁が混じる。 A地点 X 層

に対ー応できる。

前記 3ケ所の土層断面図と残り 3ケ所の観察記録を基に、遺跡、調査区全体としての十層の

堆積状態を概念的に模式凶に表すと第 133図のようになる。まず耕作士以下の土層は大きくみ

ると、砂層と泥炭質粘土層から成る。それぞれ単層として堆積しているもの、砂層中に泥炭質

の植物遺存体が含まれるもの、両者が混合しているものなと令バラエティーに富む。泥炭質粘土

層としたものは一時更に植物遺存体を含む泥炭層と把えられる。ところが、蟹子沢では調査区の

両端部を例外(第 131図参照)として、植物遺存体が腐食しきっていない状態を示し、かつ遺存体

の街陪がやや粗であることから、泥炭層という名称を月干しミないことにしたc

中央部に突出して位置するのが砂層で、ほぽ平坦で、ある己[沙問は固に向かうと急激に

ち込み、泥炭質粘土が次第に厚く堆積してしベロ同層仁ドには厚さ 10~20cmの砂層が幾本か話

:[犬に入り込み、下回では泥炭質粘土と砂が混合している口さらに下層には基盤とみられる径 5

~20rnm程の H'礁層にj主する。 1沙J諜!百は南西端を最高{立として急速に iブじみ込んでいくようであり、
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f!{if~T-iJ(jJtlINr 

B.b也点 できなかった口ーブ1の京に向かうと [JLjよりはややiI:71やかに落ち込んで、 }rJi. 
i-I 

がこれを補完していく。ここでも筋状の する c 調査1-1-1央から りにも部分

的ではある み
つノ
) 

ぷ ~レ子〕トア、
ゴ-._一、

rti .'r'!J ，'f.f' 中
将えよよ1m~ ljJ ¥.. ~ d、 [二ド:二さ 10cm程の砂層を

挟むが1.5m掘り下げて手;(沙府而には速しなかったりこれより[-:は沼本と iWJ壁崩落のおそれが生

じたため、掘り Fげを!祈念せざるを得なかったりまた砂J~r;; 1こl'にはごく薄し'fd;、鉄の)討も確認でき

ふ

J~

2節 出 土 遺 物

により得られた遺物{土、縄文土器、ブレーケ及び土日rij器、

軽石などである。前者は{沙層 1:出あるいは砂昭仁1-1より、 f走者は泥炭

で、ある。

li勾凶器、

より日1.::]二したもの

1 縄文時代の遺物(第13図-1~3~第139 図-58~位、図版57~図版59)

該期の遺物は、日 B50を!こ!こi心とする径 4m程の範f:Ji'1に集中する。 i:H土層伎は砂崩面iで、あるが

しきっていない植物遣存体がいくらか混じる。第 132lXl B地点の土層図でみると、田 .rv

層に相当する。遺物は TI層からも少量検出されるが、 VJ百の青ji予層からは確認できなかった。

から出土した縄文土器は、後期中葉に属するものと晩期終末から弥生時代初めに相当

するものとの 2つに分かれる。前者を第 I群、後者を第日群土器として記述する。

第 I群 1類 I(第135図 1、図版57、第1371豆-5 ~16、図版58)

1 は体部中央で屈曲する深5本形ゴ~ t~fで、ある。口特ì':f [j はその内íHlj でnr::厚 L 主をつくる。主主

外面と、体i;flj中央の出曲部分には刻E=J列が 2段にわたって施されるが、刻目は沈線開を器面に

対して右から左の方向で剥ぎ取るように行われている口{本音[j中央の屈曲一部より j二で、は 2;詰ーの縄

文帯1=1=1に O段多条の RLとLRの縄文を横位凶II示施文して羽状縄文を表しているが、 I-_ド段の

縄文帯とも23面の 1/8問分千正に羽;[犬縄文の方向を変えている。縄文帯の!出の無文帯は深く出り

込まれて、地支縄文部分よりもかなり低くなるが、器而~I日冬行向は立で、ある乙;士線も施文後

をうけて 111M}よのものになっている ο 付与'fI~ 1[[Ii'fi;lJ 1':にはフラン

によコて 4単{け市かれている口京15丈'j:J[l-¥出とi百].J:f長2 を弔

いての~]:]~[犬縄文て、あるが、 一、 h

~ 

r:n r.t:J斗1 ハ ・ 1

¥d-- と問中止されているものの、民主I~

jI [ く で は そ の 土 かなりパヲついている、民間 ii'!'[かであ 一ih
J

一
一
日
叫

んで弓
し/一

.~ I 、 11 ・ 12 、 14~16 とも同一íI抗日本であるこ
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蟹子沢遺跡

。 10cm 

第136図 遺構外出土縄文土器(2)

8(土、鉢形土器のn:n曲部

分の破片ーである。

に2条巡らした沈線開に

を下から上ヘ

突き刺すようにして施文

した刻日列が並ぶc また、

この刻日列の下に;よ RL

の縄文の回転方向を変え

て表現した羽状縄文が施

されている。

9は小形の鉢形土器か、

査形土器の口縁部破片である。 o段多条RL縄文が施された後、沈線が描かれ、磨消されてい

る。

第 I群 2類(第137図-17、図版58)

無文で、研磨された器商に条痕文が縦にひかれた土器片である。 にもナデ調整が丹念に施

されている。

第1群 3類(第137図-18、図版58)

撚糸文の施された土器である。撚糸文は Rの原体を用い、器商に対して縦に転がされている。

第 I 群 4 類(第136 図-4 、第137 図-19~29 ・第138図-30~46、図版58 ・図版59)

全面縄文の施される深鉢形土器である。いくつかの同一個体破片が含まれる。

第 137 図-19~25; 口唇部が水平に切れる深鉢形土器である。僅かに内室ぎする口縁部以下R

L縄文が全面横位に間転施文されている。飴土には砂粒を多く含んでいる。

第 136 図-4 、第 137 国-26~29; 器形は口縁部から直線的に降りるバケツ形に近いものだ

ろうか。口縁部以下0段 3条の RL縄文が横位に回転施文されている。内面は横位の調整が了

に施されている。胎土は精選された粘土が用いられている。

第 138 図-30~35; いく分丸味を帯びた口容部をもっ深鉢形土器である。 にはRL縄文

が横位および左上一右下の方向で回転施文されている。

36・37;器面に O段多条の RL縄文を構位に伺転施文しているの胎土中に砂粒を多く JTむが、

焼!えは良好である。

38~46; 第 137 図-19の土器同様、口界部がいくぶん丸日未を帯びる深鉢形土器で、ある。

には 0段多条の LR縄文が横位に回転施文されている G 内面の器面調整も丹念に行われているの

日台土に砂粒を含むが焼成は 堅散である
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第137図 遺構外出土縄文土器諾影密(1)
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m苧: 調査の記録

京日
jHj I 

ノミ 1
rHI ¥ 図-2 、 [~J版S7 、 区J-47~S7、図版S9)

社交!の46を除いた他の資料は全て第 135図-2の土器と同一個体の破片である 5

2は頚{;-!5で、1:1:，E!:!3する鉢11三仁誌であるυLR のJ紫紺を I=J~;一致 {fijJ:端と頭部}ffi，出 1" で、備校:IIIlr伝施文

して斜行縄文を表し、{宇部 f-.一左下の方向で!11111足して 7
9
 

を表している 3

の屈曲{fl日立は十首位にナデられて無文になる。体;'fi5の随所に縄文施文前に施されたハケ 1=1調整の

痕同 されるつ/、ヶ 1=1 {本(fiji: )1: 、[本;'Hj-F、1':では縦fi'i.(こ施される ftflr句がうか

-/，;'手ス
"円L 0 

1-1ト
弓ミ2同

三zわかり:トム)'ffll )よれナ f長11{わされナハス 'h;;' 抽出-/，)"'1'1;:/拝時!十 I]{，たハ -1?ミ
j .... i__ TJ-I-.L.. i.J ; TJ ."ノ刊し 、よて If -'- 刊し 、 ~ -CJ iJ 、ノゾし，)ん f-.l 1l • ..!J、¥、llt-fとE二哲司、 lJft.:.v ~ 0 苛 v

も、頭部の信，曲する破片ーであるが、第135図2の土器に比べ屈曲の度合がノj、さく、 11将吉15の断面

形が丸l味を帯び、器壁も!手l'o 鉢とするよりは警に近い形状をもつのではないかと忠われる。

に横位に方包された J¥ケ日

ある口

石器として 4 点の争IJ片が出土している(第139図-58~61 、図版57)

58は鳴瑞製の剥片口本来は閃の正面{J!!Jの右下辺にのびた形状のものであろうが、折i析された

る。胎土は された粘土が用いられ焼成も良好で、

痕肋;が残る。打由ーの両'fHlJの縁辺が鋭く、かつ刀紋として使用された痕跡、の刃こぼれを残してい

る。 59は頁岩製の剥片口凶の下端はヒンジフラクチュアーとなり、また右ド端は折'1~r されてい

る。打聞の両iJ!lj縁に僅かながら調整剥離が加えられ、とくに打面の左側は突起様に作り出され

ている。 60・61とも または硬質泥岩製の剥片。 60は1'Z1の下端および、右側縁が折l折されてい

る。また左iJ!IJ縁にはお日かな調整ltlJ離が施されている。 61は、石の節離面に沿って割れたもので

あろう。折断面(同の左側面)を打出とするが、不規則な害1]れ方をしているの

8 0  
p 

60 

。

3き密

cm 
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蟹 hF~遺跡

つ の物 ( 第140 図版60)

平安時代のj宝物と考えられるものは、上手、 ある。 62{土、調査区東iHlJL D49 

から出土した土{刊誌序であるむほば完)jヲとなった。出土!日伎は泥炭吹粘土層 j-_tll.でめる。本I11

に長く没していたせいか、 23面が出色を呈し、全面にヒビ、';I{I]れを t:)こし、遺存状態は良くないυ

)丘l;fllはU1I1伝糸切り、外面ロク口日の r:f1J凹は顕著で、ある。歪みがあり、 ui王11.2~ 12cm、

l.L'( i王4.4cm、弓4.9--!1.3cmをItl-il1iJする己 6.3・ 64は 尽か

，-1どか LLI "'< -I勺争、 Cつ1ふ ! 仁 rL" 1ぷ三ザレ r J )  

つT'fと I-Lic: し々 I，__O U0~cト lJ'\. I I t二~~ごとし、

十i燥のタタキ Hを外国にもつ O

h h 斗ー仁::j ，.j-，;ヱゴ iーャコ、非うて ず -r.、マ r' A' ム r-.~ 亡1=/"- _デて，./-;プ

ア ア マ l::c:I、 iノ'JLlU) -; C::-1 J つ\.I; ~r，;) o OLH d-/火下手に~ c.. '1Yi--J-

が15mmほどある口この{也、土nflj f，i~t手の k支部 1î皮片が1，点ある。

3 Ih世以降の遺物(第140図-65~71、図版60)

ここで紹介する陶磁器類等は調査区東側あるいはi担保IJの泥炭質粘土層上位で十九吐11されたもの

である。 65は、r:!占り付け高台の血である。高台貼り付けの後、底面から畳付まで削りによる整

形を行っている。見込みには青緑~緑色の手!IJがかけられ、蛇ノ円和1/¥ギが認められる。外国は

淡黄色の柑がかかり、日音赤出色を呈する細かい員ー入が広がる。胎土は灰黄色をしている。内外

国とも光沢を放つが、見込み蛇ノ自利1/¥ギの部分のみ光沢が失われ、テカテカの状態となって

いる。器使用頻度の高さを反映しているものであろうか。 66も台付の皿である。畳付以外に灰

色の科がかかる口全面に貫入が認められる。胎土は時灰色を足している。 67は、瓶もしくは灯

火具の底部と思われる。民間には削り出しによる低い台が作られている。胎土は灰白色で¥青

日未がかった淡緑色の軸がかけられている。利には気泡が混じるが、光沢を放っ。 68は瓶の頭部

破片である。胎土は灰色を呈し、外面に緑がかったオリーブ灰色、内面に濃緑~濃茶色系色の

和1がかけられている口内外面にも光沢が顕著で、ある。 69は染付の血である。底部;は碁筒底と呼

ばれる形態を示す。見込みには淡青色の二重圏線が描かれ、その外面には暗オリーブ灰~緑灰色

を用いた文様帯が形成される。透明和はここから外面全体にかけられている。外面体下半部には

削り出しによるわずかな段が観察できる。胎土は灰白色を呈する。 70は1.81転糸切り痕をもっi"r'Fi

鉢である。推定底怪は10.2cm、内面にはヘラ により斜格子状にわろし白がヲlかれる。だ

いぷ使い込まれているようであり、部分的にむろし日が浅くなっている。色調は内面が灰色、

外屈は品色である。 71は土師質の土鎮であるが、月台士を見ると '+J世口降の可能門が高く、こ

こじ入れたものであるむ lま さ4.2cm、 .3cm、 2q をはかり、径 8~ 9mmの

孔が手たれている c 色調は11月間色で、焼成良好である口
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第 2 調査の記録
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蟹 h尺j立跡

延べ11日間の

ろんであるが、

3童まとめ

の;J¥_路;'flj分 500li-i'を完射した v 本遺跡の調査(土、

(ここで、いう !Ll'l土泣物の採集を

もち

していたむ

手i~ ~.~的(こ(土その t 1 できなかマノた二 しかしながら ~.I:I にむいて!出られ範凶 1)すから縄

子T -J...勺 z仁科三 rhAf11守士主.，;-L!'寸-:z→ レムご-7勺与ヴヘ → 
月、ーし lnI (工叶ミご '1".''J '~'l 火 rJ""I j roJ '- iJ ¥... 己 o '.._ー

に向かつて{沙の堆積がくなり、泥炭f付r1i土層が次第に

/ 
¥ 

I -r I 、T
'- v ~ 弓ごJ

1/) 下El、TI
J 、InJユこ土

していくハ仮に砂N!i面を生活面と

すると、造物の集 +1 J;色}-~~~\が最高位で、平:l:Il面を形 IJ交している。さらに水はけの良 pJ湯舟?でもある。

これらのことから、;立t0Jが出土した!守点(二 fゴい えれプけよ、ーー ャ 、、 '< 1 ，- U 

これを明らかにすることはできなかった。この Ir~!-;i\ で、は j宝物jがを{込っているのか否かにつ

いては不明と言わざるを得ないc

j宝物接合関係をみると、大形の鉢形土器がそのJ坊で潰れたかの存'[{イ;[1をおしている。さらに蟹

子沢遺跡周辺に縄文時代後期中葉の遺跡が今のところ知られていなし~これらの状況証拠は、

蟹子沢の縄文土器については流れ込みによるものではなく、ほぽ!京位置を保っていたとするに

はJ7・急、であろうか。

なお、第132図 C J;也{~~~î，にむいてサンプリングした花粉分析の結果は日IJ編に示しであるの
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十二林遺跡
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ト二林遺跡;

@ 

STA No295 

¥、

第141図遺跡周辺地形図
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第 I空発J問調査の概要

第 1章発掘調査の概要

第 1節 遺 跡 の 概 観

!-二林遺跡はi昭和61年度畠ゆ された寒1111 rHf!IIJに沢を lつ隔て し、八

能代道路建設にかかる埋蔵文化財包蔵地としては、能代市方向から数えて 3番目の遺跡にあた

o 

7号線沿いに秋田市方向から能代市方向に向かうと、能代市南部の浅内地区で成合、福

田、右下、寒川と 4つの集落を通るが、ごのうち石了集落と奪)11集落がそれぞれ立地する台地

に狭まれた舌状台地部分が遺跡(こ相当する。石 r集落と寒川集落の立地する台地の間には、国

7号線をはさんでちょうど浅内沼の中央部に接続するように寒川提があり、この寒川提に関

口するように沢が東にむかつて伸びている。十二林遺跡の立地する舌状台地はこの沢を 2つに

分岐させるように北西側に突き出している。遺跡は現在の日本海汀線から3.3km西に向かった

標高26mほどの地点で、ちなみに JR能代駅からは6.6km南にはなれている。遺跡のある台地の

南北両側の沢地は現在水田として利用されているが、台地上面及び斜面については、西側の台

地付け根部分が開墾されて広く耕地として利用されているものの、先端に近い側は雑木の生い

茂るままにまかされている。しかし、かつてはこの台地先端側も耕地として利用され、また雑

木が生えるようになってからはそれを原料とした炭窯が営まれていたらしい。現在の地表面に

も畝の痕跡をとどめる高まりや、長窪 2m程もある卵形をした炭窯のくぼみを見ることができる。

八竜能代道路はこの舌状台地を南北に切り土して通す工事計画であるため、調査区は舌状台

地の先端部から西に150mはなれた地点に、南北約120m、I幅40mの範囲で設定された。また南側

の沢地(蟹子沢遺跡)に面した斜面は比較的緩い傾斜地であり、遺構の存在も予想されていたた

め、この区域の拡張して調査することとした。結果的に

側斜面の拡張区で300ばである。

した面積は台地上面で4，500ぱ、南

前年度に実施した調査区内 、台地上面の調査区のうちおよそ北半分は遺構、

遺物の存在とも希薄で、最終的な遺構確認、面である地山までの深さも浅いことが知られていた口

またこれとは逆に南半分では遺構、遺物とも密に存在し地山までも深く、遺構は部分的には重

しであることが確かめられてむり、斜面で、は鉄j幸、 i漬貝恵恵、器片のl出i

る可可-能性も考えられていた口この範囲確認調査の成果は本調査実施後の知見と一致し、

遺跡の主体をなす平安H寺代中~後期には台地の南側がむもに利用されていたと考えられる口
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十二件遺跡

次に台地 l~ を第142[X!に示し、その誌記を幻下に記す。

( lOY R2/;:)) 表土f婦、かつての耕作土でもあるつ似による

でいる出で、レンガやlE'i[J'鉄など近代の物が含まれる

立国 黒褐色(10Y R2/3) tEiミくしまっている υ 手r1îYIっ土なく、粒子が~IH かくサラサラ

1 JI詳 弁うけ

している。炭化物を少量混入する。

!日用 ( 10Y R やわらかくしまりなし むよじだrトブロッケ、炭化

物を台 の土師器をどのj宝物が包含されるョ 臣層{土台地 J:百二!と半

いものの141半にゆくに従しミ次第に層厚を増すη また もやや粘内を

るように漸移する傾向が認められる。

町層 褐色(10YR4/4)やわらか〈、柏戸1:弱、黄褐色粘質土の粒、小ブ口、ソクを混入

する。 v層 1:部のj新移層である。

V層 黄褐色(10Y R5/6) ネ/i質士、最終的な遺構確認而であり、この層以下がし=わ

ゆる:l:ill山層である。

この他に、基本層住中に部分的に挟在する層がある。

A層 褐色(10Y R4/4) 十[1対局色(10Y R3/3)褐色土は堅くしまったブロックと

してj昆じっている。

B層

C層

( 10Y R2/1) やや堅く、粘性はな Po 炭化物を

( 10Y R2/2) やや堅くしまっている。粘性はない。

に混入する。

分 。

炭化粒を

D層 ( 10Y R2/3) 堅くしまっている。手r1j性 く、地山の黄褐色粘質土の

小プロソクを含む口

また、南側斜面の拡張区ではこれと異なる が観察されたが、それについては、拡張区で

検出された遺構の項で併せて 令。

第 2節調査の経過

5月11日から 11月14日までの期間行っている。以|マに日誌から抜粋して調査経過を記

口
U

1
・ょ

守
1
i

H
け

に
U 資 j;;1'般人前の進入llJQ されるまでの問、 1:=i:;Z'の

小人数を配し、ブし!\ブョハウスむよび，r，~E車場用地部分約1.100m'ついての調否を行うことと

する。調査地は雑本伐採後の切り株が残 n、i支葉が散乱する状態で、あったため、r，J，¥J査予定地内

のメIJり払い作業から行うと 5月141:::1、 ;{IJり丘、い作業を終了し、フレハブ JIl地内にんー限杭打
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第 i章発掘調査の概
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十二{和室跡

を行うのまた表土除去作業を開始する o 5月15日、哩蔵文化財センター

5 月初日、調査区内に溜め:F::/いたおI~土が一杯になったため、新たな

f41::土については北側斜面に運搬する。平安日寺代の緊穴住居跡]軒を検出し、また遺構外からで

はあるが土師器皿などの土器が出土しだす口 6月 i口、十二件遺跡の調査是正、本日から 1週間福

を再開し、遺構確認作業を行う。 6月13日、十

一林遺跡のプレハブ用地わよび駐車場用地については遺構の拘111，をほぼ終える。特穴住居跡 (S

102)についても精査を開始し、住居跡内から土師器郎 2伺体を出土するコその他の遺構J土、土

坑 5基と焼土遺構(土器焼成遺構;S K09) 1基であるが、これらの中には、縄文時代の土坑(フラ

スコ状土坑;S K04、SK08) 2基が含まれている。 6月17日、 SK09について半載した結果、

と忠われる焼土塊が検出される。 6月23日、プレハブ予定地内

を終了し、写真損影を行う口 6月25日、調査区内にj留めわいた排土を北側斜面に移動する作業

を開始する。£た の北側から沢を渡って遺跡内に入る進入路が完成する。 6月26日、 55

ラインから南側の調査区に方眼枕を打設する。調査用プレハブ・ハウス 4棟の設置を終える。 6

月29日、 60ラインから南側のグリッドの表土除去を開始する。 7月 1日、作業員数を40名程に増

やし、表土除去作業を継続する。 1 グリッドに 4~5 名がはいり、表土に相当する第 I 層制草さ

10cm程ではぎ取ってゆく。第 I層中には若干量の遺物が包含されているが、この時点では土師

器杯、警の破片と僅かな鉄棒の出土が確かめられている。 7月6目、斜面を除く 39ライン以南の

方眼杭の打設を終え、台地上面の調査区についてはグリッド設定を完了する。 7月7日、斜面部

分の表土除去のため、ホイル・ローダ一、ベルト・コンベアーを蟹子沢遺跡側に移動する。 7

月10日、路線内の南側斜面のうち、西側の急傾斜部分についてはグリッド方式によって表土を

除去し、東側の比較的緩い傾斜の部分については A~E の 5 本のトレンチを傾斜方向にそって

いれて調査を続行。トレンチのrtffiは 2mであるが、結果、西側の急斜面では遺物の出土はなかっ

たものの、最も東側に位置する E トレンチ下部で鉄淳および須恵器片が出土する。 7月11日、

台地上面の表土除去は一応完了し、第E層の掘り込みを開始する。また、併せて表土除去の際、

土層観察のため残した畦を除去する。 7月18日、調査区南側の表土を除去した第E層中で竪穴

住居跡の存在が分かるようになる。この時点での竪穴住民跡はおもにカマドの焼土の広がりに

よって確かめられている。 7月25日、斜面倒の表土除去を終える。遺物は斜面東側の部分を除

いて日立った出土がなかったため、 この斜面東側を中心としてむよそ300m'を拡張することと

し、他の斜面部分については調査を中断する。 8月 1日、第阻層上面の精査(遺構確認作業)(土、

48 ラインよりも ~tfMlJ のグリッドについて京冬了するつ j童f普の争責出はさほど多くはないカヘ S K124 

の土器焼成遺構が険出されている D また第 E層中には土自li器師、警などの土器片が包含され

てわり、これら平安時代の遺物が帰属する遺構の構築商は第盟層中から第五J層までの間にある
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?f;l主主 発問調査の概要

と考えられ、 48ライン以市の遺構確認作業は第百層ま げておこなうこととする。 8月20口、

野しし の集積笛所 2基 (SN 102、 SX を検，~H する。こうした中にはフイゴ

羽口の破片も含まれている。かなり破壊されてはいるが製鉄炉跡と判断する につ

いてはこのH主点までで、 S122、S167、S152の 3車干の中市郭をとらえている。 8月2511、::fU毎

道大学、天野哲也氏来跡。 8月29日、遺構確認作業が進み、竪穴住居跡 lfl汗S183を追加検出し

ている。またこの時点までに線認された土JjL数は約50基に七る己 8月27日、調査区の北端、，¥U

を品売けていた S1 02につい 企 -In& -;;""" l 11 __， ー . 、 ム-~' __.....，' ・・ ， -
(t'i"Pそ子 j し、 ソノプイ/一ノ・ 7 一ノ/レ・ 7Jメフ

-システムによっ を撮影する。 8月31日、鹿角市教育委員会、秋元信夫氏

来跡。 9月1日、奈良国立文化財研究所、工楽善通氏来跡。 9月2日、調査区南端に確かめられて

いた近代の炭窯、 SN88、SN を開始する。レンガ、 などが出土し

ている。土坑についての精査が進み21基について精査を終える。土坑形態には円形、情円形な

ど様々な種類がある。 9月3日、調査区の南側斜面の東端300ぱ部分について拡張作業にはいる。

蟹子沢遺跡に近い最下部で、は若干の湧水があり、地山商までの掘り下げが不能な状態にある。

鉄淳、須恵器片の出土が多い。 9月 7日、南側斜面の拡張区での遺構確認に努める。鉄淳、

器片に混じって製鉄炉炉壁片が出土しているが、製鉄炉本体の検i1~， はなし ~o 9月9日、台地上回

調査区の南半で検出された SD206、 SD207、 SD208、 SD 209の覆土を掘りドげる。 9月16

日、竪穴住居跡 S194を検，!J:l，する。確認時、覆土中央に大きな木恨による撹苫しがみとめられた

が、輪郭そのものへの影響はない模様。南側斜面の拡張区では、本来の地山である灰褐色~黄

褐色砂質土を覆う黒褐色土の j二にさらに黄褐色の再堆積層が被っており、この再堆積層、黒褐

を掘り下げての遺構検出に努める。拡張区の中央で大形の製鉄炉炉壁片を検出する。 9月

25日、 S152竪穴住居跡 '~I::j央から 26個の土錘が出土。南側斜面の拡張区では、製鉄炉炉壁片の

東側から、焼土化した壁面の簡に木炭の堆積する遺構(SN220)を検出する。焼土化した壁の

中央にベルトを設定して掘り進む。 9月29日、 SN220については出土する遺物が木炭に限られ、

炭窯であろうと判断する。 9月30日、 S122、 S194については拡張された住居跡であること

が分かる。南側斜面拡張区の SN220東側に検出された SN221を半載する。鉄j宰と細かく砕け

た木炭が多量に出土する。 10月 5B、近代の炭窯、 SN88、SN89の北側に検出した竪穴住居

跡 S1 101の覆土を掘り進むの住居跡の南側は炭窯によって壊されている口穴沢義功氏来跡C

10月6日、 SD221の覆土をf屈り!-.げる。i蒜底に1.5m程の間隔をむいて柱穴が穿たれていること

が確認されるの南側斜面拡張区の SN220は覆土を掘り進λだ結果、北京一南凶に長い

あることが判明したが、この窯体東脇から焼土によって縁どられたピットを検iLれする。窯体内

からみてその関口部であろうと判断された。 10月14日、竪穴住居間;S 1 22の中央

に険出された土坑P 3 の覆土中から土日中器l{~ 2 HI'ilが重なった状態で出土するつドにあった尽の
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ト二件i立引:

内面には漆:1犬の樹液膜が認められた。竪穴住居跡 S194の南側にさらに 1軒寝穴f下回跡 S1 108 

を検出し、覆土を掘り始める。覆土仁ドには炭化材、焼土が多量に混じっているロ南側斜面の S

N220先端部から南東におよそ 4mほ eど離れた笛所の土坑状の落ち込み(S K 222)内から、 10数個

体分の土fj市器杯、警が出土する口 10月22日、当初土坑と忠われていた SK77が覆土を掘り 1:け‘

であることが分かる。 40ライン北側で、逮捕外の柱穴を探し、掘り!二げる

S 1 94竪穴居跡の東側では、竪 ある掘立住建物跡 SB 144が検出さ

t1ヴ ム F 円「円ーノ、、、 11 下付
l'do ;::J::iニ、 j;;:; • jj?  ，-， -/ア ， } ツ iー に ¥cト局長し

s qハ 十件 山戸 ト主 1 日 ()A円Aρ00百'r¥ぺii 17 V o io f]ム吐l---I、

南側斜面の拡張区で SN220の焚口東側から青灰色に還元した窯壁を検出する。窯壁はli!fl結し

からなり、幅80cmほどの問問をおいて 2列あり、斜面!二方にむかつて伸びている。窯

間からは、須恵器警の破片が出土している。 SN223とする o 10月27日、思穴作詩跡 S194 

の南西側から新たに 1軒の竪穴住居跡 S195を検出し、覆土を掘り始める。 南側斜面の拡張伎

で検出されていた SN223は、地下式の須恵器許窯であることが確認される。斜面をくりぬいて

をつくっており、須恵器禁の大破片が出土し始める。またその先端は土師器郎、警の出土

した SK222に向かっているように予想される。 10月28日、山本町小中学校の社会科教員、 永

瀬福男氏ほか来跡。 10月29日、 SN223の須恵器出土状態の写真撮影。須恵器は警が中心である

が、中には邦も混じっている。武田孝義氏、小林嘉兵衛氏来跡。 10月31日、若松鉄四郎氏来跡。

日新聞、秋田魁新報取材。 11月4日、台地上面調査区の遺構について覆土の掘り上げに関し

ては、ほぼ終了する。竪穴住居跡はこの段階で12軒(うち 3軒は]回の建て替えが行われている)

と確定する。 11月 7日、 SN223については中軸線での断面図作成を終えるの窯壁先端の煙出し

は、やはり SK 222坑底部に閉口しており、 S K222に投げ込まれた土師器郎が一部 SK223の

煙出しをったって窯体内覆土中に混在している。また横断面には、 トンネルにくりぬい

の天井部が焼土化したアーチとなって確認された。午後 2時から現地説明会を開催。 11月9日、

浅内小学校、中川校長以下教員一行来跡。 11月10日、航空写真撮影。 11月14日、斜面倒拡張区

全{本のリフテイング・ケーブル・カメラシステムによる を行い、台地と面についても

調査後の全体写真撮影を行っ を完了する。 11月初日、プレハブ・ハウスの撤去、

発掘資材の搬出を行い、解散する。
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:)，12 ~í 調査の記話

第 2章発掘調査の記録

第 1節縄文時代の遺構

縄文時代に帰属すると判断された遺構には10基のがある〔このうち、 2基はフラスコ:[夫

あり、他の 8基はTピット(si告し穴)であるつフラスゴ状土坑は調査[弐の北側、フブコレハフブ
合

用地内で

V層上面がが、j遺室1構薄確認認、面で、あるが、 Tピットの中に

その上部が削られて検出された例もある。

1 .フラスコ状土坑(第144図、図版62)

S K04第 1号フラスコ状土坑(第144図、図版62)

調査区の北側、 LH61グリッドで千九I-!-'Iした。

を除去し基本層{立第V層まで下げた段階で、時褐色~極時褐色土が同心円状に広がるプ

ランとして確認された。確認面でのプランは東西に長軸をもっ楕円形である。断面観察を行っ

た結果、覆土は12層に分けられた。これらのうち、坑底部壁際に堆積する10層.12層が褐色~

明褐色を呈する壁面崩落土で、坑中央に堆積する 9層・ 11層が暗褐色~褐色を呈する坑外から

の流入土である。前者、後者とも互いに他の層の間に入り込んで互層に堆積するが、フラスゴ

状土坑埋没過程の初期堆積層が、このような互層をなすことは、とりもなおさず、その土坑が

関口した状態で放棄され、自然堆積のままにおかれたことを示している口また、坑中央部に土

坑を塞ぐように堆積する 7層はやはり褐色を呈する壁面崩落土で¥この層の堆積時に大規模な

関口部~頚部の崩落があり、その時点で土坑の埋没は完了したと見て良しh この 7層より

に堆積する黒褐色~暗褐色土は地表面に残された凹みに、タトからの流入するのと同様にして充

填していったと考えられる。第 144図 1の後期前葉の土器はこの 7層中からの出土であり、

本土坑が構築-使用ー廃棄されたのは、この後期前葉以前である。

平面形は関口部が長iji自の長さ2.2m、短軸の長さ 1.8mの情円形で¥底面が径1.7m前後のいびつ

な円形となる c 頭部は長[11由の長さ 1.5m、旬軸の長さが1.2mのやはりいびつな情円形であり、そ

の長軌方向は北京一南西方向にあって、中心はやや東に寄る。したがって、本来の頚部が関口

部の中央にあったと仮定した場合、頚部の崩落は北京mlj・東丙側で著しかったと考えられるつ

間口部治、/;1.克面までの深さは1.8m栴ある。

第1441吋-1 中から出土した

線による文様が描かれている。 むそらく

である。深鉢形土器の体部被片であるが、器面にはdc

な矩形!又i前の沈線を 1:ドに重層させ、また横{立に
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十二件遺跡

Ao-一

A~=26.000m 
。一一“

モF
Ao-ー

SK04 

A~=26.100m 
。一一暢

lJ.:'I !J)ill音褐色 (7.5YR :il M段、 fLs1t!i土少なくかたく L

てい匂コ炭化物微弱nH(が少ht混入一
2 !i百 十.I.¥1よj色 f]OYR 3 討に北 i政し孔15~f 刀・少会くしまっ

いるc 悦it:i!JJhI(7)ィ人も少ない J

') 月H記色 rlOYR2!2)r占1'1‘な L、孔ドi;(占tt<んトう¥!i

i炭そ{化ヒf物句析{峻有祁捌!打!吋*，'(パ、 作焼1:ι一了士一
<1 JI肘i封'I 11吋i昨古幻f筒局色 (は]0Y R 3/4) I'tJj t釘T、J孔しF附1;京，;uはまイ歩少!.-'、なく Lまつているつ

炭化物粒、黄褐色土校ig人υ

一一DB N1 11奇褐色 (7，5YR3/4) frlj'!'i:(大).fU却は少な¥)"フロソ 7状

一一oB

一一。B

にJ詩人 Lだ土であ

61¥1 niH，品色 17，5YI{:1/3) M'!氏、干し~j~がありやわらかいっ黄間
色土粒iEE人公

7府褐色 (UYR2/4)もlii't(大HU~u土多くやわらかいr 黄

tEJ色す:か賞f:I};にJ見人!1tfげらj片(ftl印刷fJ:J-1マ古Ijで多

υv 遺物(土r:~}-;-)を含む)

8 f，;言 明褐色 (7.5YR5/6) M'i午、孔隙は少ないつもそilliの崩詳し

かけた土。

9層褐色 (7.5YR4/6)M賀、fL隙が多くやわらかハポソ

ボソしているο 茂褐色土がJ¥.flkl:混入っ

lu射 日月褐色(7 . 5 Y R 5 / 6) f!fi.かにM'l't、緩めてfLs慣がt~ '0や

わらか(ソボソしている~笠原の崩落土υ

w詩 Ili'H易色(7，SYR3/4) Mt号、孔隙ややあり、 10層と上ti絞す
司仁 t ..J- ~. 

匂こし正つ ll)gハ

12層褐 色( lOYR4/6) f.r!i'Cf 、キメ~1lIかいが多~u'tでやわらか
"0 ¥j[而崩落二1:。

]層 ;s，褐色(lOYR2/3i褐色土(lOYR4/6)粒子微量、炭

11二牧l少笠混入、c 土は非常にかたくしまり、粘1'1:弱υ

211>i 1111-褐色(10YR 3/3 )褐色土(10Y R 4/6 )少豆、炭化物

少量混入。土は非常にかたくしまり、粘 1'4:弱。

3層 !五簡を~ (lOY R 2/3) U将より褐色土粒子及び小ブロソケ

多量混入。炭化物j少量混入。土は非常にかたくしまり

粘性7!Ilo

4府 県掲色(lOYR3/2)褐色 f二枚子及び小ブロ yケ少位、 nt
1ヒtIJJ少量t立入。土はかたくしまり粘性強。

5府補色 (7.5YR4/4)褐色土(lOYR4/6)多量、炭化

物微量混入c 土はかたくしまり、 M性強。

6 I司 祭褐色 (10YR2/3)補色土粒子及び小フロソケ多量、炭

ftt射殺jJf混入。土はやややわらかく粘性強。

7，!;i!; 褐 色(lOYR4/6)炭化物微lli:混入。 jこはかたくしま i)

制作1:弱。

8除i11官補色 (7.5YR3/31褐色土多泣、炭化物微笠混入。土l土

やややわらかく制作:強c

91，刊 誌j 色 17.SYR4/'い炭化物îirlif{ 1iki~ 人こ tはかたくしまり

もl性~~o

10静 褐 色 (i.5YR，1/61尚北物同町長入 i:はやややわらか

く柏i牛強r

11層 虫 r~ 色 (10 '1' R 31:2 i炭化物1吹 htf見へごイーは非常にかた¥

しま :)MI目安

片手潟色 17.5YR4/4i11層とi己!と二

第144図 SK04第 1号フラスコ状土坑・SK08第 2号フラスコ状土坑
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第 2章調査の記鈷

も たような文禄となるのであろう。 にはti英粒をはじめ径0.5mm程度の砂粒が多く混入

されている口焼成は良貯で器而に日立った剥?4午、有JIかな亀裂などは認められない。

S K08第 27手二(第144問、図版62)

の北側、 LG57グ 1) i ドで検出したら SK04からは18m白雨にj雄れた位置にある。

遺構確認、面は基本層住第百層で、黒褐色土の円形プランとして確認した口

覆土IfJrfl'i]はに分けて1m祭された口 5~再・ 7 屑・ 9 J百・ 10層・

れる ずパ、、、、 している。 坑底近く は SK041まど b ヴ

のhii~存土と jt わ

1 _ .1.-1- んj 、チァ

こJ-JLアh川L

人土が瓦層をなした堆積:f犬訓を示すとは言い難pが、中央部に堆積する 6I肩黒褐色士がレンズ

状の堆積を見せることから、本土坑もまた自然堆積のまま埋没したと考えられる。

平面形は関口部が長刺!の長さ 1.45m、矩ilil11の長さが1.3mの情円形で¥底両は長短IiIHlとも関口

部より 10cm税小さ目の情円形である。開口部から!直面ーまでの深さは1.0mである。頚部のくびれ

は崩落し関口部から底面まで壁はほぼ垂直に降りるが、坑内に堆積する褐色土の量はさ程多く

はなく、本来、頚部のくびれは小さかったものと推測される。

覆土iゃから炭化物が少量検出された他は、遺物の出土はなかった。

2. Tピット(第145図~第148図、図版63・図版64)

Tピットは、台地上面調査区の中央部に 1基 (SK T128;第 2号Tピット)が、中央からやや

南側によった調査区東際に 4基 (SK T45;第 1号Tピット、 SK T130;第 3号Tピット、 SK

T131 ;第 4号Tピット、 S K T160;第 6号Tピット)が、南側の平安時代遺構集中区内にそれ

ら遺構と重捜して 3基 (SKT159;第 5号Tピット、 SKT161;第 7号Tピット、 SKT165; 

第 8号Tピット)が検出された。調査区内の地形との関係でみると、単独で位置する SK T128 

は標高26m程の平担な場所に、また SK T45、SK T130、SK T131、SK T 160は標高25~26

mの緩余ヰ面の降り際に、そして SK T159、SK T161、SK T 165は緩余ヰ面を降りきったあたり

から調査区南側の怠斜面への降り際に位置する。

平安時代以降の遺構によって上部を自Ijられている例が4基あり、構築時の規模をそのまま計

測することはできないが、長さは凡そ 3~4m、幅は40~60cm、深さは0.8~ 1 mの範囲にある

とみてよいだろう。この中にあって、 SK T128は長さ4.36m、幅0.91m、深さ 1.33mという突出

した規模を持つ O 長ili由の方向には規則性がない O ただし、緩斜面降り際の SK T45とSK T160、

S K T131とSK T 130は、 それぞれの組が 6~8mの間隔を jヲいて、やや四に開く形で並列し

ている c 第 l表に{曲目Ijの矧模・特徴を記す

以上 8基の Tピットには遺物を作l中iした例はないが、そ

した口
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本サロ止呉川円一
十
恥
'二十

向。iaSKT45 

一-oBAo--

一一oB一-oDCひ ー
一一↑A-

j…ーoB

SKT161 

小、¥

べ¥¥〉
@ 

A← 戸 デ

H =24.000m 
l¥o--

てコ

一-oB

~ 

一一oDCひ…

務
SKT16H主記

l府 H古褐色(lOYR 3! 3 )掲色土粒子及び小フロソケ少没、炭

it物少量混入。.:l::はやややわらかく粘性弱。
2層 褐色 (7.5YR4!4)11奇褐色土がごく微量混入。土はやや

かた\しまっている。許lîl~Ej虫C

3層掲 色 (10YR41日) Hi 人物会 I~ 士はややかたく

てい-;lJ 粘陀強し

L34か

SKT45a主言E
l層 11奇褐色(10YR3/3)地山粒子 (0.5-5mm火)少量滋入O

しまりあり U

2瞬 時褐色(10YR 311[ )地山粒子少量(1f¥>iより多い)浪人

11<説との lì~l.l[:まはっきりしなしま;)あり、 lli'Iよ

りやや弱c

3附 言t渇色 (lOYR /6)主に地山粒子こしまりは 2府よ i)や

や弱ご f!jtt5主ご 豆在日間;二流入しともの:

41~î [!討結色 (7.~YR3/ι1) 1・!百よりやや明る 地1M立I-

を35E誌に合むカlIiH-:お色土が二とである。しまりやや弱、

結パベコあ n

ピット・SKす161第 7号Tピット
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SKT128 

H 
Aひー

Aひー

SKT128註記

SKT130 

l午j 黒褐色 (10YR 2;炭化物少量混入c 土はややかたくが!

1-=1:なし。

2 !習 1I奇褐色 (7目5YR 3i3) i1il色土(lOYR4!6i 少量混入「

はかた:村住吉5
j 除栃~: fl吋自討f褐j詰昔色 {げ7，5YR3/i)1信炭i:f化ヒf竹物骨却祈1i散校j主混メ人、 土;は上岩か2とく宇も料，1;'1

4層 潟 色[げ，5日YH. 4 i <1山)j炭焚{化tけf物持i数牧i誌式、 F掲司色 l上(げ7.5日Yア R4i3i 
!~ !jti昆人 士はややかとく、私性~J1]

5肘 f褐品 色 (けlりYH. :1 / (i )混昆人1物均なしへ !-'は工やム子i♂コカかBた<*結l占5十
6 I層ì~ 11青問色 110川YR :3!白引iいi;炭美{化ヒ1物却微微‘己誌匙t七j混昆昆ず人1、己 j土は土カか、た :粕性5弱5 

一一oB

一一oD

/ 

一-oB

一-oB

SKT130註記
1層 黒褐色 (10YR3!2i地山投 fーで小フロノア状:こ士、景混人。

しまり、約性ゃゃあり

層 階褐色 (10YR3!3).t色山粒子の混入{土 1弱よりやや多"

A 層 u者褐色 ilのYR3/3) 層と同じ、 MI'上2層よりややふり

1 褐 色(10YH.i¥l6) 1~3 片手粒寸二微量混入ω 地L11枯土の

一二次性焼土η しまり、州全あり。

第146図 SKT128第2号丁ピット .SKT130第 3号Tピット
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Aひー(、

SKT131 @ 
)--08 

A 

⑨ J-P~~しー
Aひ一:

1
6ロ

A~=Z3.100m 
。一一 Co-ー

SKT131註記 SKT159註記
l府 県褐色 (10YR3/2)地山校予をほとんと含まない。しま l層 黒褐色 (7.5YR3/11焼土粒子、炭化粒子微量混人O 土{土

りあり。
ややかたく M'i'l:弱η

2 Jq?i n音褐色 (lOYR 3/3)地111粒子小ワロソケ状に混入c しま

3 J~~ 褐 色 ilOYR3/41地tlJ粘土を主と寸るが30%伎は l

21I'I粒子が人り込人でいるコしまりあり J

Hi illHJiJg (lOY R 1)地ilJM:t小7 ロソク少量;混入己しま

りはあるが 1~ 3層よりやや弱ご

21習褐色 (7.5YR4/4)浪人物なし。土はかたくしまりNi'/'!:弱。

31，討 福 色 (7.5YR4/6)炭化校-H数民混入。土はかたくしま

ってハる。 MfB~lc

4 N1 R)j褐色 (7.5YI~5/ 日) ilE)¥.1却なしー土はやわらかく tl性弱 m

5 T再 開褐色 .5YR 8) 混入物去し f:はかたくもli!t強ー
6層褐色!lOYR4/6) ，';i;¥J見色 (7.5YR3/11 と11!じ伐に

混入=ー!二(土かだ1.'

第147図 SKT131第 4号Tピット .SKT159第 5号 Tピット
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A-Cι 

SKT160 
/ 

'..SD206¥ I口
、¥I SI67 

tぜ

会主酔目____.師 、

J¥¥¥¥ 
り

伝記

C 一一08

悼
V

Ao-一一

Hコ=23.400m
l¥O一一 Cひー 一一。D B 

SKT160註記
1府 黒褐色(lOYR2/3)地山粒子こく微及、炭化物微iit混入。

しまりややありつ

2廓 黒褐色 (10YR 3/引地111粒子、つロノヴ多量浪人c しま
りやゃあるか、 11弱よりは弱 J

3 b持 褐色(lOYl{ 3)地111役一!こ少な混入。しま n:2 fi再より
やや弱】 2層との!百J立ははっきりしない仁

第148図 SKT160第S号Tピット .SKT165第 8号Tピット
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ト--1'本遺跡

第 1表 γピット観察表

番号 i立構番号 柏 111
1 区 j去I1U 主ì! f~Î.cm) 長率出方{立 f持 考

l S K T 45 
L H48 

381 >< 60>< 100 
1， 148 

N-6r-w 

ムつJ S K T128 M C53.54 436 x 91 133 N-150-E 

‘つj S K T 130 
L F44・45

288 ><68メ106
\f~ ~I': 分調宣伝外。

L G44・4;:)
N-680 -E 

2当I〈T131i 1 L F46 
L G46 

307 >< 44 81 N -830 -w I 

5 S K T159 MB40 305 53 108 N-410-W 
S D 218によって切られる。

6 S K T160 
L H46・47

278>< 33>< 67 SI 67、SD206、SD207によって切られる。
L 146 

N -83
0 E 

7 S KT161 
L J 42 

351><41>< 761 N-61
0

-W 
S A 144、SI108によって切られる。

MA42 

8 S K T165 MB41 332>< 70 >< 99 N -460-W 
SI 108、SN 149によって切られる。

(長さ ><llllilx深さ)

3.本遺跡のフラスコ状土坑について

本遺跡で検出された 2基のフラスコ状土坑のうち、 SK04については縄文時代後期前葉より

前というだけでその帰属時期の上限がどこまでさかのぼるのかは不明である。また SK08につ

いては、上下限の決め手にも欠けるのであるが、一応、 SK04とさ程隔たりのない時期のもの

と考えて台きたい。

縄文時代に作られるフラスコ状ピットはその形態や内部の出土遺物から食料貯蔵穴としての

機能が考えられている。時期的には前期以降晩期までの各期を通して存在するが、その立地パ

ターンは以下のように整理されるであろう。

1 .住居跡などの集落を構成する他の遺構と併存する

2. f!hの遺構に伴わず独立して立地する場合 a i可基か群集しである場合

b 散在あるいは単独で、立地する場合

このような立地パターンの類型をその機能と合わせて考えると、 1は集落内で日常の合事に

供される食料を貯蔵する「集落内貯蔵Jの類型であり、 2は集落から離れた場所での非集落内貯

すなわち「採築地t1宇蔵」の類EZ!として了解される。 れば、 を消費の場で

の貯様、「採集地貯蔵」を生産(採集)の場での貯歳と ることもできる口

ところで、植物性食料はその採集ー栽培の如何を向わず¥得られる時期は季節的に限定され

る場合が大半である口縄文時代の植物性食料のうち、その大きな部分を占めていたと考えられ

9 については、言うまでもなくそ は年 1回の秋であり、その貯蔵期間も加工
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しない限り、

果類の量も相

までの冬期間に眼られる。したがって、大規模な採集地では収穫物である竪

に!二り、それを集落へf般人するのに要する期間、採集者が収穫物を貯めむく

ことが可能で、あり、かっ他の採集者やそれを摂食する動物から保守することが可能な施設が必

ある。広範[;t~な採築地を按数の集落で管埋し~肝要に関しては大部‘りな共同作業を行うこと

でもない限り、収穫物を採集地から に運搬することには限界があり、採集地を有効

利用するためにもそうした必要度は高かったと見ることができる口集落から離れ

かるフラスゴ状土坑は、そうした「採集地貯蔵Jの必要を満たすものであったと考えたい G

さで、そうした必要によって生じた「採集地貯蔵Jにわける前記 a、b2つの類型差は、どのよ

うに解釈可能なのか、考えてみた Po aのように群集しである場合には、大概、

複したり、隣り合う土坑のうちより新しい土坑を掘った際の排土が、より!日い土坑の覆土とし

て観察されることがある。したがって、そうした群集しである貯蔵穴の存在は、長期間集落と

採築地の関係が不変だった、すなわち、採集者の属する集団が何年もの間その場を採集地とし

て利用していたことを意味する。対して、 bのように単独あるい した状態でしか貯蔵穴

が作られなかった場合は、集落と採集地の関係が不安定であったことが示されていると考えら

れる。より実際的な解釈を選べば、採集地が恒常的な生産量を維持し得ない程規模の小さいも

のであったか(もしくは必要としない程度の小規模にしか採集活動が行なわれなかったか)、あ

るいは、集落規模が小さく常に移動を繰り返していたのかいずれとなろう。収穫量の多寡と

落規模の大小は相対的に変動するものと見倣す必要があるから、前者のような場合には、大規

模集誌に対しでは他にもいくつかの採集地の存在右想定するごとが必要で、あるし、小規模集落

に対しては、その採集活動が年を追って地点を変えていたと見ることができる。

本遺跡例のようにフラスコ状土坑がほとんど単独であるような場合は、以上のように集落か

ら離れた「採集地貯蔵」のうちでも、集落との関係が不安定な状態で営まれた例であろう。本遺

跡の周辺で見ると北側の沢を陥てた舌状台地上に、中期後葉~後期前葉の 5軒の竪穴住居跡を

もっ寒}I11遺跡がある。この集落はその住居軒数から見て小規模集落で、その集団構成員数も

きわめて少なかったと見られる。本遺跡近辺での集落遺跡としては唯一既知の遺跡であるが、

本遺跡のフラスコ状土坑 2基を残した集団の居住域としての可能性は考えて良いのではないか

と思われる。

第 2節 遺構外出土の縄文時代~弥生時代の遺物

フド遺跡で、出iことした縄文時代~弥生H寺代の遺物はきわめ であるの ると北

や石器が包含層中に偏る傾向が認められるものの、 して した地点はなく

に
J

A
Y
 

4
6
E
E
A
 



1-_:.件j立跡

に散在する程度の I~:'I土状態でしかなしh また、ごと器片によって知ることのできるその帰属時期

は縄文i時代前期から後期、弥生時代後五月と長期に瓦るが、 ともその内存は非常一

ある。そのため、出二i二している石先手主民のうち少数のf寺徴的な石器をi注いては、そのi}最)昆其丹は

不明とせぎるを得なし迫。したがって、土器についてはイ志の時五月別売考慮した lてで群を設定し

ることとするが、

2 

5 

9 

13 

17 

については特に時期的な

¥前;1:JJJ.私的 u A 
J柱 時 品4h3J 川

王丸軍事当ミムf

短長F
6 

-J:;_ cr を進めてゆくの

害事Jf
8 

11 
12 

実言手 事ジj 轡?
をきもてラ

15 
14 

、一~一 一一一川
ぺ、恥~~マでてた'\\-.
ド円相コ01;... "C:' 、....~.…

輸経設問、
配_，.- 18 

19 20 

21 第149図 縄文時代の出土遺物(1)拓影間
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第 I 2、図版105)

縄文時代前期の土器で、ある υ ごく僅かに外傾する口縁をもっ深鉢形の器形で、あると考えられ

る。この破片の部分で兄る限り、口縁は平縁である。口縁下 3cmの部位にはNiJ:統を貼付けた

後、丹念にナデ、つけた降帯が施され、このfS主帯 i二および口唇 kには LRの燃紐を縦位及びほぽ

に当てた、縄文原体のfHlJ面圧痕ダIJが施文されている。 u縁 1-:端から隆帯までの簡は横{立に

ナデつけられて無文とされる o Il台土にはごく僅かながら繊維が台まれるつまた砂粒の混入は非

常に細かな石英粒が観察される程度である。しかし、胎土に用いられる粘土のキメは繊維の混

入もあってか、さほど京聞かくはない。

第立群土器(第149関-3・ 4、閃版105)

3の土器は、口縁の外する鉢ないしは深鉢形の器形をとるものと思われる。

下に 1本の粘土紐が貼付けられ、口唇上とその粘土紐 kをかけてさらに別の粘土紐が鋸禽状に

貼付けられている。また、口紋ドにも斜位の粘土紐が貼付けられているの粘土紐 iてにはLの撚

りの絡条体を回転した撚糸文が施されるが、その施文は各々の粘土紐毎に行なわれており、条

の方向が粘土紐毎に異なっているのこの粘土紐の貼付文の他、口縁下には1刺犬工具による刺突

文が横位 5列に施文されている。胎土には砂粒を含むが焼成は良好で、器壁は堅級である。第 149

図 4は山形の波頂部をもっ波状口縁の土器で、ある。口縁はやや外反する。口縁下には粘土紐が

1本巡らされ、 j皮頂部からも垂下する粘土紛が貼付けられた痕跡、が認められる。口縁下を巡る

粘土紐との接続部位には頂部を僅かに凹ませた粘土宿が貼付けられるの口唇 1-:と口縁下を巡る

降帯上にはLRの撚紐の側面圧痕列が施される。裏面の器面調整は横位のミガキが丹念に施さ

れている。胎土にはごく僅かの砂粒と繊維が含まれるが、焼成は良好で、ある。

第田群土器(第149図-5 ~16、図版105)

第149図-5は折返し口縁の鉢または深鉢形土器となるであろう。貼付けられた粘土帯の|二面

には、 Lの撚りの絡条体を縦位に回転させて縦走する撚糸文を表した後、同じ原体を

下方向で回転させて、斜行する撚糸文を表している。胎土に含まれる砂粒は少なしユ。焼成は比

較的良好であるが、器壁は脆く裏面は全面剥落している。 6は橋状把手をもっ鉢ないしは深鉢

形土器の破片である。把手は口縁上に付けられた突起下に設けられていたと推測される。把手

上下の付け根からは 1条づ、つの沈線が口縁に沿って巡るものと思われる。また把手下には縦{立

S字状によ車鎖して施される;光線の L端が認められる。胎土には大粒の砂粒を含むが、焼成は良

いc; 7も鉢ないし深鉢71ヲ土器の波頂部の破片である。口縁の波頂部直下に渦巻き

:[犬の沈線が描かれている己胎土には細かな砂粒を若干早:含むが焼成は良好で、器堅は竪鍛である口

8は器壁の厚さ、 if詩形の考出の具合から になるものと思われる。口界部に加えられた

刻iヰ列によって小j皮状u縁を呈する。日続 Fに による文肢が描かれるが、地文
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に施される縄文は、 Lの撚紐を横位に回転させた無節の縄文で、沈線は浅く施文後の調整は行

なわれていな ~\o 胎土には僅かな量の砂粒を含み、焼成は不良で器壁は脆 lìo 9は外反する平

口縁の鉢JI=;土器彼片である u 口禄ドには 2条の平行線が巡るが、一部分で沈線の描く方向を

させて k ドの i尤線を連結している。胎土には (J~対立を多く含み、断出を兄ると結土はパイ

状に薄く積み上げられている。焼成は良好である。 10は、大きくうねる波状口縁の鉢ないしは

深鉢形土器となるように忠われる。口縁直ドを巡るi尤線 l条とその下に 2条の孤総を描いている。

には細かな砂粒が含まれているが、焼jえは不良で器竪は脆く、表裏面の剥溶が著しい口 11

・12とも沈線による文様が描かれた土器片であるむ 12で、は渦巻状の沈線と矩形構図の沈線とが

描かれている。わそらく、渦巻状沈線を境として左右両側に同形の構図が描かれるであろうの

胎土は両者とも砂粒を含むが、焼成は11では良好、 12では不良で器面の剥落が著しし i 13は地

にLの撚りの絡条体を回転した後、縦{立の沈線をヲiいてその間を磨消した土器片である口内

面も丁寧にナデられて平j骨に仕上げられている H台jつには細かな砂粒を含むが、焼成は良好で、

器壁はしっかりしている。 14は浅鉢形土器、あるいは口縁が大きく開く鉢形ないしは深鉢形土

器の口縁部破片である。口縁一箇所に上部に富孔をもっ突起が付けられている。口唇の外側と

突起下部とに先端の丸い俸状工具による刺突列が施されているのJj台土には砂粒を含むが、焼成

は良好で器壁は堅鍛であるの 15・16は平日縁の鉢ないしは深鉢形土器で、日縁以下、全面縄文

の施される土器である。 15は口縁上端が伊t曲して外側に皮るプロフィールをもっ土器片で、体

部に施される縄文は RLの撚紐の縦回転による。 16は直角に切れる口唇部をもち、口械部はほ

ぼ直立する。器面には RLの撚紐を横位に回転して縄文を施文している。両者とも胎土に砂粒

を含むが、焼成は良好で、器壁は堅い。

第百群土器(第149図-17~21、図版105)

第149図-17は口縁部から直線的に降りる鉢形土器の口縁部破片である。 1-.には先端の角

ばった工具により刻目列が入れられる。口縁下には1.7crn間隔で交互刺突文が施されているが、

交立制突文を表すにあたっては、半裁竹管状の同時施文具によって平行沈線を描き、その閤の

盛り上がった部分の上側については器面に対して右下から左上の方向で、下側では器面に対し

て右上から左下の方向で刺突列を施文している。刺突には先端の尖った細い工具が用いられて

いる。胎土には大粒の砂粒が含まれるが、焼成は良好で、堅織である。 18~21 は非常に細かな縄

文が施された土器片である o 18の査形土器の}育部破片は頚部に近い部分に未塗りされた痕跡が

り、体部には撚りのf.iUかな RL縄文が横位向転施文されている。裏面に残る粘土l員み!っf痕

を見ると、頚部を作る土は体一部の粘土帯の内保IJに貼り{すけて形成されている口 19φ

個体の破片であるが、撚りの細かな RLの撚り紐を横{立jヲよび左上一右!二の方向で回転して斜

行および縦迭する縄文を施文している。 21は鉢形土器の底部破片であるむ{本吉I~ ド半では縦老す
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第 2I章調査の記録

る縄文を、{本部 1-:.半で、は斜行する縄文が表されている。この土器の場合には lつ lつの条の間隔

が合ってわり、附加条の縄文である可能性もあるなそのよ場合巻きつけられる側は 1段の Rの撚

ある υ いずれも胎土には細かな{品、粒を含むが、焼成は良好である。

UI-:. の I~ 固群土器のうち、第 1 g午土器については胎土の類似、基本的には原体先端

列であるルー と!日!じ縄文原体の側面!王痕列が施文されることから、前期，iii葉の表館式土器

に類似する土器としてとらえてわきたいコまた、第H群土器については粘土紐の貼付文が施さ

れる特徴から、中期中葉の円借 jt層 c式17よV;:d式に比較されるものと忠われる。また第盟群土

器は後期前葉のあたりに位置づけられる土器群であり、第N群土器は交互刺突文、附加条縄文

の可能併のある縄文を含む細かな縄文が施されることから、天王山式、小坂X式に比定可能で、

ある。

石鍛(第150図-22、図版106)

有脚の石銑である。両面に細かな調整剥離を加えて形を仕 1-:.げているが、図の左側

に置いた面の左側縁先端には 2凹の比較的大きな最Ij離痕が残る。先端を尖らせるための加工と

忠われるが、完結しないままにわかれたものであろう。

(第150r:;<]-23・24、図版106)

23は頁宥製の横形石匙である。横長の剥片を素材とし、本体部分は主に主要剥離面倒からの

剥離によって形を仕上げている。また図の左側に置いた面の右側縁は折断されている。撮部分

の頂部には恭Ij片を取り出した際の打面が残されている。 t最を作り出すための挟り部分は、

とも主要剥離面1ftlJからの加撃で表面倒に比較的大きな剥離面を形成した後、その剥離面を打面

として、主要剥離面倒に細かな剥離を加えている。 24も頁岩製の縦形石匙である。縦長剥片の

先端部、ヒンジフラクチャーで示冬わる側を撮部分としている。本体はその先端を折損している

が、調整剥離は全て、主要剥離面倒から表面倒ヘ向かつて施されている。撮を作り出すための

挟りは、図の在1ftIJに置いた面の右側では表面側から、左側には主要剥離面倒から加えている。

石箆(第150図-25・26・27、図版106)

25は璃楢製の石箆である。両国に調整剥離を加えて形を仕上げてわり、刃の部分は弧状とな

る。 26も璃楢製の石箆である。縦長の剥片を素材としており、基部に剥片を取り出した際の打

面が残されている。直線的な刃部は、剥片を取り出した際の最も古い面に、主要剥離面倒から

細かな剥離を加えて作り出している。側掠の調整は、主に表面倒から主要剥離面倒に向かつて

小さな斜!離を加えてfi- っているが、|な!の左fftlJ に置いた面の左mlj~:誌には、最後、表面倒IJ に 2 回の

大きな争Ij離を力11えて厚さを調整している口 27(土真岩製の石箆である己縦長の剥片を素材として

利用したものと忠われるが、両面とも丹念に調整剥離が施され、素材の表面、主要剥離面、打

は全て除去されているの刃の部分は弧;1犬に、側縁は直線的に{上 Lげられて、基音1)は尖る。
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一議-~ 金
く〉

墨-jE .c__:: ~ 

〈二二二〉

〈ケー~

fJへ三〉
27 

く〉
29 

10cm 

第150国 縄文時代の出土遺物(2)
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30 

「寸
31 

。 10cm 

第151図 縄文時代の出土遺物(3)
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1-二林j宣跡

断固形は、区!の左iJ1ijに置いた右{!lljが凸面となり、ヌ]部も最終的な細かし

施され、片JJの形状を呈する

掻器(第150凶-28、図版1(6)

はこの面に対して

縦長剥片の表[雨iHlj株にのみ詔整剥離を加えて形状を整え、また刃部を作り出しているつ主

剥離面倒には全く手が加えちれてむらず¥阿のたiHijに置いた面のけ告と左下端には折断痕

る円また、 f!~ljt雪中央よりやや J-.の部伎では両íWl に同じく主要最Ij離面からの加撃によってノッチ

が入れられている口

図!版106)

である c 本部g1ljを折損する c ぷ!の左i!Jljに買いた市

{別に偏って弧;[犬に考曲する。刈音[)再生にう刃縁の研ぎI=~I しの結果と忠われるが、向時に万部

右'fHl]が摩耗の激しかったことを示すりすなわち、この階製石斧の土易合、縦斧として使用され、

図の右側縁が下方、柄の握り部分に近く装着されたものと忠われる。

(151図-30・31.図版106)

30は半欠品であるが、安山岩質の扇平な楕円礁の両fflil株に擦面が残されている。また!て部(こ

敵打によって平坦に作り上げられている。

基本的に狭長な擦面を形成する

に加撃しての剥離痕は認められないが、

と同形態を示し、同じような使用法がとられたと

思われる。 31も半欠品であるが、やはり安山岩質の扇平な円礁を用いている。この場合擦面は

扇平擦の両面であり、片面、同の右i!!llに置いた面から周縁を加撃して面の形状を整えている。

石皿のような慣用のされ方をしたものであろうか日

以上の石器のうち、石箆に分類した第150図-26の石器は、その製作法、形態とも1干1.Jt月~前期

初頭のトランシェ様石器に類似する。また、擦石のうち、第151図-30の石器は届平打製石器と

で¥これについては前期~ (こ伴うものと見て良いであろう

第 3節 平安時代以降の遺構と遺物

の調査で、検出された平安時代の遺構としては、竪穴住居跡12軒、掘立柱{建物跡 5棟、柱

列 2列、有法柱列 2列、土器焼成遺構14基、土坑96基、製鉄炉 2茶、箔東芝:i客室 1装、炭窯 1

がある c また、遺構確認(討が平安時代のそれよりもトj立にあり、!日j時代の遺

司 一'、一 一-一円門マ~rl-:-， J.. ，.，..+-I-I-t-I 

されたものを~~~む J再初、 11余かわ令。ーれいつい( ¥ J_明慨包 11手矧
しょア{斗- .レ

iふ じ さ IJ:

いのであるが、 それらの iやでも新しい時期に措くことのできる SD206は、近代の炭窯 SN89 

よりも]斗立で主主主itされているの したがって、 . T，芯この 3白百で;没うこととする。

これら うち、竪穴住居跡以 までと i千年跡は台地上 て千金山され、
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第 2主主 調査の記録

南側斜面に拡張した で検出されているの記述は、

ヒこの調査区毎にfiう。

( 1 ) 

S 102第 1 第155図、図版65~図版67 ・図版107)

の北端、 ~v1 D 65、ME65グリッドにある口検出地点は緩く .::1ヒ但IJへ傾斜してむ

り、台地の北京ままでは 5m担の距離しかなし"0

を除去し、第N層と面まで掘り下げた の方形プランとして

した口南北に長い長方形の南側は、むもに黒褐色土が充塩し、::It1P'ljでは褐色士が入ってい

る。東壁輪郭の一部に褐色土中に焼土粒が混じった張り出しが確認され、カマド煙道部と判

断された。確認屈で見る|浪り、煙道部の焼土化の程度は弱い。

は、表土層(1層)以下、 8層に分けられた。一部に木恨の撹乱が認められるものの概し

て整然とした層準で、自然堆積によって埋没したであろう過程が良く示されている。撹乱部分

を除いては断面に垂直方向の七クションラインはあらわれておらず¥住居内の構築材の痕跡は、

4層以下の覆土中に混入する炭化材砕片、それに西側半分の床面直 tに貼り付いて散をする炭

化材-によって生日ることカfで‘きるだけで、あるの

はカマドの付設される側の監が長 p長方形である。長軸の長さ 3.5m、短ryifllの長さ 3.1m、

. 74m'を測るつ::It{lil]に向かう緩い傾斜面に仇捜するため、北壁で、16cm，南壁で、30cmと

その蛍高に差があるヵ床面は概して平tFl_で、西側半分に炭化村

前方90cmのi箇所に60X30cmの範凶で、臼色粘土の広がりを確認した。また北壁と

20X 10cmの河原石が 1 づっ確かめられた。笠面の立ち上がりは東壁、西壁、南壁で750

前後、

北堅で850前後をiftljるつ世;持はカマド部分を除いて壁跨に沿ってlKl問している 2 深さは 3-~ 10 

cm、幅;は土 10~2お5cmで

/itr戸件問?托珂t可:ip隅再でで、1在カか3められ、 それぞれ P1 ; 8 cm、P 2 ; 9. 5cm、P 3 20cmの深さがある。

力マドは東軍にf，jーされている。カマドの中軸綜は京壁の長さの約 3分の 1i有望から離れ

分に設定され、 その方向はW-510

Nを指す。焼土のひろがりによって確かめられる

前吉I~ から;席出し孔先端までの長さは1.65m 、 カマド本{本部分と煙道部の長さの割合は4.5対5.5

である F カマド本体部分の向車111の11I日は70cmを?W円、支!聞の中心は焚I1最前音1)から 55cm奥、中市f!J

かろ 15cm北八ずれた位置に設けられている口第盟f需を幅35cmでくり fJjいて作られた姥道は、

燃焼却の端から 50cmの間は水平で、 その後、:持出し孔のド40cmの間は150 前後の緩い傾斜で上

るりカマト:のj立存;I}江川主Þ~lJ草前部がhJ1れていた地は良好でj宣物も多し~支1]111としては

(39)を倒立させて!日いているが、燃焼吉15底面に伏せられた 2個の対(33、35)と饗の破片の 1:に
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が内面を Lにし

置くことにより、燃焼部底面かちの高さ 20cmを保っている。その他、カマド右袖の奥からは、

で、1中Iとしている ι また、カマドつti拙者15分(こはi疑問胃の

切石が芯;H'として用いられている。

には、土(~市主計十〈・繋があるつ 32~38のj不は底部に jlillß三糸切り痕を留めるヮ 37は IJ台士

，.、
ト判

でおり、外面には!康状炭化物が付昔している。 33・35は支脚として用いらに細砂粒を多く

Ao--

A
V
 

Q 

hvo 
凸
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箆::::tt;.
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も曲、』
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- 013 11 
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u評 議褐 (10YR2/2)表土、混人物jなし。土はややかた llc

2屑 黒 色 110YR2 /l )i起人物なしハ二!~はかたくボロボロしでもli 'l"l: なしこ
:11青 黒 色 110YR 1) H青rf}色士微長混入 'rJよりやまい fてばかた〈やや約七ちり

，j言 宗褐色 .5)・R / 炭iti柄数豆辺入一 土的かた、結i生女

(
H
O
I
-

F明門 H昭百下的均lむ;こコよ ι / 口I れ ，j / 斗 I 灰 1比ι日守初可少苓常て、 H問1月1予濁渇色二工i仁げ7.5YH5/8れj干杓立待招微百宮巡涜主泣f凌jλ人、¥、J戸 i上.，は土治か包た

!層習 褐 色 (7.5Y H 4い1 炭f化ヒ目干物1均弘'!}f古悦七昆i人の 上:はまかfとこ、汁1...、ぺiト、しているつ f七引r!!ピけ作性生:強つ
71習 掲 色 (lOYR /6) ，';);イ ti~qí数量混入ニ土はかたくペトペトしている f，!ilt銭、
81，同 Dit褐色 (1りYH 3/11)焼土微I，t混入-L!土やわらかくもlj性 n

52図 51 1号竪穴住居跡
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(
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~b 
u 

一切B

1 褐色(lOYR 混入物去し 非常;こかたく粘性会し

2 !Wι 品色 i[liyR:3/ )褐色 1:i]OY R '1/ (i i 立…日教豆、iJ!it物微量浪人 士はやややわらか:もIjit去し

3層 住j 色 .5YR，!/Gi 炭化物、焼土!被渋人 t:土ややベJわらか(ちli'['l:弱二

4年 11((-筒主主 :]DYR3/41 化物1枝豆;、焼土少尻、 i，lil色j一(iSYR4!6) 少起人コ…1:はやややわらかくね刊号 L

5対褐色!{，j /わ炭化物微i止、焼:1:少;忌Jt人r 上はかたく Mi生弱

!，日 褐 色 (I.SY氏ι/，1 )混入:I却なし。土はやわらかく ;Fn;ドロしている c Nii全会 L

)，回 出 色 .SYR4/G) 浪人物去し「土はやわらかく制作:0~J

8 !i1 IIf'f r~色 11οY H 3/ヰ!t，¥3色土 (7.5YH4/6) 少ほ混人。 tはやわらかくもIjitなし九

日!弱 虫術色 i7.3YH3/2.l i:dc:t句多 1ft浪人コ土(土非常にやわらかい

luF:手 見出色 (11iYR ) i毘人物去し 3 土はやわらか;枯

w詩 褐 色 17.5YH4/4)炭化物in'(及、時J樹色土 (i.5YH 81 小フロソク少母混入門士はかたくもIj'l'J:甥コ

何!!ff ，1T~fl;_1色( 5 Y R 1 lìi~褐色!二 R 4) t量混人一はやややれら占;十!iiF!ーなし

l3Ji'i 出 色]{4/4i炭化物、焼士微i止混人ヮ 1'/" やhやわらかく手I~'I'I:なし

i μH明必 ?詳均よ司j 色 iワ7月YH i ｿ 4い i炭;友u化仁物、 :焼ザ焼~ 1上微殺一;没詰ι、f認禄完混守色 !上げ7‘5YR4/G) 多f設詰古i混Eιv人j人、下いJ九[:'ば土寸や3マやコ Jや"コjわ1らか も約約i占舟li甘1下I性[
l口d!層宵 溺 色(げ7‘5日YH4i4i i炭於f化t叶'j物L功却祈{微妓i泣"誌:_t、焼土{混正ι♂λ入Aλ一、、C 土はやややわらかくもii'/tなし。

m 

第153図 S 1 02第 1号竪穴住居跡カマド
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40 

10cm 

第154国
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れたものである。 32・34

・36は住居跡南西隅のカ

マド右脇で、 38は北東隅

で出土している。特に36

と32は前者が後者の i二に

h 

日

第 2章調査の記録

カマド右袖上

10cm 

なった倒立状態で検出

されている。 39~42の護

はいずれも非ロクロのも

のであるが、図示し滑な

かったなかに口クロ使用

の警も検出されている。

39が33・35の杯の上に

かれて支脚の役割を果た

していたものである。器

面調整は、基本的には外

面を縦位のケズリ、内屈

を縦{立あるいは横{立のへ

ラナデを方包している。 第155図 S 102第 1号竪穴住居跡出土遺物(2)

S 122第 2 A. B(第156図~ 図版68・図版69・l司版107)

台地と面調査区のほぼ中央、 MA49・50、MB49・50、MC49・50のグリッドにまたがって

検出された。 SA 200の柱穴列からは13m南に位置する。

この!詳穴伴氏ー;削;(土、同一地点で規模のより小さな

ている。確認された順 をA住居跡、前者を B

A住居跡

を除去した第盟層上面で

から大きな住居跡ヘと

として記J21!する

えられ

ンとしてあらわれ、南東壁の輪郭 に、焼土イヒの著しい筒所が認められてカマドと判断し

た。

平面形はカマドの付設される側の壁がやや長い長方形で、長軸5.75m、短軸5.3m、面積は30.

25ぱを測るっこの住居跡のあたりから地形は南に向かつて微かに傾斜しており、 したがっ

され 高さも北京iWJで、は40cmと高く、南西側で、は15cmと低い。 は貼床された部分が

僅かに[11]むが、 tJl:Aね平土日で宅あるつ床面中央には関口部径85X75cm、深さ30cmの土坑(p3)があ

り、その中央底面から倒立状態で、重ねられた土師器坪 2個体、 53)が出土したのこの他柱穴
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トニ林遺跡

以外の土坑が北壁寄りに 4筒戸Ff(P 2・6・7・11)と東壁寄りに 1筒所(P5)あり、 P5から

の破!?が、 P 6 からも土師器禁と白色村土が出 l~ している。この他、 P6 民間から

したのと同様の白色粘土は、住居跡の北京隅にj互い P2の脇でも在40cm程の範囲の広がり

として確かめられている。壁面の立ち上がりは北西壁で、800

前後と最も急il疫になるが、

-南西壁では65~~670 で、北京壁では600 前後とかなり緩くなる。壁溝は北西壁で、は壁に沿って、

その東寄りの部分で\壁から 15~20cm内側で、切られている。北東壁では柱穴

して束隅、北隅の西端にわずかに切られているが、中央の大部分には認められず¥束壁では全

く切られていなしh 壁溝の幅は10-~50cm と広狭があり、深さは 3 ~ 5 cmときわめて浅Po

されたが、南隅で 2箇所に穿たれている o P 12; 30. 5cm、P13; 30. 5cm、

P 14; 22cm、P15; cm、P16; 20cmのj宗さである。

カマドは南東壁の南寄りに付設されている。カマド中rM]忠良は南東壁の長さの約 1/4分だけ

から離れた部位に設定され、 その方向は N-380-Wを指す。 カマド全体の形状は細長く、

カマド本体(袖部)と煙道が一体となっている。焚 から煙出し孔先端までは1.3m、カマ

ド本体両袖の間は65cm(内法f!J高は26cm) を測る。煙道は短く、燃焼部から20cm壁外へ出たとこ

ろで立ち上がる。燃焼部底面は著しく焼土化しているが、この焼土の上には天井部の崩落した

粘土塊が堆積していた。

覆土は11層に分けられた。 11層のうち 1~ 4層までが、竪穴住居跡内を広範囲に埋める土で、

5~1l層は南北の七クションベルト中に確認された壁際の堆積土である。覆土の大半を占める

1 ~ 4層で見る限り、それらは水平方向に沖びる七ケションラインによって分割されてわり、

→爪げ日 日 ム : : .r::_~J 制二時山によって埋まったことを示している。床面[--に部分的

自占床が焼土{としたものである c

B住居跡

る4T吾{土、

宇
佐 してゆく過下!宗で検出された。 A住居跡の床面;子、 β〕づぞてユ 、、j ヲ

'JZ 
に含む時褐色二1-を用いての貼床であり、その貼!末部分を斜ぎ早足っ A ト vl

〈才、ノ

もひと問り小さい方形プランとしてあらわれた。また、 A住居跡内につくられている土坑のう

ちP11、P2の底~壁面に B竪穴住居跡の立ち上がりのラインが観察されたっ

は長制13.97m、短車IJJ3.75mのカマドに付設される fWJおよびその向f!!uの壁が長い長方形で

-1- -ア

め.-;:)，" .9ITfである" に{主居跡四階にあり、 P17 36crn、P18; 26cm、P19

円戸… 丁、円 f-¥ 1 l"'ア、ムー L: 争 ヴ ldτ る苧

;乙OC!Il、 了 乙u;1 OC!I! Vj付て e /F [Jコ.-;:)-"" 11!!. 
}♂・ τ.，.，1 J_ヂルザア J~.::-' ，'''-nニ.).，.- )レ 1ハ ー守
I ~ 1ア乙17j' 6) 9 7)'、{オて e Id、iりじ111

、、+注.、-.t. /7、
匂:し ~1~ いわ V)

である。 は北西壁 3cm、北東壁 8cm、 南戸i壁16cmと ;二月Ijられ

士(P10)がありもま

は主居E容の -t~t:元によっ

存する高さは1E:p 0 南東壁寄り中央に径 1m前後、深さ 25cmの

た、南壁にも径55X40側、深さ25cmの土坑(P4)があるつ西側
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11百褐色 (7.5YR4/6)尚色土 (10Yl{4/ti)小フロ yソ少量、焼上 j、ブロノケ、

炭化物少量混入。 jこはやわらかくボロボロしている。

2層 fI音補色 (7.5YR3/4) 1瀞より焼二t多量混入。ニtはやわらかくボロポロしている。

3層 褐 色 (7.5YR4/4)焼土小ブロッケ多境、炭化物微量浪人。土は非常にやわらか

くボロポロしている。

41潟 lIiH品色 (7.5YFi.3/3)褐色土 (lOYFi. 4/6)粒子、小フロノケ少量混入っ土非

常{こやわらか iしまり去し c

5層 階赤褐色( YR3/6)煙道天井郊ご土はあまりかたくなくややロボロしている 0

61，高 崎褐色 (10YR3/4)焼土混入っ:トはややかた:しまコてい

。

2号竪穴住居跡カマドS 1:22思

213 

58密



ト二林遺跡

vアF

J コLく3つのがある fコ北京壁をて切られていることを除けば、比較的平担な広し

l当日さは 3~ 8 cmと8 ~30cm で、(土、られている。

され、中J!î由主主は南東慢の長さの約 1/4 分だけ~[と壁から離れたカマド

をくの壁外カマド中軸線の方向は N-350 

- ¥̂1を指すむされている。告別立に

ら焚口音[)までA住居跡構築H寺に失われている。り抜いたトンネル式のものであるが、煙道の

と燃焼き15の長さの割合した燃焼部底罰の先端から煙!中!， LIしまでの長さは2.7mで、

は 3 7とかなり煙道が長い。煙道は幅20cm、高さ 25cmで¥はじめほぽ水平に中半から 22
0

程の

から土師傾斜で下向きに掘り抜かれている。煙出し孔は関口部径70X60cm、深さ70cmで、

器警の破片 (55)が出土している。また、煙道から煙出し底部にかけては吸炭した結果、表面が
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、 f

《ニフ

47・49・52・53・59;A i主居E亦P3 

43~46 ・ 48 ・ 50 ・ 51

54・56・57・60;A 陀屑跡

55; B i主居跡カマド
58; B住居跡P8 

G
 5 cm 
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十三件遺跡

出土した遺物には土師器邦(内面黒色処理したものも含む)、高台(内面黒色処理人姿、

、刀子がある。 S122A 住居跡より検出したものが多く明らかに S122B 

住居跡出土とし母る造物は、図示した中では55・58の 2点にすきいないけ

により切り離しの不明な48を除き、底部には回転糸切り痕を留める。 43・

50はi主居市西!塙で倒立して重なっていたもので、 43が下l二位置する。同じように47と53もP3

内で倒立して重なっていた。下の53t土、内面ほぽ全体に漆肢が認められるものである 451土全

体的に厚手な造りとなっている o 55の警は B住居跡カマドtH土のものであるのロク口を使用し

ており、内面口縁部にのみ煤状炭化物が付着している。 56は小型の警になるものであろうか。

り痕を留める。また A住居跡境溝の貼床上から小型の刀子(57)が刀先を北ヘ

向けた状態で出土している。 58~60は搾状を呈する土鎮で、 58がB

居跡P3出土である。なお、覆土内から炭化米 7粒を検出している。

P8 ::J:::i 

8I52第3号竪穴住居跡A.B 図版70~図版72 ・図版107 ・図版108 ・図版109)

台地上面調査i叉の南端、 LI34・35グリッド、 LJ 34・35グリッドで検出したの

台地上北端に位置する SI02に対し、本住居跡は南端に単独で、位置し、塀と思われる SA21 

1・213有溝柱列の区画内にある。

確認面

層上面までがきわめ

上の堆積土

当初は南側斜面ヘ開く

V層黄褐色土のj二面で、あるが、この台地上面南端では表土から第V

く、 15~20cmほど下げると遺構確認面に達する程であった。第NJ書以

る箇所は地表面でも浅いlJ:lJみとして認められており、

とすら考えられていたり第 VJ言上面を露出させた結果、待 5~

6mの円形の黒褐色土の広がり され、黒褐色土中に焼土粒・炭化物の混入が認められて

いたため、住居跡の可能性を考慮して調査した。

はその大半が地山の二次堆積土によって占められており、最上位に堆積する黒褐色土を

除いては人為的な埋め立てが行われた可能性も考えられる。覆土を掘り上げた結果、 2簡所の

カマド痕跡と、一部壁の立ちとがりが二重になっていることが確認され、より規模の小さな!日

から、規模の大きな新しい住居跡へと拡張されていたことが判明した。

A住居跡

B 仲居存・廃棄して南壁を1. 2~ 1. 4m南側へ拡げている。 この時、北壁はそのままに利用し、

までの距離を延長している。また西壁についてはその立ちJ-がりを確認で

きなかったが、柱穴の対応関係からそのままに応用されたものと考えられた。 市北長5.3~5.6

mを測り、東西長は B住居跡と変わらず .8mを測る。出積は推定26.26ばである。基本的な 1-厚

B住居のそれを踏襲し、主柱は 4隅とその中間位置にあったと考えられる。住居の拡張

にともなっての柱の移動;土、 P3から P2、P7から P8の位置へ、また椅ILI-J1できなかったが、

2]8 
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乙淵4[，0肋少ωシ%

裂.必"/Z…/
l空 黒褐色(仕10YR 2/3幻)全釘f体本に焼土がが、小，小jト、フ、引、ロソク状でまじわつアいぷ〈

2栂 褐 色 (げ7.5YH4/4) 土はやや軟ら カか、寸く 半布判粘州仰J内iif引卯l刊昨fド性附f宅明E問問5弱5引t焼j尭t土1-:と}貯オ引ご汀f化ヒけ才物句制肋カか、4州V守u七U日叩;詰混11j見2入人、

3層 黄褐色 (は10YH ] ) 地i山i打i宇押粘J点土kの二;次;欠たj堆栓陪土 J上.'冷う、ら兄るi限:担児 lり)で、，(は土F再雪j土i上:と j

えない;状!伏犬況を呈している O やや硬い0

4層 明褐色 (10YR 1) 3層同様の二次堆積土。土fl:もほぼrlijじで出人物が{手
とんどな l) 0 ただし 3)認に比べ軟かい。
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可jJlijのP1むよ j: rlJIJ に想定される位置からそれぞれさらに lfî {jllj1.2~1.4m離れた

μ 正')に
Eヰ].::: fil_ rlh1jXA:V)11C]三r

と行なわれたのであろう二 B こはあった壁土この新しい住居では折り込まれて 1，1ない

東部にU!=託する長さ 1.7m、最大rlJ6i1. 05mの 土坑と、 中央北H!iJに重悔しであるピ/

トのうち、任の小さい方のピット(点線部分)はこの新しし に伴っている。

ペア斗一
、警，j-.d:: を長さ、 11Jl1iとも 60cmfl!!_U 

カマドは出壁に位置するが、住居跡壁面との関係で特徴的な形態を有しているつ にあたっ

にfhr¥り込むc この中央には~ifÉ 12cm 、{:員 13cm 、 i士j さ

17.5cmの直方形に形づくった粘土製の支1]却を置くっ支l即位置はカマド岡IW}の住居墜を結人

1-.か、それよりやや外側にあたるため、燃焼部白体がある程度{主居外ヘ出るきになる。 通常

のカマド、は住居世を境として、その内{J!ij に燃焼部、その内{J!ij に煙道わよび明~i!J，しという作間の
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1-二林511跡

上原と した明確 l三分を備えているのに対し、 をもっ変I山下Jな

ある。 U に掘り込まれた部分と {こ;土、それ がJ居えられてむり、

袖部はこの軽石を基部のj山寸とし に延びていたものと考えられる己その延長は、対1の

に用いられたとみられる粘土の遺存状態は悪く不明瞭だったが、支!H;1lの前方 1mの箆所が

径60~70cmほどの範囲に焼土化し、特に支IJi[lに近い側に赤褐色に回結した面が認めらた c 最低

この部分まで粘土で覆われていたとすれば、軽石の据えられた基部から 50cm灯、 iては延びていた

がある。

B 

東西4.8m、南北4.2m、面積20.38m
2

の規模である。

411必ii耐J74

66図 S 152第 3号竪穴住居跡出土遺物
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第 2章調査の記録

'rr" 、

i*さ で10cm、 25~32cm を測る。 は基本的 と同様、各

'Y) 

間
内

wrhμzv 
;こJ12けられていたとわれる。 4F再'勾 P1.P ・P6の3つを

したが、南東1;再の柱穴は確認できなかった。また Q はP3‘P7・p

d
u
H
H
J
 

nuHh 
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口
恒
一南
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される できなかったり往穴の平面形は新しし に伴う P2.

P8 も含めて径20~35cmの円形で、深さは P 2・P 5 で11~16cm 、 P 3・P 6 ・ P8 で33~34

側、最も深い P4也で、52cmを測るつ

4守..--'7 L守 1ふ

のピットがあり、

中央北側に向心円状》市

マ庁、寸 -r、~マ ー，
o V)けどめ 9 '- りlこ径60cm

むことからカマドに伴う施設と考えられた。他に

した径60cmと在90cmのピットが確認されたが、そのうち外側の

7ドシ=Fh ハートキプ子レ。、、， 1、!十→川口、./'-c)-、 '1 ノノノ、・(._~ c金、」ーノ I ，c才、'-vノムJ
いイヰ宅ベ :f 刀1づぺ、弘之
'~I J ノ亡J V ノ、日ノ '0) 0 

出土した遺物には、

製品(支!J主[1)、砥石がある。

(内面黒色処理しているものも含む)・察、 士銀、土

はAカマド周辺及びこの北側に多く、明らかにB住居跡に

伴う遺物は、 73と76の2点のみであるの

土師器杯は図示し得なかったものを含めて、底部で換算して20個体以上はある。 61~66の 6

点は底部に回転糸切り痕を留める。 61・62は胎土に細砂粒を多く含んでわり、 63・66は二次火

熱を受け、 が剥落している。 65は内外面にタール状の付者物が認められる。饗では図示し

た 8 点は非ロクロのものであるが、破片にはロクロ使用の製品も出土している。 67~71 は、

本的に外面を縦位のケズ 1人 は横ナデ、内面を横位のナデを施しているものである。 68

の内外面には成・整形時の指頭、によるオサエの痕が認められる。 72は饗胴部破片であるが、

外面に 2つの籾庄痕が付されている。 73はすわりの良くない平底を呈する警で‘二次火熱を受け、

器面が剥落している。内面には煤状炭化物 しているもので、 B住居跡床面出土である D

74はいわゆるタタキ日をもっ土師器禁で、内面はナデられている。

須恵器翠はB住居跡床面出土で、同一個体の破片が10点近く検出されたが、いずれも二次火

熱を受け裏面が剥落しているものが多く、接合できなかった。 76はその 1片である。外面には

タタキ目を施している。 77のほ石は A住居跡カマド周辺i出土で、 4面を砥面としている。

上国には、鋭利な が 4 条残る。 78~102は球形の土錘とみられるもので、 レベル的には

A 上i中1土である口 26個がほぼ一塊となって出土している点 の持徴である。平

均値[をみると、長さ24.47mm、I幅23.23mm、重さ 17. を示す

S 1 60第 4 (第168国 a 第169図、図版73)

の南側、 LH39グ、リッドで検出された

確認面 NJ音 1-:面で、あるが、 の方形プランとして

されているむ当字刀、 その対日望が/J、さいため、ことJnとし された り下

に
Jつ/〕つ/]
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げて第VN~ L面までも覆土のレベ 1しを Fげた時点

カマト、 i~l)分がかめられ、と半IJ1Dr された

!主同可却を SK106によって切られている口

、

1;見模は

日2I~;)= í~J司古の ~c f:;k

(.:焼土の濃く混じった

をSD 214によって、また

ブを呈する与はなく、

.6m 、 i.15 さはが~30cm 、 i市積6.92m' を ?WJ v)、やや1;，司の7Ll 
門戸

. i ~)m 、

と判|析されるピットには北jlEiFlJ¥

り、 I~ J/[::Ik の P 5との!日jにでFたれていたド 2、

ある P3がある υ これらのピット

J自に穿たれた P1、

くI ~l/[::Iたの P 4の i二端に

円形ないしは行汗i]形で、深さは P1 !)屯

P2が31cm，P 3が37cmを担4るが、その閉じ列(こ規tjIJ '/"1:は認められな PoP 5・P6は二1:1]'[;1犬のピッ

トであり、 P5 で長さ 68cm 、 rIJ [I~40cm、深さ 16cm 、 P 6で長さ 104cm、rlJ話70cm、深さ 5cmの規限

。
スd丸

山rc 
.;" ，: f7i LI-' -~. -t-'J旦刀il平レよレ、!十→汀1つ...-，(ハ
〆~ .ノ V ノ I.LI._L← LlHlν ノ kト 」 〆 し 」ドかc_V ノ山 ./Vノ

レヘ， k rl、1.，'1:[(TJ，プ)，:'k f7i匝Li1ふと
に司 ノ I 1/')仁IIJノノ丸 Lノ (. v ノJlIJメ4ニIJ • ノ

(
H
O
I
l
 

P 1 

一一oB

Au-旦=24.400m
一一oB

第168図 S1 4号竪穴{主居跡

227 

[
口
(
〕

C
?

4l 
υ 

二か;.tiii"1予し



~~ぷ同一
24

3 

ペパ4

伊

山

い

リ

¥、L
K吋i

4 

9十

L
h引
咋
〕
(
い
二
，

W川

川
合
J

t

冊
目
一
平
J

由
同
誌
川
合
汁
葺
~
川
一
一
込
町
一
品
立

心、4

2十
→← ヨヨト

合
ぺ
一
レ
小

山
口
N
M
h
H
C
ハ
竹
、

「
汁
よ
〆
持

3
u一片一山川

ιγ

川
市
山
八
わ
す
合
汁

U

ぺ
高
一
一
一
一
「
ザ
ド
山
社
叶
一
一
一
時
一
い
わ
守
エ
ベ
忠
熔

守
口
世
間
叫
ん
戸
川
合
汁
。

判よ

H
Y
h
山
古
古
川
士
一
正
一
い
週
休
内
b
h
小

ωωS認
許
証
一
壮
一
い
獄
。
九
一
ぺ
甘
ご

)
什

F
ヨ古川一い可士一一一一一い

E
r
d
ぺ
介
安
ベ
パ
一
汁
深
海
設
守
ぞ
詔
一
三
一
:
ぃ
一
昨
}
守
、
心
ぺ
斗
一
同
片
山
~
~
豆
片
時
同
「
ぺ

τ汁
p
q

〉

11 
C中

トー」

Cコ
こコ
コd 

CO-

1
1
0

∞
 

--oD 
日=24.100m

Cひー

N
N

∞
 

輪
部
ω
関

的
問
問
。
鞠
ム
咽
関
口
ぺ
待
糊
堺
u
d
4
T，J
折
口
汁
口
山
，
砕
抑
留
山
陸
持
縦
書

てコ



~~~ 2単調査の記録

考えられるロ袖部には粘土が主用材に用いられ、その内側;土問結化している。 燃焼部には支Ilt]!

にIT1Pら れ た 手 が 倒 止 し て 置 か れ 、 支)jtll位置から全日方向にかけての笥50cm程の範凶が

最もt尭けた火床面となっている。

、ノ 、土削i器時."'lie、 あり、量的(こ(土多くはなし

により底部の切り離しが不明な 104~106を除くと、 109のロケ口使用の警を含めで回転糸切り

出を間めている。 104・106は南西部の土坑(P4) aJI土、 107はカマドの支肘11として転用されたもの

である口 108は郎あるいは衰の部であろうか。図示した 6点の土師器はいずれも三次火熱を

受けているという

面より 24cm浮い

をもっo 110は灰

で、出土している。

を51する須恵器小査である。住居跡北西部で、床

C: T 氏ワ空白~r.
"-' ..L VI  :.-'}J V 図版74・図版75・図版108)

調査区中央からやや南寄り、 LG46・47グリッドにある。 SA200柱穴列からは南側約25m離

れた地点にある口

を除去した後、第国府中を掘り下げる過程で確認された。乾燥した状態では第田層とほ

とんど同じ色調の土で覆われており、明jj京なプランを把躍し得なかった。いくぶん水気を含ん

だ状態ではじめて褐色土中に焼土粒や炭化物、粘土塊などの含まれていることがわかり、また

輪郭部分が中央よりもやや黒色がかった FI部品色土の帯で縁どられていることにより、地山面と

住居跡プランとを峻別し得た。竪穴住居跡は南壁ですピット SK T160を切っており、 また南

カ¥'SD 206によってザjられている。

カマドや床面につくられている土坑内の充墳土を除けば覆土は10層に分けられた。住民跡中

央部の大半を褐色土が占め、壁際にやや色調の暗い土が厚さ 10cm内外で、互層をなして堆積して

いる。また床面の直上に堆積する土も有機物を含むII音い色調を帯びた土である。

は正方形で壁間の長さは北東一南西壁、北西-南東壁とも3.1mで、面槙は9.67m'を測

る口提高は北東壁および南東壁が45cm、北西壁が40cm、南西壁が30cmで、ある。床面は中央から

やや南寄りの部分と北隅に土坑がある他は概して平坦である。壁の立ち 1-:がりは北東壁約80
0

、

、北西壁830

、南東壁700 と急峻で、ある。壁溝は切られていな Po

的に住居跡四隅と中間位置であるが、ほかに床面中央にも 1筒所設けられている。その他、北

に付設されたより!日いカマドの両脇にも 1箇所づっの柱穴(p7・P8)が掘られている円

各 f住';¥の;菜さは P1 ;31cm、P2 ; 9 cm、P3 ; 25cm、P4 ; 31. 5cm、P5 ; 38cm、P6 ; 21cm、P

7 ; 14cm、P8 ; 11cm、P9 :32cm、P10; 24cl11、 P11; 26cm、P12; 21cmワある c

カマドはAt丙壁と に l筒所づ、つ設けられている日

ものが新しいコ .ltj可壁のカマド(土、号の

{立に設定され、それ方向は N-1360 

- Eを指すれ煙道i}13の
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からは~!ヒ丙慣のものが!日く、

1 /ヨだけ問問から離れた部

その k面が月IJられているが、
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焼土のJよがりによって確かめられる焚LIf'liJi'ifjから):南山しまでの長さは 1.7mで、 L 
'-

本体長の害Ij 3:7である カマトオ斗宇部分はflflif，flli弘、夫)Iこ;;-じなど全で取り i完治れ、焼… I~it 

した ttLl!iii点じから火!末!而だけ している の:mIfJf:Iはちを h向に90cm、

イ二{本r:'ヲj去を て:'70cmの広がり全もつり

京慣に付設されたカマドは、そのiい1!11ik:.泉佐百がrHu{院長の 1/3だけの京f;向から離れたitf山i:に
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色(7.5YR4/6)硬やゃあり、焼土、炭微量、村il't
は弱(シルト ~~t) 。

色 (7.5YR4/6) 1層より 1穏やゃあり、焼土、 mi紋

量、地山粒子しもふり状に少設。
11奇褐色 (7.5YR3/4)硬やゃあり、粉|生弱で、ボソボソし

ている。焼土、炭多震に合む。
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117;カマド主袖芯村

111 ・ 119~122 ・ 126: ウマドf付為るいは



され、その方向は N ~20-W を

す土， 'k型j亘はU に桝り j主まれた

くなち f'.がるもので、その長さは

~5cm を ?RIJ る。焼土の広がりの先端焚

口部から壁際まで、の本体長が70cmで

あり、煙道長と:本体長の割合は4.4: 

5.6であるn カマ

況は良好であるが、右袖と左袖では

用材が異なり、部分的に改築された

可能性がある。

シルト質土を

に黒褐色

とした土を厚さ 5

cm敷く。 上部は粘土を主とし、シル

を で構築してい

第 2京 調査の記おそ

カマド内

126 
第173図¥'、 ¥1 V I 弐VO flf5cm 

S 167第 5号竪穴住居跡出土遺物(2)I 

る。先端部には凝灰岩の切石が芯材として埋め込まれている口一方の左袖は:佑土を主とするが、

多量の焼土が混っており右袖より土に粘性としまりを欠く。先端部には土師器饗を正立させ、

七万石と合わせて芯材としている。両袖のl福はその外側で65cm、内法で'40cmを測る。焚口から 50

cm程中に入った部分に 5個体の土師器j不を倒立状態で重ね、さらにその上に制下半部を欠く土

出ことしたj童守勿には、

させている。これで支脚の高さは15cmになる。

-翠・鍋がある。カマド内あるいはその周辺で集中的に検出さ

師器饗を

れている。 111~ 115(土産部に回転手、切り める杯である。 111・112・114は二次火熱を受

け、 111は内部に煤状炭化物が付着している。 114は薄手な作りで、体上半に開曲部をもっ形態

である。 115・116は支肢[Jとして転用された 4個のI不のうちの 2点である口 116は口径14.2cm、

.4cm、器高7.2cmを測り、郎というより埼状を呈している。内面は横位を主とするミガキ

の後、黒色処理している。

警は図示したもので見る限りではロクロ使用が多いが、復元できなかった破片を点検してい

くと、 は非口クロ となるものであった。ロク口使用の117~122のうち、底部の遺存す

るものについては回転糸切り痕を留める。 118を除きカマド内出土で" 117はカマド左袖の芯材

として用いられているの 117・118・120・

部;この

に残っている r、 124は、によるオサエ痕

を受け、 119は内部に、 117は内面

を欠く。内外面には成JIヲ時の指頭

護↓令
中
市
~

一、アナ宙
γ

7
j
 

-を け

を

一
品
又
デ

今

」

ナ一ブヘている口 126はカマド内出土の斐である G 外面を縦{立のケズ 1)、内面は

施しているつ外国 a弓 化物がf.J苦しているつ
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十二林遺跡

第174図 SX68 (竪穴状遺構)出土遺物

125は非ロクロの鍋で、カマド北側の床面出土である。胎土に細粒を多く含んでいること

と、火熱を受けていることから、内外国の調整痕を観察できない。

なお、覆土中から炭化米を113粒検出している。

S 167の四壁を切り込むかたちで、 SX68としていた遺構が存在する。精査の結果、堅い床

面と考えられる広がりを検出した{也は、壁、校穴、カマド等、住居跡と認定しうる施設を確認

できなかった。一応、竪穴状遺構ととでもして扱うべきであろうが、ここでは出土遺物につい

てのみ報告する。

出土した遺物には、土師器杯.Jill .繋がある。 127は杯、 128は柱状高台の血で、二次火熱を受

けている。 129は内面を黒色処理した郎で、 3 点とも底部には回転糸切り痕を留どめる。 130~

132は非ロクロの饗である。 130内面にはミガキの後黒色処理を施してわり、翠の中

色処理の認められるものである。 132は外面に縦位のケズ 1)が施されている。 13]の底面には縄

が認められる

~第177図、図版108)

S 1 94の北東側 LJ 44グリッド、 MA44グリツドで

S 177第 6

調査区南側

な は第九VJ層晋 j上三面でで、あるが、第盟!吾を掘り Fげてゆく過程で北東壁の輪郭を
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ト二林j皇跡

。

。

第176図 S I 77第 5号竪穴住居跡遺物出土状況
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第 2 諦i奇の記録

り、 P4~P7 までが確認された。 P4 は径

28X 20cI11、 j架さ23cI11、 P5 (土 24cI11、 j栗

さ20cI11、 P6は径46><20cI11、 j菜さ23cI11、 P7 

さ28cI11で、J屈りiZとまれている。

隅にj持が切られている他は明確な翠溝は j1創立、 第177思 S1 

されなかったぺ床面 Lには 3筒所の土おじ伏ピットが検出されたロ東li同にある P1は径52X40cI11、

深さ 15cI11に掘り込まれ、内部から二J:師器禁を含む土師B~-:片が多くiI '，士している c

P
M
M
V万
九

不明瞭ながらとらえることができた。緩斜面

の中央に位置するためその南側は不明である

が、 S1 94、SA144と重複し、これらによっ

て切られている。また北東壁に位置する SK

76むよび住居跡内を北西一南東に走る SD

210もこれを切っている。

北西壁と南東壁間の長さは5.2mを測る。ま

た仮に P7が北西壁の中間に位置するとして

北東壁と南西壁間の長さは約 5mとなり、本来

に近いプランを呈していたと思われ

る。 に四 fí{4~ とその中

。 10cI11 

にあ

P 1 

237 



十二村~i立跡

に沿っ けられた P2は徒110X70cm、深さ22cmでf屈り;I6まれ、 ものを含む土師器

土イ (133. 134 . 136~ 138)を出土している口 跡西側にあって長制!の長さ 1.8m、短mUJの

長さ1.2m、深さ30cmのP3は、その中央部に径28cm、深さ18cmのさらに小さなピットをもっ。

このピットについては覆土に混って炭化物の小片が出土した他は目立った遺物の出土はない。

カマドは南東壁北寄りに付設されているの S D210に壊され、本体燃焼部~焚口の火床面と、

煙道が確かめられたに過き、部分的にとらえられたにとどまる。煙道部は

m、 で、のilI高30cm、深さ 6cm程度に掘り込まれ、火床面は壁から 1

11ι

ハu

j

f
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J
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E
千
E

J
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ソ
山

h
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1
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d
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アヒ

-
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心

仁

'
内
J

、

J

一t
cmの範囲に焼土化している。

出土遺物は住居跡東側に集中しており、殊に P2・P1で検出例が多し」遺物は土師器邦(内

淳子:閉ぷ;z:， hn 工EBl ムヨL 汀1 コ~ ~トナ.\ i'3..L>.l斗 .yア 五按 "凪 ~i5討さf 日史五総 合又 ブー ム♂ 者" 7 1 'i'I 1 r")門庁'¥-1-'プ?斗-、μ
出j 云~O~.J:ニヒレ/~ tJνノtJ凸'UJ • 同]口 I :J .1/1、. 主it" ~ !l!1f-日、 ;明λ玉、右仁T立五百、 '1'1二τコ/Fσ') ";，)0 j_ OO'~ j_ OIV)円、 fcι 一一〈へ

火熱により底部の切り離しの不明な219を除くと、回転糸切り痕をもっo 133 ・ 134 ・ 136~138 

はP2出土で、ある。図示したものを含めて、底部で換算して15個体以上の坪が出土している。

高台付郎138はやや足高な高台が付されるもので底部の切り離しは明らかではない。 139の饗

減のため器面調整を観察できなしh 内面口縁部にのみ煤状炭化物が付着している。この他非ロ

クロ警は底部でみて 6f団体以上確認している。 141はロクロ捜用の警でP1及びその周辺から

出土したものである。外面にはヘラケズ i人内面にはヘラナデの痕跡が残る。外国の 1/4程は

器面が赤っぽくなっており、丹を塗ったようにもみられる。 140の鍋は非ロクロで 6~1伽1mの

粘土積み上げ痕が残る。本住居跡から出土した土器は、他住民出土に比較して、全体的に胎土

に細砂粒を多く含んでいる口

S 183第 7 (第178[玄1.第179l'2?J・第181図、図版76・図版77・図版108)

調査区中央からやや南に寄ったMC47・48グリッドで検出した。

確認面は基本層{立第V層上面であるが、 S 186・S1 136との重複があり、 また周辺に土坑

も多く、それらの遺構構築時の排土が再堆積するような状況であったため、全体のプランは判

別しにくい状況であった。{主居跡として確言忍はカマドの検出によってなされた。

住居跡全体の形態については北壁と西壁北半を確認できたに留まる。 ::1ヒ壁には IIJ高15~20cm 、

深さ 6cmの壁溝が認められる。明確に当住民に伴うとみられる柱穴は、北西隅の 1つである。

深さは床面から22cmで、ある c 床面は平坦で、特にカマド南側は堅くしまっている G 床面には北西

隅とその南側に 2基の土坑が掘り込まれているり北西隅のP1は長軸110cm、7、豆軸85cmの隅丸

方形 るもので、深さは40~45cmで、ある PJ らj持が延びているが、これは S

B 141に伴うものであるが、新旧関係は 13月らかにできなかったひ南側のP2は長花155cm、開花

110cmのやや歪な情円形を呈している c 深さは22cmで、ある。

カマドは推定東竪北寄り，~ している口このカマドの形態は、有11部から煙出しにかけての
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京 2章調査の記録

Q
O
i
i
 

11翠 褐 色 (7.5YR4/4)地山粒子・焼土粒子微量、炭化物ごく微量混入。しまりやゃあり。

2層 褐色 (7.5YR4/4)土色は l層と類似し、層境ははっきりしない。 地山粒子少量、炭化物ごく微量混入門しまり
ゃゃあるが l層よりやや弱。

3層 H音褐色 (7.5YR3/4)焼土を主体的に含む。しまりは 2層よりやや弱。

4層褐色 (7.5YR4/6)焼土多長混入。しまりは 3層と向じ。

51脅 極暗褐色 (7.5YR2/3)焼土少量混入。しまりやや弱。

61習 褐 色 (7.5YR4/6)焼二七は 5層より多く混入。しまりは 5層より弱。

7層 階赤褐色 (5YR3/6) しまり、粘性あり。

8層 褐 色 (7‘5YR 4/ )しまりやや弱、粘性あまりなし。サラサラしている 0

91苔 褐色 (7.5Y R 4/3 )しまり、粘性あり、サラサラしている。

101習 H音褐色 (7.5YR3/3)炭化物主体で、焼土をしもふり;伏に多安に混入。しまり弱。粘性平ゃあり

11層 カマド本体(粘土)υ

79毘 S1 83第 7
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1-二件i笠跡

本体部分を、 を用いて馬]E者形に巡らせ している点で特異であるつ怪17cmの熔出しピ y

トの周囲には高さ 15cm前後の粘土を巡らせているコ左袖は部分的に粘土が失われているが、先

端部には土製支耽1Iが芯材として埋め込まれている。この土製支仰の内には、長さ・ !Il話10cm、厚

さ7cm の凝以岩の切石が入っていた。切石は左袖内にも入っており、組!の補強付としても用い

られていたものであろう。右袖先端部にも切石の入った土製支脚が遺存していたりこの作置か

ら煙n'，し部まで、の全長は85cmである。燃焼在日には長在60cm、短径50cm、深さ38cmのピットが掛

り込まれている。しかしながらピット上面には明確に火床面とみられる焼面 しないこと

から、カマドとこのピットの関係及びカマドの使われ方に疑問点が多い O 支JJt;IJはピットーと端東

側で検出したD 南-北方向からの士圧により潰れているが、土師器禁(破片)の上に土製支JJ1;1lを

くものである。支附i底面のレベルが底面より 5
___. 1 ~ 1/¥ 

し> (._ゴゼj、
_)." lD ず~、、田"7 t _ 1 _，~ ~ 

crlオミつ L い-;:)7)' (二 j 

か不明である。

遺物は、カマド内あるいは南西部の P2 のものが多し」土師器杯・饗・鍋、土製支脚、

筒状土製品、鉄製品が検出されている口 142・143はP2出土の杯で 142は底部に回転糸切り

痕を留め、 143は内外面にタール状の付着物が認められる。 144~147は饗で146を除きロクロを

用いている。 145内面にもタール状の付着物が認められる。 147は外面にケズリを施しているが、

17~ 19mmの粘土の積み上げ痕が残る口 148は非ロクロの鍋でカマド内から出土している。外面

にケズ 1) が認められる。 149~151は土製支脚でカマド内出土である。 149は燃焼部中央

しており、支脚として用いられたものであろう。脚部には l対のU字形の切れ込みが入り、こ

れを結んだ線に底交する位置で径約 7mmの孔が 2つ穿たれている。器高は12. 7 ~ 13 . 2cmを測る 0

150はカマド左袖先端の芯材として用いられた支脚で、内に切石が入れられていた。 脚部の切

れ込みは深く大きく、器高14. 5 ~ 15 . 1 cmの半分近くになる。 151は150と対になるような右袖先

していた。これにも切石が入っている。 v字形の切れ込みが認められる。 152はカ

マド右袖のと面に置かれていたもので、筒状を呈する土製品である。土製支脚と同じような作

りをしており、 7~18mmの粘土積み上げ痕が内外面に残る口口径10.1cm，底径8.5cm、器高30

cmを測る。 153はP2出土の鉄製品で断面が長方形(6.5X 4. 5mm)を呈しており、中空となって

いる。

なむ、カマド燃焼部に掘り込まれているピ、ソト内から炭化米 3粒と、魚、骨(i:仕骨部分とみら

れる) 1片が出土している。

S 186第 8 178図図・第182問、".;，:1版78・凶版110)

S 18:3のjヒ{問、 MB47・MC48グリッドで科Ul'， した σ

V 肘上面で、ある。 ~Itりま fHlJ の矩)惇フランは上ヒ較的明日空にとらえることがで

きたが S 183と している出壁側についてはほとんど監の輪郭がわからなかった， -IU誌の
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長さで見た 東西4.4mであるが、 i宇î~笠不明 n去のため

できず¥形態も方形になるであろうこと口上にはわからなし

は北世の雨間に付く Pl.P2以外、この住居跡に伴う

crn、深さ lOcrn、P2で径18cm、裂さ 12cmを測る。 なし lU

るが、 S183の北墜に近い部分がS1 86の貼床によっ われ住居跡南側で S1 83と

骨

。
O~ 

X

b 
υ 

日=25.800m
Ao-ー

。ldu 一一oB

i;p; 2章判定の記録

し躍しは2.3mV_l Lとしか

か不明である。 P1で往26

H府

91，，"，: 

第180図 S 1 86第 S号竪穴性居跡カマド
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第 2章調査の記録

k二十ク

マa
g自主

v

159.162 
163・166;カマ

156・169;カマ

161写

168.171; P 4 
164・167;P 5 

170 
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十二林遺跡

ているため、 これより新しいと判断した日 S B141と

るもこれとの関係は明らかではない口

カマドは東控側に位置している口袖の先端部はカマド崩落時に

失われているようであるが、その他の遺存状況は良好である。煙

道部は長さ80cmで、トンネル状に掘り込まれている。形態は先端に

172 向かう程調uくなっており、住居壁部分で、の幅47cm、煙出し部先端

5 cm 
ゴ で、の[(1話37cmを測る。煙道底面は1:輩出しに向かつてやや下降してい

第183図 51136第14号
竪穴住居跡出土遺物 る。袖部は粘土を主用材とするもので、残存する長さは30cm前後

である。燃焼部中央には支脚が置かれている。土製支脚の j二に土師器土手を倒立させたもので、

し生
」てJ

-7:，11俗ノ九 可~I 、ブ → 
丸、日!/.!; ." 'd-..J 、v寸〆己)0 1....ー

-7:，，1-;'ド ~l江古rr ，-h ，~+ ，hEi ，~ A 0 ...マルこ日，1ブ 斗ナIH:n庁、土台
¥.. }?!.品元日PI、'J{ぷ iドfEllcト£士OCill'e:Ci則 'c)o XIJムIJν.JHIJ 

面には径55cmの火床面が観察Fできる。火床面端から煙出しまでの全長は160cmである。

出土した遺物は土師器係・饗・鍋、土製支脚がある。遺物はカマド内あるいは推定床面南側

の P4.P5 内より多く検出されている。 154~162の郎は、摩滅あるいは欠損により底部を観

察できない158・159を除いて回転糸切り痕を留める。このうち155・156は前ヲiき糸切りと称さ

れている技法による。 9 点-とも二次火熱を受けており、特に158が著しし ~o 155がカマド煙道部、

159・162がカマド内、 161がP4出土である。 156は169とともに支脚として用いられている。

528はカマド内出土の郊で、内面に横位・斜位のミガキの後、黒色処理を施しているものである。

底部を欠き、外国には煤状炭化物が付著している。

167は小型の翠であろう。底部には回転糸切り痕を留め、二次火熱を受けている。 P5出土

である。 168はロクロ使用の護で、外面の一部にケズリ棋が残る。

164~ 166は非ロクロの鍋で、ある。いずれにも外国には粘土積み上げ痕が認められる。 164は

P 5出土、 166はカマド内出土である。 169・170は土製支脚で、 169の上に156の郊を倒立させ

て支脚としていたものである。 169は土製支脚としては薄手に位上げており、焼成も良好で、あ

る。 P4から出土した171の器形は特異で、ある。ほぼ直立する口縁部に口クロを用いてつまみ出

された口唇部が、内傾しながら立ち上がる。この結果、口縁と口唇の接点外側には凸帯状の高

まりが一巡する。それはあたかも羽釜の鍔を退化させたもののように感じられる口

S 1 94第 9号竪穴住居跡A. B (第184~第189図、 lヌl版79 . 1';<1版80・閃版110・同版111)

調査区南{1!u緩斜面上の遺構窓集箇所中央、 MA42 . 43・44グリッド、 MB42 . 43・44グ1)ッ

ドで十食nllされた。

VI者L面で北京壁むよびその両端の輪車15が確認された。覆土の中央はフドの根によつ

って大きく撹乱されていた。緩斜面 f二に位置するため、南西側では主IVf移層第N層の堆積が厚く、
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第 2章調査の記録

むよびそれにとりつく は不明瞭で、あった

A 居跡

B伎居跡;の南西側床面を拡張して作られ、 B と北隅・東悶

の位穴、およびカマドは位置を変えずそのままに踏襲されている。

北東壁と南西壁の問の壁長が6.4m、北西壁と南東壁の問の長が 5mの長方形を呈し面積は

32.55討を測る。壁の高さは北東壁で、68cm、南西壁で;'15cmと、斜面の傾斜方向に向かうに従い低

くなる。南および酉隅でそれぞ、れ S1 108とS1 95と重複し、それらを切る。四周する

て幅20~50cm、深さ 10cm程度と壁滑が切られており、柱穴はこの壁海中各隅に確認された。 P

9・P12.P13 ・ P15 とも箆40~50cm、深さ 30~40cmで、掘り込まれている。床面上には土坑状

のピットが~~くつかあるが、 P2 ・ P5. P6・P7は坑内に褐色~黄褐色土が充填されるか、関

口部が褐色土で覆われており、住居の拡強に伴って埋め(貼床)られた考えられ、 A住居跡とと

もにあったのは P1・P3・P4の3つのピットと判断された。住居跡東隅にある P1は径70

X50cm、深さ30cmに掘り込まれ、底面に白色の粘土が溜っていた。覆土中からは土師器杯(176)、

小形の饗(185・187)、鍋底部(198)などの破片が多く出土している。住居跡中央からやや西側

にある P3は径75cm、深さは25cmに掘り込まれ、やはり小形の饗の破片 (186)をl出土している o

P 3の南西側にある P4は径70X85cm、深さ 10cmの浅いピットである。

カマドは南東壁ほぽ中央に付設されている。壁外を U字形に掘り込み、その先端に径25cm程

のピットを掘り込んで煙出しとしている。壁際からの煙道部長は43cm、中央で、のrp;は34cm、確

認面からの深さは15cmを測る。本体部分は左右両袖が八の字形に開き、その間に径40X50cmの

範囲で焼土化して間結した燃焼部火床面があり、さらにその前部25cm程の範囲にまで固結する

程に至っていない焼土化した面が続いている。袖部は褐色~黄褐色の土で作られているが、左

袖部の遺存状態がよく、その先端には芯材に用いられた切石、土師器部が検出されたO 本体中

央部で、の両袖のl隔は90cm、燃焼部前部の盟結していない焼土面を焚口とすると、焚口先端から

までの長さが95cmで、煙道部と本体の長さの割合は 3 7である。;煙道中軸線を袖部中

央ヘ延長したカマド軸線方向はN-340-wを指す。 カマド左袖部左側には径45~57cm、深さ

24cmのピット (P8 )があるが、これはB住居跡に伴うものである。

B 住居跡

北東壁と南西壁の間の壁長が4.9mとA住居跡よりも1.5m程短く、四回する震の長さ

しい正方形のプランを呈する c 而積は24.22m'で、ある。壁に沿 vつであった南西壁は拡張に伴っ

され、同時にこの壁j蕎も埋められている。柱ア〈はA住居跡でも引き続き能用された P9・

P 15の他に南隅 (Pll)と問問(P14)にある。 Pllは窪77X35cm、深さ33cmで、却す峠に一緒に

入れられた土師器杯が多く出土している円 P14は径42X35cm、深さ26cmに掘られている。また、
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十二件遺跡

S 194第百号竪穴生居跡C D土麗誌記

1廓 黒褐色(lOYR3/~) ローム粒子、焼土i後史認入υ 二Lはかたくもs'Í'l: な

2府 11音褐色(lOYR3/4)褐色土 (10YR4/6)小つ I /; ，1去に多量:こ忍人されでいる 液化佐子、焼 1:少量混入っ 1: 
，-ι .1-_ノ生f:，!J←九 t
包去し。

3経 n青褐色 (7.5YR3/4) 炭化粒子少量混入。明褐色 (7.5YR5/6) が少量混入されている。土はやわらかく松!とt~~o

4層 褐 色 (7. 5 Y R 4 / 4 l UFI掲色土 (7.5YR5/引全体的に混入されている 2 士はやわらかく粘'1'1:強っ

5層 IJ音掲E'.(7.5YR3/4) H，月褐色土 (7.5YR5/6)混入されているc士はやわらかく半Ili内弱。

61号 明褐色 (7.5YR5/6)混入物なし。土はやわらかく料i'l1:弱。

!夜 明褐色 (7.5YR5/6)混入物なし勺士はかたく粘性弱。

8初 日月褐色，5YR5/6) 混入物去し c 上はやわらかく粘'i~:弱円
9層 褐 色 (7.5YR4/4) f羽褐色土 (7.5YR5/6) 多量混入。土はやわらかく干Ilj'iJHJ~o

10層 11音褐色 (7.5YR3/3)問褐色土 (7，5YR5/6)少量混入とフロック状に少量混入。土はやわらかく粘性弱。

11層 明褐色 (7.5YR5/6) illl'褐色土 (7，5YR3/3)少量混入。土はやややわらかく粕l生強。

12層 褐 色 (7.5YR4/4)明褐色土 (7，5YR5/6)少量混入っ土はやわらかく粘性弱。

13層 褐色 (7.5YR4/6)焼土微量混入。土はやややわらかく粘性弱。

14層 階褐色(lOYR3/4)焼土粒子多量混入。炭化粒子微量混入3 土は比較的やわらかく名11性弱。

" E-F土層註記

1層 褐 色(lOYR4/6) 混入~7;Jttし。フロックが多量混入されている。土は比較的やわらかく粘性弱。

2層 時褐色 (10YR 3/3 )掲色土 (10YR4/6) ・小ブロソクが多量に混入。土はやややわらかく *llj性弱。

3 J費 補 色(lOYR4/6)焼土、焼土粒子、炭化物がそれぞれ少量混入。土はブロ yケになって多量混入されている。

土はやわらかく松l生弱。
4層 階褐色(lOYR3/3)焼土粒子微量混入。土はやややわらかく粘性弱。

5層 褐 色 (10YR4/6)時褐色土(lOYR3/3)が多最j昆入。尚色土がブロソケになって多量混入されている。土は

やややわらかく粕|生弱。

6層褐色 (10YR4/6)焼土微量混入。土はかたく料1性弱。

71膏 褐 色 (10YR4/6)混入物なし。土はブロッケになってやややわらかく粘性弱。

8層 褐 色 (7.5YR4/6)焼土粒子微量混入。炭化物微量混入。土は比較的やわらかく、粘性弱。

It G H土層註記
u苦 褐色 (10YR 4/6 )混入物なし。 砂でかたくサラサうしている。粕性なし。

2層 H音褐色 (10YR 3/4 )炭化粒子微量混入。黄褐色 (10YR5/6)多量混入。土はかたく粘性弱。

31脅 褐 色 (7.5YR4/4)黄褐色土(lOYR5/6)多量混入。炭化粒子少量混入。焼土微量混入。土はかたく粘性弱。

4層 黄褐色(lOYR5/6)褐色土 (7.5YR4/4)少量混入。焼土微量混入土はかたく粘性弱。

51国 褐 色 (7.5YR4/4)黄褐色土 (10YR5/6)多量混入。焼土少量混入。炭化粒子少量混入。土はやわらかく

中15性弱。

6 J寄 褐 色 (7.5YR4/4)黄褐色土 (10YR5/6) 多量混入。焼土多量混入、炭化物少量混入。炭化粒子少量混入。

土はやわらかく粘性弱。

7層 褐色(lOYR4/6J炭化粒子微量混入。土はかたく粘性弱。

8層 日音褐色 (10YR3/4)褐色土 (10YR 4/6 )多量混入。炭化粒子、焼土粒子少量混入。土はかたく粘性弱。

9層 暗褐色 (げ7.5YR3/4)褐色土 (円10YR4/6引)、焼土粒チ多量j担Eι入入人、C 炭{化ヒ粒子少量混人c土lは土比較的カか、たく車品粘恰l占台5甘引'1性l
l叩O層 掲 色(は10YR4/6引)焼土微量j混昆人ο炭{化ヒ粒子微最混入。土はカか、たく *11粘粕占台削h甘'1性|生弱。

" I-，J土層註記

l層 褐 色 (lOYR 4/6 )焼土粒子、炭化粒子微量混入。黄褐邑土(lOYR5/6)多量混入。土はかたく粘性なし 0

2層 階褐色 (lOYR 3/ L} )黄褐色土 (10YR5/6)少量混入c土はやわらかぐボロボ、ロ LでいるoM件をしっ

3層 褐 色 (lOYR 4/6 )褐色土(lOYR4/4)少量混入。土はかたく粘性弱。張り床部分。

4層 H音褐色 (lOYR 3/4 )焼土粒子、炭化粒子、褐色土は微量混入。土はやわらかく粘性弱。

5層 褐 色 (lOYR 4/6 )褐色土(lOYR 4/4 )少量混入。焼土粒子、炭化粒子は微量混入。土はやわらかく粘性弱。

6層 褐 色 (7.5YR4/6)褐色土(lOYR 4/6 )多長に混入。 炭化物少量混入。土は非常にやわらかく、しまりけが

なくポロボロしている 枯十目室。

7層 褐 色 (7，5YRrl!引焼土粒子、炭化粒子少量混入さ黄海色土 (lOYR 5/引っロソケ:1犬に多量混入{土はかた

字削生~~ù
8層 日月褐色(7 . 5 Y R ;) / 6) iì~ 人物なし o :[， ii非常にやわらかくポロポ口している。粘性弱。

9屑 褐 色 (7，5Y R 4/6) ilFI掲色ゴ (7，5YR4/6l 多量混入戸炭!と粒チ少豆、焼土微量混 J人G 土はやわらかく粘性

~~o 
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調査の記録
~ r、ニ1..'1二

EヰjL.'与主

B
 

に;土 SB 144がその南東側にとり付く形で検出されているこのB

-> 

-̂になってもはAカマしている。なっにSB

にはP2・P5.P6・P7の4りに付設されている。られていないが、

し、長さ1.5m、r!J話 1mの隅よりもやや北側P 2 つの土坑状ピットがある。

し、深さ1.2mで、その南西側に縦列しである P7は、長さ1.65m、IIJIZ0.7m、深さ50丸の方形

住居跡の西隅にある P6は長さ1.9m、cmに掘られている。いずれも断面形は逆台形を呈する

その内部で長軸の長さ1.2m、短軸の長ささが最も深いところで、40cmで、あり、最大幅1.05m、

O.9mの歪つな情円形を呈するヒ。ットと、、往55cmの円形に掘り込まれたピットに分かれている。

3X 1.4m、深さ60cmの歪な円形にf屈り込まれている。ごるP51土、北西壁中央近く

吉)会どを含む破片が多く i出上している。
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トニ林遺跡

した遺物;土、 • illr号、

F あるしリま P1.3~6.8 より出土したもの

た188. 193の嚢を除いた遺物については

173~ 181の杯は底部に回転糸切り痕

いる。 174.175窃 178は二次火熱を受け、 175はより

であるが部分的に灰色を呈する笛所があり、

がある。 遺物はカマ

v うP5 寄 8から出土し

るものであると考えている。

にま田砂粒を多量に混入させて

られる。 173は赤褐色を示す坪

におかれた可能性がある。 18]は内外面

あるいはタールがび、っしり付著しているものである。 176はP1、178はP8、 179はP6 

、180はP5， 181はP1とP4出土が接合できたものである。 P1 出土の182はJ宛形

する。底部には回転糸切り痕を留める。 183は高台付係でこれもifg形を呈している。底部の切

"、 1主釘.~} tムマアロロ d プで、+: 司よさ‘ マ守」ι、非同~ 1_.-"1 1-1品'斗"70-...-[-:-
ソ内比レ~cト/1、e切にの';:;J/J・、 田1 口 cr 只ロソ|リ~} g 日IJ り出しを行っている。内面は横{立・

放射状のミガキの後、 を方包している。 ミガキは外国 にも認、められる。カマド内

より出土している。

184は小型丸底の警である。二次火熱を受け、内外面の器面調整を観察できなしユ。内面口縁

部にのみ煤状炭化物が付着している。 P4・5・8出土の破片から復元できたものである。 18

5・186は同じような形態を示す饗で¥いずれも外面口頭部~口縁部に指頭によるオサエ痕が残

る。 185はP1出土で二次火熱を受けている。 186はP3・5・8出土で内面に煤状炭化物が付

している。 187は、薄手な作りの小型蜜ーでP1 出土である。外面は縦位のケズ 1)、胴下半部に

は横位にケズリを施している。内部はヘラナデの後、口縁部には横ナデが認められる。二次火

熱を受けている。 188はP5 (B住居跡)出土の警で、内外国に指頭によるオサエが残り、

だ器形となっている。外面にはケズリ、内面には縦位・斜位のナデが部分的に観察できる。底

面は187とともに丁寧にナデられている。

189~ 191の饗はカマド内出土で". 191は口縁部と底部が接合できなかったものの胎土等から

同一個体と考えている。いずれも粘土積み上げ痕を残し、外面には縦位のケズリが施されてい

る。 189・191の底部はいわゆる砂底をましている。 189は口径24.3cm、底径8.8cm、器高25.9cm

を測り、底径・器高に比して口径が大きく、特異な器形の部類に入るであろう。昨りとしても

全体に雑である。 190は内面に煤状炭化物が付著している。 192は腕部が丸昧をもっ警となるも

のであろう。外面には縦位のち?創立にケズ l人内面には横{立のヘラナデ、が認められる。 193は

P5・6(B住居路)より出土した饗である。外面には縦位の、内面には横位のハケメが施され

ている円

197~200は非ロクロの最高で、197は平底、 198は丸底を呈する。 197 は [1径35.8cm、底径8.5cm 、

器高12cmで¥平底ではあるが安定感は良くな(， '0 外面は不定方向にケズ 1)、内面はナデのよう

である。 カマド内と P 3 北側床面白i土が接合できたものである。 198は内外語に幅10~15mmの
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第 2章調査の記録
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187; P 1 
178: P 8 
179; P 6 J:.面
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第 2草調査の記録

と られる円 P 1 である。 199. 200はカマト

なる己 199は ため内外国の器面調整が明らかではない。 200の外国は にケズりを

施している。 196は土製支JJtfJでカマド右袖前面と左袖前回で、出土した破片 したもので、

支脚として っているものではない。器高13.2cm、胴径 9cmの細身の製品である口

には図示したものの他に 7点の破片資料が出土しているつ 201 あ

るo 202 ある。胎土には径 1~ 2mmの砂粒を多く でいる。胴部に 4本の続刻

...__一、ー一一~一一町一-一一

198 

〆
7
4
 。 10cm 

197; P 3 :ItfHlJ-トカマド
198;P 1 

199・200;カマド内 G 
。

202 

第189図 S 1 94第 9号竪穴住居跡出土濯物
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十二林遺跡

られる。 Lから下方向に引かれているようである。 図示面左で長さ 33mm、 IP話 1 ‘ 5~ 2mm 

でそれぞれの間賠は 8~1 白-nmで、あるつ

203は球形の土錘で完形で出土している。 194(土砂岩を素材とした砥石である。図示面下端を

欠く。 4簡をほ石としている心 195は図示面 1面以外は剥落嘗欠損している砥石である

には不定方向の擦痕が認められる

S 194は多量の遺物がleB士しており、図示し得なかった資料も点枯して、底部で換算した個

体数は次のように控定できる。土師器町、57f国体以上、非口クロ警20個体以上、ロクロ

3個体以上となる。その他炭化米14粒を検出している。

S 1 95第10号住居跡(第190図~第194図、図版81~図版84 ・図版111 ・図版112)

い ま 入 ス
l'-Vノ d

ベ千二 MR ，~つ. ;lQゲ 1) 叶 !ご Mrl1ワ.I1Qヶ、、 1) 、ソ
ノ -_;、 」日.i..LJτ] τυ  ノ 4 、ムす..i.. ，-，' .l..i...i ム V / 

ドでt食出され

本住居跡の位置するあたりは、 中央の南側から次第に傾斜する緩い斜面の降り際にあ

たり、第V層のj斬移層である第NJ菩も最も厚く堆積している。遺構の最終的な確認、面は第V層

上面であるが、北側に隣接する S1 94の南西隅が本住居跡覆土を としていたことから、ま

だ完全にそのプランを表し切っていない第百層中でも、その存在が予想された。

カマド位置の前部にあたる企居跡中央からやや南東に寄った覆土中に、オリーブ褐色

る火山灰混入層(3 層)の堆積が認められた。火山灰混入層は長さ 140cm 、 lp話40~50cm程の広が

りをもち、床面から 10~20cm上位に堆積している。

規模は東西壁長3.7m、南北長3.4m、深さは中央部で、66cm、面積13.78m'を測る。平面形は隅

の丸い方形である。主柱穴は北西(P1 )、北東(p2)、南東(P3)、南西(P4)の各隅

された。土坑状の掘り込みによっ にしか確かめられなかった南西隅の P4を除いた

P1~P3 とも、径20~35cm、深さ 20~25cm で\ を除いて巡る i幅15~20cm、深さ 5 ~10cm 

の控濯を切って掘られている。またカマドの西側の南壁にかかって詮40cm、監の上端からの

深さが50cmのP5がある。床面からの深さで見ると他の柱穴よりも 10cm程浅く、主柱穴とは別

の、おそらくはカマド上の上屋構造に関係する柱穴と考えられる。 他にカマドの両脇 (p6・

P 7) と住居跡南西隅 (P8)、および北壁外(P11)、南壁外(P12)に土坑状のピットがある。

P 6は長さ80cm、IP高50cm、深さ 17cm、P7は長さ 60cm、幅50cm、深さ35cmで、それぞ"11内部か

ら完形の土師器邦(212)と土師器j不破片をよちまこしている。 P8は長さ 1.6m、最大幅80cm、深さ

6 f悶 (207~210 、 213 、 215) と、須恵器査 (229) の破片を出土している。 P

11は長軸の長さ 105cm、短車111の長さ 58cmの楕円形に掘 η込まれ、住居跡の外側ではあるが、そ

の深さは66cmと床面よりも 10cm羽深t~ 0 この Pllの覆土のと位には竪穴住居跡の覆土中{二堆積

していたと同じ火山灰が径30cm程の円い範囲で檎出された。 レfくル 中のそれ
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調査の記録第 2主
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H音褐色 (7.5YR3/4)焼土・焼土フロソク少量混入。之は

やわらかく粘性弱。

8隠 1I1I;褐色 (10YR 3/4 )焼土多量混入。土はやわらかく粘性

~~Jo 

1111'褐色(lOYR3/3)焼二t・赤褐色土 (5YR4/6) 多量

混入。土はやわらかく村山l:弱。黒褐色土のボロボロし

た土を含む。

IIj'f褐色 (7.5YR3/3) 黄褐色仁川OYR5/6) 粒子少量

混入。

H奇掲色 (7.5YR3/4) 炎筒色 :1二(lOYR 5/6 )少量、焼

土校一jこi校設混入。土はやややわらかく粘性弱n

日i作品色 (10YR3/れ焼土牧子微量浪人。 1二はやややわら

かくがÎ "i"'I:~~ ハ

色 (1りYR4/ ) i1よ人物なし

GG dゴコ

色 (1りYH4/4J 褐色土 (lUYH.4!6J 多1it混へ J:
はかたくも~YE~~ ハ

赤持j色 (5YR4/Gi 士ーもよかと、しまているて11τ部分の hRf~十.ど忠われ

11音褐色 iI.5YRo! 焼L:多量、 i){{ヒ物少足、造物i混入z 土:ょやわらかくボロ口
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